


はじめに 

このたびは、イーサネットボードをお買い上げ頂きまして、誠にありがとうございま 
す。本書は、イーサネットボードの設定およびコンピュータとの接続方法について説 
明しています。プリンタのユーザーズマニュアルと併せてご覧ください。 

電波障害自主規制につぃて _ 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCC 丨 ） の基準に基づくク 
ラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこ 
とがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあり 
ます。 


FCC STATEMENT 

This equipment has been tested and round to comply with the limits for a Class 
B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed 
to provide reasonable protection against harmful interference in a residential 
installation. This equipment generates, uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may 
cause harmful interference to radio communications. However, there is no guar¬ 
antee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment 
does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged to try 
to correct the interferece by one or more of the following measures: 

- Reorient or relocate the receiving antenna. 

- Increase the separation between the equipment and the receiver. 

- Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which 
the receiver is connected. 

- Consult the dealer or an experienced radio/television technician for help. 


FCC ID:N6CZXE 00537 A 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is sub¬ 
ject to the following two conditions:(1)This device may not cause harmful 
interference, and (2) This device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 





マニュアルの版権に関して 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行 
なってはいけません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 

ご注意 

1. 本書の内容の一部または、全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2. 本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 

3 . 本書の内容については万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記 
載もれなど、お気付きの点がありましたら、お買い求めの販売店へご連絡ください。 
4. 本書の内容に関して、運用上の影響につきましては 3 項にかかわらず責任を負い 
かねますのでご了承ください。 


©2000 Oki Data Corporation 
©2000 Japan Computer Industry Inc. 


商標に つぃて 

MICROLINE は株式会社沖データの商標です。 

UNIX は X/Open カンパニーリミテッドがライセンスしている米国及び、その他の国 
における登録商標です。 

Ethernet は、米国ゼロックス社の登録商標です。 

MS-DOS 、 Windows 、 WindowsNT は、米国マイク□ソフトコーポレーシヨンの米国 
及び、その他の国における登録商標または商標、商品名です。 

Sun OS、Sun Solaris は、米国サン - マイク □ システムズ社の商標です。 

NetWare は、米国 Novell,Inc. の登録商標です 0 
IBM 、 AIX は米国 IBM 社の商標です。 

HP-UX は米国ヒューレットパッカード社の商標です。 

Apple の名称および □ ゴマーク、 AppleTalk 、 EtherTalk 、 漢字 Talk 、 MacOS の名称 
および □ ゴマーク、 Macintosh は米国 Apple Computer 社の米国及び、その他の国に 
おける登録商標または商標、商品名です。 

PostScript は AdobeSystems Incorporated の各国での登録商標または商標です。 
その他の製品名もしくはブランド名は、それらの所有者の登録商標または商標です。 


本書での説明のマーク 

\^ 7 ] イーサネットポードを正し < 
動作させるための注意や制限 
です。誤った操作をしないた 
め、必ずお読みください。 


「 MEMO 〕 イーサネットボードを使用す 
るときに知っておくと便利な 
ことや参考になることです。 
お読みになることをお勧めし 
ます。 



使用許諾契約 

イーサネットボードに付属のソフトウェアおよびドキュメンテーションは、株式会社 
沖データが提供するものです。本ソフトウェアを使用することにより、お客様は、株式 
会社沖データ（以下、沖データという）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受 
けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウェアに対応するイーサネットボードを所有している場合のみ、ソ 
フトウェアを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウェアおよびドキュメンテーション、そしてそれらのコピーの著作権、版権、 
所有権は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーにあります。本ソ 
フトウェアあるいはドキュメンテーションの一部または全部を複製したり、他人に複製 
を作らせたり、複製を許可したり、商行為をすることはできません。お客様は本ソフト 
ウェアを、修正、改変、翻訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブ 
ルしないことに同意します。また、本契約で認められた項目を除き、本ソフトウェアと 
ドキュメンテーシヨンに関するいかなる知的所有権の権利も付与しません。 


3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウェアを第三者に譲渡できま 
す。 

(1) 本ソフトウェアに対応する沖データイーサネットボードと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に譲渡 
し、または譲渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウヱアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することはできませ 
ん〇 

お客様は、本ソフトウェアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できないこと、違法 
な方法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウェアおよ 
びドキュメンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行うことがありま 
す。この様な解除が行われた場合には、お客様は本ソフトウェアおよびドキュメンテー 
シヨンのオリジナルおよび全てのコピーを破棄し、商標の使用を中止するものとしま 
す。 


5. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーション 
に関して、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウヱアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得ら 
れること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 

(3) 第三者の権利を侵害していないこと0 

(4) 特定の目的に適合していること0 

またソフトウェアまたはドキュメンテーションは、予告なく改良、変更することがあり 
ます。 

6. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテーション 
によって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に対しても、一切責任 
を負わないものとします。 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 

1イーサネットボードを取り付けます 


MLETB08 の特長 


マルチプロトコルに対応 

EtherTalk 、 TCP/IP 、 IPX/SPX 、 NetBEUI の 4 つのネットワークプロトコルに対応 
しています。 

専用ネットワークユーティリティを付属 

Windows98/95/2000/NT4.0 および Macintosh からイーサネットボードの設定を 
行ラことができます。 

Web ブラウザで管理できます 

TCP/IP でネットワークに接続している場合 、 Microsoft Internet Explorer や 
Netscape Navigator などの Web ブラウザを利用して、イーサネットボードの設定 
やプリンタのメニュー設定ができます。 

SNMP に対応 

SNMP エージエントを実装しています。 

f^Tl MLETB 08 は汎用のイーサネットボードです。取り付けるプリンタによって 
i ^ J —部の機能が使用できないことがありますのでご了承願います。 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 


製品の確認 


以下の製品があることを確認してください。 



イーサネットボード ネットワークソフトウェア CD-ROM 

ユーザーズマニュアル （本書） 



保証書 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 


イーサネットボード各部の名前 


100 BASE-TX / 

10巳 ASE - T 用コネクタ ディップスイッチ 

ツイストペアケープルで接続します。 通常使用時は、全て OFF にしてください。 



データ受信時に点滅します。イーサネットボー 
ドの異常を検出した場合は次のいずれかの動作 
をします。 

• _定間隔で点滅 
. 常に点灯 
. 常に消灯 

LINK 10 M ランプ （緑） 

10BASE-TX で接続すると点灯します。 

LINK 100 M ランプ （緑） 

100 BASE-T で接続すると点灯します。 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 


プリンタへ取り付けます 


イーサネットボードの取り付け方法はプリンタによって異なります。詳しくは各プリ 
ンタのユーザーズマニュアルをご覧ください。 



イーサネットボード イーサネットボード 


ネットワークへ接続します 

接続に必要なもの V _ 


イーサネットポードをネットワークに接続するには次の製品が必要です。これらの製 
品は，必要に応じてネットワーク製品取扱店でお買い求めください。 


八プ (HUB) 



ツイストペアケープル（カテゴリ ー 5 
スト レー ト） 

※ シールド付きのケープルが必要です。 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 




1 プリンタの電源スイッチを OFF にします。 


ON POWER OFF 



^ ツイストペアケープルを、イーサネットボードのコネクタに差込みます。 



3 ツイストペアケープルのもう一方を、ハプ (HUB) に差込みます。 



4 プリンタの電源スイッチを ON にします。 


ON POWER OFF 



•ルータやサーバを利用したネットワークでご使用になる場合、ルータやサー 

1 - 1 パが起動した後でプリンタの電源を ON にしてくださし、。ルータやサーバよ 

り先にプリンタの電源を〇 N にすると、正常にネットワークで使えない場合 
があります。 
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1 章イーサネットボードを取り付けます 


イーサネ ッ トボードを初期化します 


プッシュスイッチ 



7 プリンタの電源を OFF にします。 

^ プッシュスイッチを押したままプリンタの電源を ON にします。 
プリンタがウォーミングアップを始めたら、指を離します。 

イーサネットボードが初期化されます。 
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1 章イーサネットボードを：取り付けます 


自己診断テストと設定内容を印刷します IM— I 


7 プリンタの電源を ON にします。 

P プッシュスイッチを3秒間以上押 し 続けてから指を 離します。 
自己診断 テス トと設定内容が印刷され ます。 
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1 章イーサネフトボードを取り付けます 


<設定内容の印刷例> 


EthernetBoard MLETB08 Version 2.0.0 


*** Configuration report 
TCP/IP protocol 
IP address 
Subnet mask 
Gateway address 
RARP protocol 
DHCP/BOOTP protocol 
root password 
Authentic community 
Trap community 
Trap address 
SysContact 
SysName 
SysLocation 
DefaultTTL 
EnableAuthenTrap 
NetWare protocol 
Packet type 
NetWare mode 
FSERVER name 1 
FSERVER name 2 
FSERVER name 3 
FSERVER name 4 
FSERVER name 5 
FSERVER name 6 
FSERVER name 7 
FSERVER name 8 
Machine name 
Password 

Job polling interval 
Bindery mode 
NDS tree 
NDS context 
PSERVER name 1 
PSERVER name 2 
PSERVER name 3 
PSERVER name 4 
PSERVER name 5 
PSERVER name 6 
PSERVER name 7 
PSERVER name 8 
Job timeout 
EtherTalk protocol 
Zone name 
NetBEUI protocol 
Computer name 
Workgroup name 
Comment 

NetWare port name 
EtherTalk port name 
BOJ string 
EOJ string 
BOJ string(euc/s]is) 

EOJ string(euc/s]is) 
Printer type 
TAB size(char.) 

Page width(char.) 

Page length(line) 
lpr/ftp banner 
Prn-Trap Community 
TCP#1 Trap enable 


ENABLE 



DISABLE 

ENABLE 



255 

2 

ENABLE 
AUTO 
PSERVER 


"ML0100D2" 

4 

ENABLE 


10 

ENABLE 

ENABLE 

"ML0100D2" 

"PrintServer" 
"EthernetBoard MLETB08" 
"ML0100D2-prnl" 
"ML0100D2" 


"¥x04" 

PS 

8 

78 

66 

NO 

"public 

DISABLE 
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I~T^ イー ■ifTTW^T WtJWHr 


On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
TCP#1 Trap address 
TCP#2 Trap enable 
On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
TCP#2 Trap address 
TCP#3 Trap enable 
On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
TCP#3 Trap address 
TCP#4 Trap enable 
On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
TCP#4 Trap address 
TCP#5 Trap enable 
On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
TCP#5 Trap address 
IPX Trap enable 
On-line trap 
Off-line trap 
Paper Out trap 
Paper Jam trap 
Cover Open trap 
Printer Error trap 
IPX Trap address 
IPX Trap net 


DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
0 . 0 . 0.0 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
0 . 0 . 0.0 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
0 . 0 . 0.0 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
0 . 0 . 0.0 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
0 . 0 . 0.0 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
DISABLE 
" 000000000000 " 
" 00000000 " 


[^7] 複数のエミュレーシヨンを持つプリンタでは、プリンタのメニュー設定 
^~~ 1 のエ ミュレーシヨンを[ジドウ]または [ PCL ] にしてから、自己診断 
テストと設定内容の印刷を行なってください。 
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Windows 98/95 から利用するには 

TCP / IP プロトコルを利用します.. .12 
NetBEUI プロトコルを利用します.. . 21 



2 章 Windows98 /95 から利用するには 

2 Windows 98 /95から利用するには 


Windows 98/95 日本語版（以後 Windows 98/95) から印刷するために必要な Win - 
dows 98/95 とイーサネットボードの設定を行います。 Windows 98/95 からは TCP / 
IP プロトコルと NetBEUI プロトコルを利用できます。 


TCP / IP プロトコルを利用します 


Windows 98/95 には LPR 印刷機能が搭載されておりませんので 、 「OKI LPR ユーティ 
リティ」を使います。 


Windows 98 / 95を設定します 


Windows 98/95 に [ TCP / IP ] プロトコルを追加し、 IP アドレス、サブネット、ゲー 
トウェイを設定します。 

* ip アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
— 害が発生します。ネットワーク管理者と十分相談の上、割り当てるアドレス 
を決定してくださぃ。 

•プリンタ1台とコンピュータ1台をネットワークで接続するような小規模な 
LAN を組む場合は、 18 ページを參照して設定を行ってくださぃ。 

以下の説明は、 Windows 98 を例にしています。〇 S のパージョンやシステム構成に 
よって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

「 Windows 98/95 システムソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 
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2 章 Windows 98 /95から利用するには 


7 [コント□—ルパネル]の[ネッ 
トワーク]を起動します。 

[ネットワ _ クの設定]タブを開 
き、 [ TCP/IP — XXX ]が表示さ 
れていることを確認します。 


表示されていない場合は、 [ 追加] 
をクリックします。 



^ [プロトコル]を選択して、[追 
加]をクリックします。 


インスト-ルす5ネ9トワ'-5 X /ポ-ネント： 


| d クライ乃卜 
) iy ァタブタ 

1:追加®卜:1 
キャンセル1 

b サタ 


ブロトコルはコンピュータが通 f 言 t 犹め®言語で’す。通 f 言する f 复 
数のコンピュー51司士は、同じブ〇卜]ルを®用 ts 必要があ0ま 
す。 



4 [ Microsoft ] を選択して [ TCP / 
IP ] を選択し、[〇 K ] をクリツ 
クします。 


ml 


•>» は、[ディスク使用]をクリックしてくださ 


ネットワークブロトコル： 


^Banyan 

TATIK コールマネージャ 土] 

riai 

FIPX/SPX 互換プロトコル 

id'll III 

3~Microsoft 32ビット DLC 

STNovel 1 

^-Microsoft DLC 


fNetBEUI 




^ [ TCP/IP — XXX ]を選択して、 
[プロパティ]をクリックします。 



ネットワ-⑽設定|翻犧報1ア5セスの制御| 
現在のネ9トワーりコンポーネントが: 


黽タイヤルアップアダプタ 土! 

『IPX/SPX 互換ブ [] トコル-〉 PCI Fast Ethernet DEC 21143 Based 



追加 W - | 削除の J I ： 701KTA&： 



檯纖こ口0_オンす咖トワ-邮 

|Microsoft ノァ$リ oj ォン j^l 

_ファイルとブリンタの 共有 ( E 〉-. J 
i 兑明 

TCP / IP は、インネットや WAN へ®接続に使用するブロトュ1レです。 


0 K | キゃンセル j 


r ip アドレス，サブネットマスク、 
ゲートウェイ、 DIMS 設定」をそれ 
ぞれ設定します。 



/ Windows 98/95 を再起動します。 


[?■ 高速赤外線プロトコル 


ディスク使用 








2 章 Windows 98 /95から利用するには 


イーサネットボードに ip アドレスを設定します 


イーサネットボード付属の Standard Setup Utility ( Windows ) を使用して、イーサ 
ネットボードの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 

Standard Setup Utility の詳細については「第8章イーサネットボードの管理」を 
ご覧ください。 

イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 

• IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの入力を間違えると、ネッ 

- トワークがダウンするなどの重大な障害が発生します。ネットワーク管理者 

と十分相談の上、割り当てるアドレスを決定してください。 


7イーサネットボードをネットワーク 
へ接続し、プリンタの電源を〇 N に 
します。 

イーサネットボード付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD - ROM 」 を 
コンピュータへセツトします。 


Setup Utility が自動的に起動しま 
す0 


[^71 自動的に起動しない場合は、 

^- 1 CD-ROM の [ Windows ] フオル 

ダの中の [ Autorun . exe ] をダブ 
ルクリックしてください。 

3 [日本語]をクリックします。 



< [ OKI Device Standard Setup ] 
をクリックします。 


s@t_ utility 國〇 



Oki Data Corporation 


5 [インス! -- ルせずに、直接 CD - 
ROM から起動する]を選択し、 

[ 次へ]をクリツクします。 
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£>使用許諾契約に同意する場合は[はい]をクリックします。 



[AdminManager ] が起動します 0 


/一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 




7 T イル0ステ^!ス M 設定®オブシ ヨン (© ヘルブ妙 




EthernetBoard MLETB08 Version 2.0.0 

*** Diaqnostic 

report *** 

ROM Check 

Ok stat: 8166 FFFF 0000 0000 

RAM Check 

Ok stat: 0000 0000 0000 0000 

- ®IC Check 

Ok addr: 00:80:92:01:00:D2) 10BASE-T(TPI) 

EEPROM Check 

Ok stat: 884B 884B 0000 0000 

DIPSW1 

OFF(ON:Test use only) 

DIPSW2 

OFF (ON : Initialize connguration) 

DIPSW3 

OFF(ON:Configuration print) 

DIPSW4 

OFF(ON : Diagnostic print) 


fMEMO ^ • イーサネットアドレス (MAC Address ) は、イーサネットボードの 
I め J 自己診断テストに表示されています。 

[^•/」•初期設定では 「 DHCP/B 〇〇 TP protocol 」 が 「 ENABLE 」 になっていま 
す。ネットワーク上に DHCP/BOOTP サーバが ある場合、 サーバから 取 
得した IP アドレスが表示されます。 













2 章 Windows 98 /95から利用するには 

g [設定]メニューの[〇 Kl Device の設定]を選択します。 


ファイル©ステ-奴凶 

I^S) オブシヨン®ヘルプ (tP 

、l ilalB 1 

NetWare のキュー作成 (C)% 
NetWare のオブジ; n5 卜削除© 


棵棰名 

1マシン名 


リセ'ン KB) 

テスト印刷0 

IP アドレス設定 


LU __ 1 } 


\ 台の OKI Devices が見つかりました， E/A [ DD ： 8D ： 92 ： 01 ： D0 ： d2 ] IP[ D. D. 0. D ] 


< TCP/IP プロトコルのみで動作している場合 > 


①次のようなメッセージが表示され 
ますので [ はい]をクリックしま 
す。 

C ?) p アドレスが設定されていません。 pp ドレスを設定しますか？ 
f [： 11.… ] ぃぃ娜 | 


②イーサネットアドレスとこれから 
設定する HP アドレス」を入力し、 
[〇 K ] をクリックします。 


③設定値を有効にするために[は 
し、]をクリツクします。 


設定を有幼(こするた 9) に OKI D^ice 初 t、> 卜します。よ5■しいで•すか？ 
[(JWY) kJ _いいえ (N) 」 


暫くすると、一覧にイーサネット 
ボードが表示されます。表示された 
イーサネットボードを選択し、[〇 KI 
Device の設定]を選択します。 



Ethernet アドレス | 〇〇「80 _ | 92丨01「00 _ | d2 
IP アドレス fT 92~ PI 68 - 

|j__0K__J キャンセル 1 


表示されてこない場合は [ OKI 
Device の検索]ボタンをクリツ 
クしてください。 


I _ 


ステ-タス凶 

設定⑤オブシヨンぬ）ヘルブ ( H ) 

、l 

獅名ノ 
、 44 T F 

NetWare のキユー作成 ( C ) 

NetWare のオブ'ジ:[クト則除 (£) 


リセット ( E ) 


テスト印刷 CD 


TPT7K： し:! is： 壬 
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9 TCP / IP タブの項目を設定し、[設定]をクリックします。 


-① 「 TCP / IP プロトコルを使用する」に 
チェックを付けます。 

HP アドレス」を入力します。 

-③ 「 RARP を使用する」 「 DHCP / B 〇〇 TP 
を使用する」のチェックを外します。 

S 7 J * 初期設定では 「 DHCP / B 〇〇 TP を使 
用する」にチェックが入っていま 
す。 IP アドレスを設定すると自動的 
にチェックが外れます。 

• RARP サーバ 、 DHCP サーバ、 
BOOTP サーバから IP アドレスを取 
得する場合は、ネットワーク環境に 
合わせてチェックを入れます。 

、④「サブネットマスク」を入力します。 

\©「ゲートウェイアドレス」を入力します。 


7 〇 設定に間違いがなければ、 [ はい]をクリックします。設定値がイーサネット 
ポードに送信されます。 



[ a /] ただしこの時点では、イーサネツトボードは送信前の設定値で動作しています。 
7 7 設定値を有効にするため、[はい]をクリックします。 



Y ^ [ファイル]メニューの[アプリケーションの終了]を選択し 、 AdminManager 
を閉じます。引き続き 、 Setup Utility の [ Exit ] をクリックし 、 Setup Utility 
を終了します。 
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コンピュータ1台とプリンタ1台をネットワークで接続するよラな小規模な 
LAN を組む場合、次のように設定してください （「 RFC 1918」 による）。設定方 
法の詳細は、コンピュータの設定は12ページ、プリンタの設定は14ページを 
参照してください。 

必ず、他のネットワークとつながっていないことを確認してください。他のネッ 
トワークとつながった状態で、次の設定を行うとネットワーク上に重大な障害が 
発生します。 

① IP アドレス ： 上3つの数値 192.16 8.0 

4つ目の数値 1〜254のいずれか 
必ず他のコンピュータやプリンタと異なるもの 
(例）コンピュータ：192.168 .0.1 
プリンタ ： 192.168.0.2 

② サプネットマスク： 255.255 .255.0 

③ ゲートウェイ ： 0.0.0.0 (使用しません） 

④ DNS : DNS を使わない 







2 章 Windows98 /95から利用するには 


プリンタソフトウェアをセットアップします 


引き続き、プリンタソフトウエアをセットアップします。 Windows98/95 にプリンタ 
ドライパの出力先を「口ーカルプリンタ （LPT1 :)」として追加してからセットアッ 
プを行ってください。 

.OKILPR ユーティリティは、十分空き容量のあるハードディスクドライブ 
にセットアップしてください。ハードディスクの空き容量が少ないと、印刷 
するデータが大きし、場合やジョブ数が多い場合などにデータのスプールに失 
敗し、印刷できないことがあります。 

以下の説 B 月は、 Windows98 に MICROLINE 8c(PS) をセットアップすることを例にし 
ています。 

イーサネットポード付属の「ネットワークソフトウエア CD-ROM」 を用意してください。 


1 出力先を「ローカルプリンタ 
(LPT1 :)」としてプリンタドライ 
パをセツトアップします。 


3 [スタート]ボタンをクリックし、 
t ファイル名を指定して実行]を選 
択します。 


プリンタドライパのセットアップ 
方法は、プリンタのユーザーズマ 
ニュアルをご覧ください。 



ゴ U ン5ボートの割り当て ( GX _ I 


フ•リンタ 


イーサネットボード付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD-ROM」 を 
コンピュータへセツトします。 


Setup Utility が自動的に起動します 
ので、 [Exit] をクリックして終了 
します。 


安検索® 

I ヘルフ•砂 


フ7イル名を指定して実行 (BL 


^眞卩ヶ m)... 

^J|| Windows © 終了 (ば… 


IBS ] 兹も€ 0 ぶ 41 ハ 


斗 [名前]に [ D:¥OKILPR¥SETUP] 
(CD-ROM ドライブ名が D: _の時) 
を入力し、[〇 K] をクリ^7しま 
す0 


アイル名を指定して実行 


^ I ?總為溫士—獄卜' 瓣ル 

名前 ( G ): fb ：¥ OKILPR¥SETUP ▼! 




+ヤンせル j _参照(旦) ... 」 


セットアッププログラムが開始され 
ます。画面の指示に従ってセット 
アップを進めます。 
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^セットアップ完了後、 

[ OKI LPR ユーテイリテイ]をダ 
プルクリックします。 


削13删麵 

1151 xll 

ファイル (£) 編集(£〉 »■ 1 

1 は - " 

» 

リンク 



m 


お謗みください 


£> [リモートプリント]メニューの 
[プリンタの追加]を選択します。 



フ7イル® リモ'•トフツント (© オフ％ン (© U 7 XH ) 



フツン再設定-® 


/ [プリンタ]の中から、手順1で追 
加したプリンタを選択し、 

[IP アドレス ] にイーサネットボー 
ドの IP アドレスを入力します。 
プリンタと IP アドレスに間違いが 
なければ、 [0K] をクリックしま 
す。 

アリ >?(P) : [OKI MICROLINE 8 c ( PS ) 」| 

IP アド 'U(I) : 1192.168.0.2 I 

1 OK J _ キ lOt! ル」 _ ヘルア (H ) 」 


Q メインウィンドウにプリンタが追 
加されます。 


フパル© v モ-トフッント®オフ％ン® ur < H > 


アリ)夕 


OKI MICROLINE 8c(PS) 


状態 


|fl»" 


終了残り 

ntno 


以上で設定は終了です。 

OKI LPR ユーティリティを起動さ 
せたまま、アプリケーションソフ 
卜から印刷します。 


. 〇 Kl LPR ユーティリティは最大10台までプリンタを登録することができます。 

^~ 1 •〇 Kl LPR ユーティリティを削除するには、[スタート]—[プログラム]—[沖 
データ]-[〇 Kl LPR ユーティリティ]の [OKI LPR ユーティリティの削除] 
を選択します。 

• OKI LPR ユーティリティを削除する場合 、 OKI LPR ユーティリティのインス 
卜ール先ディレクトリやスプールディレクトリに、インストール後に追加した 
ファイルが存在すると、ディレクトリを削除できません。追加したファイルを 
削除してから行ってください。 

• プリンタドライバのプロパティの[詳細]タブの[スプールの設定]は、[この 
プリンタの双方向通信をサボートしない]から変更しないでください。変更す 
ると印刷時にエラーが発生する場合があります。 

•ポストスクリプトプリンタを利用している場合に、プリンタドライバの[プロ 
パティ]の [ PostScript ] タブの[詳細設定]で[データ形式]を選択できま 
すが、ここでは [ ASCII データ]以外は選択しないください。 [ ASCII データ] 
以外を選択した場合、ボストスクリプトエラーが発生する場合があります。 
また、印刷オプションでデータ形式を指定できるアプリケーション (Adobe 
Photoshop 、 QuarkXPress など）では、必ず [ASCII (アスキー)]を選択し 
てください。 [ ASCII ] 以外を選択した場合、ポストスクリプトエラーが発生 
する場合があります。 
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NetBEUI プロトコルを利用します 

Windows 98 / 95を設定します 


Windows98/95 に [NetBEUI] プロトコルを追加します。 

以下の説明は、 Windows98 を例にしています。〇 S のパージョンやシステム構成に 
よって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

「Windows98/95 システムソフトウエア CD-ROM」 を用意してください。 


[ コント□—ルパネル ] の[ネッ 
トワーク]を起動します。 

[Microsoft ネットワーククライア 
ント]と [NetBEUI ^ XXX ] が 
表示されていることを確認します。 
表示されていない場合は、 [ 追加] 
をクリックします。 


ネゥトワ-クの設定|葫 gij'B 報丨アクセスの罐 P | 

現在©ネットワークコンポ-ネント (N): _ 

||^ 9 Microsoft ネットワークク卜 
■ 'S Microsoft リ ロ5•ォン 
ffl NetWare ネ9トワ-ク W イアント 
囑 PCI Fast Ethernet DEC 21143 Based Adapter 
W タイヤルア 9 ブア 9 •ブ $ 




ネットワーククライアント 


Banyan 

^Microsoft ファミリ ログオン I 

s Novel I ©NetWare ネットワーククライアント 


I ： OK ^1 キャンセル I 

5 [ NetBEUI — XXX ] が表示されて 
いない場合は、 [ プロトコル]を選 
択して、[追加]をクリックします。 


|ネゥトつ一5コンポ-ネントの還折 



りアントは、ほかの]ンビュータ[こ接梡 t 祝染能を提供します。 


FIPX/SPX 互換ゴロトコル 
^"Microsoft 32ビット DLC 
I ^"Microsoft DLC 

TTCP/IP 

ITfSi 速赤外線ブロト 3 ル 


4 [ Microsoft ] を選択して 

[Microsoft ネットワーククライ 
アント]を選択し、[〇 K ] をク 
リックします。 


[ T ；；；；0 K ；；； r | キャン12ル I 

/ Windows98/95 を再起動します。 
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プリンタソフトウェアをセットアップします 


引き続き、プリンタソフトウエアをセットアップします。 Windows98/95 にプリンタ 
ドライバの出力先を「口ーカルプリンタ （LPT1 :)」 として追加してがらセットアッ 
プを行ってください。 

以下の説 B 月は， Windows98 に MICROLINE 8c(PS) をセツトアップすることを例にし 
ています。 


1 出力先を「ローカルプリンタ 
(LPT1:)」 としてプリンタドライパ 
をセットアップします。 

プリンタドライバのセットアップ方 
法は、プリンタの ユーザーズマニュ 
アルをご覧 < ださい。 



2 [ポートの追加]をクリックしま 
す。 




■ ?|x|| 


フォント 丨テ'■イスオ T シ>ン I 

| 色魄 a 

OKI MKROLINE 8c(PS) 

印刷先のボ'•卜妙 

|lpti ： (プリンタポート） 

棚に棚するド^■聯 
[OKI MICROLINE 8c(PS) 


PostScript 
I 用紙 


| ウれトマ-り 

| り''ラフィックス 


r ポートの追加. 
ボートの則除® 


；(DL J 


ドパ⑽加 W-.J 
ブ U ンタボートの割り当てぬ L | ブジン5ボ'-卜の S? 除 (N>... | 


-5 イムアウト設定 <P 

未獅聯 

J 15 & 

送信の再試行時 (©: 

|45 秒 

スブ-ルの設定 ( L )... |ボ-卜の設定必.+ | 


I キャン tz ル J 適用⑻ J 


^ [ネットワーク]を選択し、[参 
照]をクリックします。 


f プリンタドライバのプ□パティの 
[詳細]タブを開きます。 


追加するボートの種類を s んでさい。 
C ネットワーク(沙 

プリンタへのネットワークバス： 


r その他© 

追加するポートの種類： 



HTxll 




OK | ■キャンせル J 
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[ネツトワーク全体]- [PrintServer ] - [ MLxxxxxx ] をタブルクリックしま 
す。 



- [ PrintServer ] は、イーサネットボードの設定内容の印刷に表示される 
J [ Work-group Name ] です。 

• [MLxxxxxx] は、イーサネットボードの設定内容の印刷に表示される 
[Computer Name ] です0 


Q [ Prnl ] を選択し、 [ 0K ] を 
クリックします。 


E リン5の参照 


ファイルの参照 


ネットワ-クコン匕-ュ-夕 

- '1 

ネットワーク全体 

i $•• 

A Oki-OOl 

!由... 

& Oki-002 

I 由... 

A Oki-003 

! 由... 

A Oki-011 

! 由... 

X Oki-012 

: a- 

SOki-013 

丨白... 

ja HrintServer 


日 Jg MIOIOOal 

1 m.- 

A Print-mi ^ _1 


OK I _キャンセル」 


/ [プリンタへのネットワークパス] 
が指定されたことを確認して、 

[〇 K] をクリックします。プロ 
パティを閉じます。 


追加するポートの種類を逞んでくださ L k 
<?ネットワークが〉 

プアノ5へのネットワ-クバス： 

「料 MI01 OOal 和 ml _参照 (g〉... 」 

r その他© 

追加するボートの種 


OK jJ キャン©レ ■ 


以上で設定は終了です。 
アプリケーションソフトから印刷し 
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[^71 • [ Computer Name ] 名 、 [Workgroup Name ] 名は、 Web ブラウザ 、 TELNET 
等で変更できます。 

• Master Browser 機能は同一 Workgroup 内に存在するマシンの情報を管理し、 
他の Workgroup からの一覧要求に応答する機能です。 

• 本イーサネットボードの Master Browser 機能は、 Workgroup 名が 
「 PrintServer 」の場合にのみ起動します。 

• Master Browser 機能は、本イーサネットボード以外の管理はできません。他 
の Workgroup に 「 PrintServer 」の名前をつけると、本イーサネットボード 
がネットワークで見えなくなることがあります。 

• Master Browser 機能で管理できるイーサネットボードは最大8台です。 

• 他の ューザ （他のプロト コルを 含む）からのジョブの印刷中は、 エラーメッ 
セー ジが表示され、印刷できません。 
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Windows 2000 から利用するには 

TCP/IP プロトコルを利用します.. .26 
NetBEUI プロトコルを利用します.. .34 




3 章 Windows 2000から利用する tJH _ 

3 Windows 2000から利用するには 

Windows 2000 AdvancedServer 日本語版、 Windows 2000 Professional 日本語版(以 
後 Windows 200 0) から印刷するために必要な Windows2000 とイーサネットボード 
の設定を行います。 Windows 2000からは TCP/IP プロトコルと NetBEUI プロトコル 
を利用できます。 

|:+叫 . Windows 2000の 「AppleTalk Printing Devices 」 出カポートはポストスクリプ 
1 - 1 トプリンタ専用です。ポストスクリプトプリンタ以外では使えません。 


TCP / IP プロトコルを利用します 


Windows 2000を設定します 


Windows 2000に IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 

* IP アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
害が発生します。ネットワーク管理者と十分相談の上、割り当てるアドレス 
を決定してくださぃ。 

•プリンタ1台とコンピュータ1台をネットワークで接続するような小規模な 
LAN を組む場合は、18ページを参照して設定を行ってくださぃ。 

• Windows 2000を設定する場合は、 Administrator の権限でログインする必要 
があります。 

以下の説明は、 Windows 2000 ProfessionalB 本語版を例にしています。 OS のパージョ 
ンやシステム構成によって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 
「Windows 2000システムソフトウェア CD-ROM」 を用意してください。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


1 [スタート]—[設定]—[ネット 
ワークとダイアルアップ接続]を 
選択します。 

^ [□一カルエリア接続]をダブルク 
リックし、[プロパティ]をクリック 
します。 



3 [インターネットプロトコル (TCP/ 
IP )] を選択し[プ□パティ]をク 
リックします。 



斗 [IP アドレス]，[サブネットマスク]， 
[デフォル ト ゲー ト ウェイ]， [DNS サー 
パ]を入力し、[〇 K] をクリックし 
ます。 


デフォルトゲートウェイや DNS 
J サーパを使用しない場合は、入 
力しません。 



〇 [口ーカルエリア接続]を閉じます。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


イーサネットボードに ip アドレスを設定します 


イーサネットボード付属の Standard Setup Utility ( Windows ) を使用して、イーサ 
ネットボードの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 

Standard Setup Utility の詳細については「第8章イーサネットボードの管理」を 
ご覧ください。 

イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウェア CD-ROM」 を用意してください。 

[7^71 . IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの入力を間違えると、ネット 
ワークがダウンす るなどの 重大な障害が発生します。ネットワーク管理者と 
十分相談の上、割り当てるアドレスを決定してください。 


7イーサネットボードをネットワーク 
へ接続し、プリンタの電源を〇 N に 
します。 

イ _ サネットボード付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD-ROM」 をコ 
ンピュータへセツトします。 


Setup Utility が自動的に起動しま 
す0 


自動的に起動しない場合は、 
CD-ROM の [ Windows ] フオル 
ダの中の [ Autorun . exe ] をダブ 
ルクリックしてください。 

^ [日本語]をクリックします。 



^ [ OKI Device Standard Setup ] 
をクリックします。 


s@t_ utility 



Oki Data Corporation 


5 [インストールせずに、直接 CD- 
ROM から起動する]を選択し、 

[ 次へ]をクリックします。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


使用許諾契約に同意する場合は[はい]をクリックします。 



[AdminManager ] が起動します0 


/' 一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 



•初期設定では 「 DHCP/BOOTP protocol 」 が 「 ENABLE 」 になっていま 
す。ネットワーク上に DHCP / BOOTP サーバがある場合、サーバから取 
得した IP アドレスが表示されます。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 

8 [設定]メニューの [OKI Device の設定]を選択します。 


ファイル©ステ-奴⑻； ISS® オプション©ヘルブ妙 

1 ^1 i ^ miMiii ] "irri ，网 pa 



アト％ス 1 マシン名 

MLETB 08 

.168.0.22 ML 0100 EA 

リセ 9 卜⑻ 

テスト印刷 CD 

IP アドレス設定 


M 1 >\ 

1 台の OKI Devices が見つかりまし fc , E/A [ 00 ： 80 ： 9Z ： 01 ： D0 ： d2 ) IP[ D. D. D. D ] 


< TCP / IP プロトコルのみで動作している場合> 


①次のようなメッセージが表示され 
ますので [ はい]をクリックしま 
す0 _ 

i?) p アドレスが設定?れていません。 p アドレスを設定しますか？ 

IlIISISQ] _w 、え⑽」 


②イーサネットアドレスとこれが 
ら設定する HP アドレス」を入力 
し、[〇 K] をクリックします。 

アドレス | 00 | 80 | 92 | 01 | 00 | d2 

ip アドレス fisFTW f~r~ f~r~ 

[ DK J キヤンセル J 


③設定値を有効にするために[は 
し、]をクリックします。 

f 9、 P アドレスの設定が成功しました。 

設定を有幼にす2■ため(こ OKI Device を Jte» 卜します。よろしいで•すか？ 

|;~ - «爾6 ,| U、 ぇ⑽ | 


④暫くすると、一覧にイーサネット 
ボードが表示されます。表示され 
たイーサネットボードを選択し、 

[ OKI Device の設定]を選択し 
ます。 

表示されてこない場合は[〇 KI 
Device の検索]ボタンをクリッ 
クしてください。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


9 TCP / IP タブの項目を設定し、[設定]をクリックします。 




TCP/IP | NetWare | EtherTalk | prnl | 

W TCP パ P プロトコルを使用する- 


厂 RARP を使用する 


-① 「 TCP / IP プロトコルを使用する」に 
チェックを付けます。 

、② HP アドレス」を入力します。 


DHCP / BOOTP を使用する 

サブネットマスク 0557 \~〇~ 


ゲートウェイアドレス 
ROOT パスワ〜ド 


r 


初期化 


\キャンセノ 



-®「 RARP を使用する」 「 DHCP/BOOTP 
を使用する」のチェックを外します。 

择/] • 初期設定では 「 DHCP / BOOTP を使 
用する」にチェックが入っていま 
す。 IP アドレスを設定すると自動的 
にチェックが外れます。 

• RARP サーバ 、 DHCP サーバ、 
BOOTP サーバから IP アドレスを取 
得する場合は、ネットワーク環境に 
合わせてチェックを入れます。 

，④「サブネットマスク」を入力します。 

⑤「ゲートウェイアドレス」を入力します。 


7 0 設定に間違いがなければ、 [ はい]をクリックします。設定値がイーサネッ 
ボードに送信されます。 



_ただしこの時点では、イーサネツトポードは送信前の設定値で動作しています。. 
77 設定値を有効にするため、[はい]をクリックします。 


令 


設定を有幼にするために OKI Device をリセットします 0 よろしいですか？ 


f •は•(ヌ Y 厂_いいえ ( N ) 」 


1 [ファイル]メニユーの[アプリケーシヨンの終了]を選択し 、 AdminManager 
を閉じます。引き続き 、 Setup Utility の [ Exit ] をクリックし 、 Setup Utility 
を終了します。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


リンタソフトウェアをセットアップします 


引き続き，プリンタソフトウェアをセットアップします。 Windows 2000にプリンタ 
ドライバの出力先を「□—カルプリンタ （ LPT 1 :)」として追加してがらセットアッ 
プを行ってください。 

以下の説日月は， Windows 2000 Professional 日本語版に MICROLINE 8 c ( PS ) をセッ 
トアップすることを例にしています。 

「 Windows 2000システムソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 

_ .叫 • Administrator の権限でログインしてからセットアップしてください。 


1 出力先を「□—カルプリンタ 
( LPT 1 :)」としてプリンタドライバ 
をセットアップします。 

プリンタドライパのセツトアップ方法 
は、プリンタの ユーザーズマニュアル 
をご覧ください。 



^ プリンタドライパのプロパティの[ポー 
卜]タブを開きます。 

3 [ポートの追加]をクリックします。 



4 [ Standard TCP/IP Port ] を選択し、 
[新しいポート]をクリックします。 

[ S 7) - [ Standard TCP/IP Port ] 以夕 i * は選 
択しないでください。 



〇 [次へ]をクリックします。 









3 章 Windows 2000 から利用するには 


J [プリンタ名または IP アドレス] 
(例: 192.168 .0.2) と[ポート名]を 
入力し、[次へ]をクリックします。 

[ポート名]は任意の名前を付け 
ぃ^てください。デフォルトは IP _ (IP 
アドレス）です。 



7 [デバイスの種類]で[カスタム]を 
選択し、[設定]をクリックします。 



J [プロトコル]が [ RAW ] 、 [ポート番 
号]が[9100]、 [ SNMP ステータス 
モニタを有効にする]のチェックが 
外れていることを確認し、 [ OK ] をク 
リックします。 



术-卜嫩定 I 
ポ-卜名®: 



カンタ ： IP アドレス⑽ 1192168 0 2 

「プ□トコ/レ-1 

Raw® r LPR(L> 

Ram 設定 | 

ポート番号 <SP: 19100 


-LPRISS 



Q [次へ]をクリックします。 



10 [完了]をクリックし、プロパティを 
閉じます。 



以上で設定は完了です。 
アプリケーションから印刷します。 


-T SNMP ステ - 有す 5® 










Windows 2000に [ NetBEUI プロトコル]を追加します。 




Windows 2000を設定する場合は、 Administrator の権限でログインする必要が 
あります。 


以下の説明は、 Windows 2000 Professional 日本語版を例にしています。 OS のパージョ 
ンやシステム構成によって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 
「 Windows 2000システムソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 


1 [スタート]-[設定]—[ネットワーク 3 [プロトコル]を選択し、[追加]を 

とダイアルアップ接続]を選択します。 クリックします。 


2 [□_ カルエリア接続]をダブルク 
リックし、[プロパティ]をクリックし 
ます。 

[ NetBEUI プロトコル]が表示されて 
いることを確認します。 

表示されていない場合は、 [ インス 
I ル]をクリツクします。 




4 [ NetBEUI プ□トコル]を選択し、 
[〇 K ] をクリックします。 

T = 關 [灘體觀觀:このコン* | 




ディス娘用 j 


OK sj キャンセル I 


5 [口ーカルエリア接続]を閉じます。 
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3 章 Windows 2000 から利用するには 


フリンタソフトウェアをセツトアツフします 


引き続き、プリンタソフトウエアをセットアップします。 Windows 2000にプリンタ 
ドライバの出力先を「□—カルプリンタ （ LPT 1 :)」として追加してからセットアッ 
プを行ってください。 

以下の説明は、 Windows 2000 Professional 日本語版に MICROLINE 8 c ( PS ) をセッ 
トアップすることを例にしています。 

g 7] * Administrator の権限でログインしてからセツトアップしてください。 


出力先を「□一カルプリンタ 
( LPT 1 :)」としてプリンタドライバ 
をセットアップします。 

プリンタドライバのセットアップ方 
法は、プリンタの ユーザーズ マニ ュ 
アルをご覧ください。 



^ プリンタドライバのプ□パティの 
[ポート]タブを開きます。 



斗 [Local Port ] を選択し、[新しい 
ポート]をクリツクします。 


_•叫 [Local Port ] 以外は選択しないで 
ください。 
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3 章 Windows 2000から利用するには 


〇 [ポート名の入力]に 「¥¥ MLxxxxxx ¥ PRN 1」 と入力し、[〇 K ] をクリック 
します。 



NetWare port name 
EtherTalk port name 


"ML0100D2-prnl 

"ML0100D2" 


• [ MLxxxxxx ] は、イ _ サネットボ _ ドの設定内容の印刷に表示される 
I J [ Computer Name ] です。 


以上で設定は終了です。 

アプリケーションソフトから印刷します。 


降フ！ • [ Computer Name ] 名 、 [Workgroup Name ] 名は、 Web ブラウザ 、 TELNET 
^ 等で変更できます。 

• Master Browser 機能は同一 Workgroup 内に存在するマシンの情報を管理し、 
他の Workgroup からの一覧要求に応答する機能です。 

•本イーサネットボードの Master Browser 機能は、 Workgroup 名が 
「 PrintServer 」の場合にのみ起動します。 

•Master Browser 機能は、本イーサネットボード以外の管理はできません。他 
の Workgroup に 「 PrintServer 」の名前をつけると、本イーサネットボード 
がネットワークで見えなくなることがあります。 

•Master Browser 機能で管理できるイーサネットボードは最大8台です。 
•他のユーザ（他のプロトコルを含む）からのジョブの印刷中はエラー メッ 
セージが表示され、印刷できません。 


36 








WindowsNT 4.0 から利用するには 

TCP / IP プロトコルを利用します.. . 38 
NetBEUI プロトコルを利用します.. . 45 



4 章 WindowsNT 4.0から利用する H 

4 WindowsNT4.0 から利用するには 

WindowsNT Server 4.0 日本語版 、 WindowsNT Workstation 4.0 日本語版（以後 
WindowsNT 4 .0) から印刷するために必要な WindowsNT 4.0とイーサネットボードの 
設定を行います。 WindowsNT 4.0 からは TCP / IP プロトコルと NetBEUI プロトコルを 
利用できます。 

戸厂7| • WindowsNT 4.0 の 「AppleTalk Printing Devices 」 出カポートはボストスクリ 
1 - 1 プトプリンタ専用です。ポストスクリプトプリンタ以外では使えません。 


TCP / IP プロトコルを利用します 


WindowsNT 4.0を設定します 


WindowsNT 4.0 に [ TCP/IP プロトコル]と [Microsoft TCP/IP 印刷]サービス 
を追加し、 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 

* IP アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
害が発生します。ネットワーク管理者と十分相談の上、割り当てるアドレス 
を決定してくださぃ。 

•プリンタ1台とコンピュータ1台をネットワークで接続するような小規模な 
LAN を組む場合は、18ページを参照して設定を行ってくださぃ。 
• WindowsNT 4.0 を設定する場合は、 Administrator の権限でログインする必要 
があります。 

以下の説明は 、 WindowsNT Server 4.0 日本語版を例にしています。〇 S のパージョ 
ンやシステム構成によって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 
「 WindowsNT 4.0 システムソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 


38 




4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


[コントロールパネル]の[ネツ 
トワーク]を起動します。 

[プロトコル]タブを開き、 [ TCP / 
IP プロトコル]が表示されている 
ことを確認します。 

表示されていない場合は、 [ 追加] 
をクリックします。 


IS'] ItH: プフ*〇卜加|アタブ9|ハ''インド| 
ネット 1 7-9 フ1]卜》妙 

T AppleTalk フトコル 
^NWLink IPX/SPX 互換トランスす-卜 
T"NWLink NetBIOS 


I 追加 ㈨ 0 _|_ 

_兑明： 、 


_ OK j キャン&レ」 j 

[ TCP / IP プロトコル]を選択し、 
[〇 K ] をクリックします。 


インスト)碎ット M ?TI KM ■をクリックして、 [ OK ] を W 以してくた3い。この 
x/V-i'AW'M-k テンス Wr >® る*^ ii 、 t テ v ス痛向 

知!' 1 7 H > フ 

TNetBEUI フ U 卜 ] ル 土 J 

|K "^NWLink IPX/SPX 51ft トランス卜 
1 1 "s - Point to Pont Tunnelinc フ *0 卜 3*> 


Id:::：^ 私ン协 | 

[ TCP / IP プロトコル]を選択し 
[ プロパティ]をクリックします。 


i! 0 トビスフ ti 卜 : 《■ |. ァ _: メ、*碰 
和トワ -^ フ *P トコル (M): 

IT NetBEUI フ "D トコル 
^NWLink IP^SPX 互換トランス；卜 
^"NWLink NetBIOS 
^TCP/IP フ 1] トコル 


_适加⑷ ... 」_削除©)_更新 ( u ) 」 
説明 乂 I 

f 云送制御フ1]卜:《/イン5-ネットフ1]卜：1ル。相互接続されたさまさ_まな 
ネット74囿の逦 i を提供す5、既定のワ仆 '' Iリアネ外ヮ-りフ *D 卜泖です。 


こ） HP アドレス、サブネットマスク、 
ゲートウェイ、 DNS 」 をそれぞれ設 
正します。 


IP アドレス| DNS I WINS アドレスIル-テ or I 

DHCP サ-ハ力' § IP アドレス«取 {fU このネ•外 1 7H) 7W5 トト1こ自肋的 
に fjy 当てることがで？ます。ネットワ HJ に DHCP サ -n''- がない塌合は、 

ネッ管理者にアドレスを臥1合わせて、そのアト1/スを下の: r_7 クスに入力し 

てくだ au 


5W<E>: 

f[1] MELCO/SMC LPC-TX 


r DHCP f - JV - ft'e IP アドレスを取得する© 
p IP JTT/ スを措定す 


テつ; Jll •トケ''-トウ I イ ©: I 0| 0 0 0 i 

詳刪…」 

OK | ヰャンセル」 通用 (fl> I 

(J [サービス]タブを開き 、 [Microsoft 
TCP / IP 印刷]が表示されているこ 
とを確認します。 

表示されていない場合は、[追加] 
をクリックします。 


雜別 in ： ブ|フ ti トコル1 7m |ハ*心ド| 



[ 0K || キセンセル | 


7 [ Microsoft TCP/IP 印刷]を選択 
し、[〇 K ] をクリックします。 

デ獅® a クテ》觀[雜》纖ぼの 


T NetBEUI フ 1] 卜：《レ 
: ■ yNWLinklPX^PX 互捵トラン; UP -卜 
^ Point to Point Tunneling フ *D 卜 
て Streams 現境 

TTCP/1P 竹卜 1 レ T] 

テ〜ス9臟 H >... | 


If — St . — ~J 私ンセル | 


Q WindowsNT 4.0 を再起動します。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


イーサネットボードに ip アドレスを設定します 


イーサネットボード付属の Standard Setup Utility ( Windows ) を使用して、イーサ 
ネットボードの IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。 


Standard Setup Utility の詳細については「第8章イーサネットボードの管理」を 
ご覧ください。 

イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウェア CD - ROM 」 を用意してください。 

[^71• ip アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの入力を間違えると、ネット 
^ 1 ワークがダウンするなどの重大な障害が発生します。ネットワーク管理者と 
十分相談の上、割り当てるアドレスを決定してください。 


7 イーサネットボードをネットワーク 
へ接続し、プリンタの電源を〇 N に 
します。 

イーサネットボード付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD - ROM 」 をコ 
ンピュータへセツトします。 


Setup Utility が自動的に起動しま 
す0 


[^7|自動的に起動しない場合は、 

CD-ROM の [ Windows ] フオル 
ダの中の [ Autorun.exe ] をダブ 
ルクリックしてください。 

3 [日本語]をクリックします。 



[Setup Utility ] 画面が表示されま 
す0 


< [ OKI Device Standard Setup ] 
をクリックします。 



Oki Data Corporation 


5 [インストールせずに、直接 CD - 
ROM から起動する]を選択し、 

[ 次へ]をクリックします。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


() 使用許諾契約に同意する場合は[はい]をクリックします。 



[AdminManager ] が起動します 0 


/一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 



fMEMd ^ -イーサネットアドレス (MAC Address ) は、イーサネットボードの 
I め J 自己診断テストに表示されています。 


[^71 •初期設定では 「 DHCP / B 〇〇 TP protocol 」 が 「 ENABLE 」 になっていま 

-す。ネットワーク上に DHCP / B 〇〇 TP サーバがある場合、サーバから取 

得した IP アドレスが表示されます。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 

8 [設定]メニューの [ OKI Device の設定]を選択します。 


ファイル©ステ-奴⑻； ISS® オプション©ヘルブ妙 

1 ^1 i ^ miMiii ] "irri ，网 pa 



アト％ス 1 マシン名 

MLETB 08 

.168.0.22 ML 0100 EA 

リセ 9 卜⑻ 

テスト印刷 CD 

IP アドレス設定 


M 1 >\ 

1 台の OKI Devices が見つかりまし fc , E/A [ 00 ： 80 ： 9Z ： 01 ： D0 ： d2 ) IP[ D. D. D. D ] 


< TCP/IP プロトコルのみで動作している場合> 


①次のようなメッセージが表示され 
ますので [ はい]をクリックしま 
す0 _ 

i?) p アドレスが設定?れていません。 p アドレスを設定しますか？ 

IlIISISQ] _w 、え⑽」 


②イーサネットアドレスとこれが 
ら設定する HP アドレス」を入力 
し、[〇 K ] をクリックします。 

アドレス | 00 | 80 | 92 | 01 | 00 | d2 

ip アドレス fisFTW f~r~ f~r~ 

[ DK J キヤンセル J 


③設定値を有効にするために[は 
し、]をクリックします。 

f 9、 P アドレスの設定が成功しました。 

設定を有幼にす2■ため(こ OKI Device を Jte» 卜します。よろしいで•すか？ 

|;~ - «爾6 ,| U、 ぇ⑽ | 


④暫くすると、一覧にイーサネット 
ボードが表示されます。表示され 
たイーサネットボードを選択し、 

[ OKI Device の設定]を選択し 
ます。 

表示されてこない場合は[〇 KI 
Device の検索]ボタンをクリッ 
クしてください。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


9 TCP / IP タブの項目を設定し、[設定]をクリックします。 


一① 「 TCP / IP プロトコルを使用する」に 
チェックを付けます。 

〜② 「 IP アドレス」を入力します。 

-®「 RARP を使用する」 「 DHCP / B 〇〇 TP 
を使用する」のチェックを外します。 

初期設定では 「 DHCP / B 〇〇 TP を使 
^一用する」にチェックが入っていま 
す。 IP アドレスを設定すると自動的 
にチェックが外れます。 

• RARP サーバ 、 DHCP サーバ、 
BOOTP サーバから IP アドレスを取 
得する場合は、ネットワーク環境に 
\ 合わせてチェックを入れます。 

^④「サブネットマスク」を入力します。 

「ゲートウェイアドレス」を入力します。 



7 〇 設定に間違いがなければ、 [ はい]をクリックします。設定値がイーサネット 
ボードに送信されます。 



ただしこの時点では、イーサネットポードは送信前の設定値で動作しています。. 


77 設定値を有効にするため、[はい]をクリックします。 



y ^ [ファイル]メニューの[アプリケーシヨンの終了]を選択し' AdminManager 
を閉じます。引き続き 、 Setup Utility の [ Exit ] をクリックし 、 Setup Utility 
を終了します。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


リンタソフトウェアをセツトアツフします 


引き続き、プリンタソフトウエアをセットアップします。 WindowsNT 4.0 にプリンタ 
ドライパの出力先を「口ーカルプリンタ （ LPT 1 :)」として追加してがらセットアッ 
プを行って<ださい。 

以下の説 b 月は 、 WindowsNT Server 4.0日本語版に MICROLINE 8 c ( PS ) をセットアッ 
プすることを例にしています。 

「 WindowsNT 4.0 システムソフトウエア CD - ROM 」 を用意してください。 

• Administrator の権限でログインしてからセットアップしてください。 


1 出力先を「□—カルプリンタ 
( LPT 1 :)」としてプリンタドライバ 
をセットアップします。 

プリンタドライパのセツトアップ方法 
は、プリンタのユーザーズマニュアル 
をご覧ください。 


# [ LPR Port ] を選択し、 [ 新しいポー 
卜]をクリックします。 

择7) • [ LPR Port ] 以外は選択しないで 
ください。 


by'A ホ、卜 


フ7イル (D 編集®表示を） 

ヘルフ划 

3 

フ，ン5の追加 

參 

OKI 

MICROLINE 

8c(PS) 



利用可能な”ン5ホ*-卜松一 
App lei a Ik Printing Dev ices 
Digital Network Port 
Lexmark DLC Network Port 
Lexmark TCP/IP Network Port 
Local Port 



新しいモニタ (ta.. 」 


德 ;] 


閉じる 


2 プリンタドライバのプ□パティの 
[ポート]タブを開きます。 

2 [ポ _ 卜の追カロ]をクリックしま 
す0 




全被トト I スヶシ V■ ル I 妹 I セも !) ティ I テ W スの設定 I 
OKI MICROUNE 8c(PS> 

印する本 LI"® 

ドキュメントは、チ r ： 柏れで ^ 5 » す -|• のうち、ゴ佣可能な碱で印 ffl されます。 


r -卜 

IftB 月 

_ J TM_ _」_d 

ン LPT1： 

Local Port 

OKI MICROLINE 8c<PS) 

LPT2 

Local Port 

I 

□ lpts 

Local Port 

J 

□ C0M1： 

Local Port 


□ COM2： 

Local Port 


□ COM3： 

Local Port 

m\ 


_ホ°-4の則除© J 


r ” ン5 r- ル林幼にする⑽ 


J _キャン tz ル」 


U [プリンタの IP アドレス]と[プリ 
ンタキュー名]を入力します。 

g 71 プリンタキュー名は、必ず [ Ip ] と 
入力してください。 [ Ip ] 以外では 
正常な印刷ができません。 


LPR 互換フ U ン5の; li 加 




1192.168 .0.2 

T j p 



キャンセル_へル： ah ) | 


[ OK ] [閉じる ] をクリックします。 
以上で設定は終了です。 
アプリケーションソフトから印刷しま 
す。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


NetBEUI プロトコルを利用します 


WindowsNT 4.0を設定します 


WindowsNT 4.0 に [ NetBEUI プロトコル]を追加します。 

1注.< • WindowsNT 4.0 を設定する場合は、 Administrator の権限でログインする 
必要があります。 

以下の説明は 、 WindowsNT Server 4.0日本語版を例にしています。 OS のパージョ 
ンやシステム構成によって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 
「 WindowsNT 4.0 システムソフトウエア CD - ROM 」 を用意してください。 


7 [コントロールパネル]の[ネッ ^ [ NetBEUI プロトコル]を選択し、 
トワーク]を起動します。 [ OK ] をクリックします。 

f [プロトコル]タブを開き、 

[ NetBEUI プロトコル]が表示さ 
れていることを確認します。 

表示されていない場合は， [ 追加] 

をクリックします。 


4 WindowsNT 4.0 を再起動します。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


プリンタソフトウェアをセットアップします 


引き続き、プリンタソフトウエアをセットアップします。 WindowsNT 4.0 にプリンタ 
ドライバの出力先を「□—カルプリンタ （ LPT 1 :)」として追加してからセットアッ 
プを行ってください。 

以下の説明は 、 WindowsNT Server 40日本語版に MICROLINE 8 c ( PS ) をセットアッ 
プすることを例にしています。 

隹./| • Administrator の権限でログインしてからセットアップしてください。 


1 出力先を「□—カルプリンタ 
( LPT 1 :)」としてプリンタドライバ 
をセットアップします。 

プリンタドライパのセットアップ方 
法は、プリンタの ユーザーズ マニ ュ 
アルをご覧ください。 


フ 7 イル®編集®表示切 
ヘル 

3 

フリン5の追加 

OKI 

MICROLINE 
8 c CPS ) 



^ プリンタドライバのプ□パティの 
[ポート]タブを開きます。 


2 [ポ _ 卜の追カロ]をクリックしま 
す0 



4 [ Local Port ] を選択し、[新し 
いポート]をクリックします。 

_•外 [Local Port ] 以外は選択しない 
でください。 



利用可能なフッンタ r - KA )： 


AppleTalk Printing Devices 
Digital Network Port 
Lexmark DLC Network Port 
Lexmark TCP/IP Network Port 

LPR Port 


新しいモニ雕 . 」 


[翁 fiu 、 r-K 


^4 


閉じる _ 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 


〇 [ポート名の入力]に 「¥¥ MLxxxxxx ¥ PRN 1」 と入力し、[〇 K ] をクリック 
します。 



fMEMO) - [ MLxxxxxx ] は、イーサネットボードの設定内容の印刷に表示される 
L ぬ J [ Computer Name ] です。 


以上で設定は終了です。 

アプリケーションソフトから印刷します。 


• [ Computer Name 」名 、 [Workgroup Name ] 名は、 Web ブラウザ 、 TELNET 
^ 等で変更できます。 

• Master Browser 機能は同一 Workgroup 内に存在するマシンの情報を管理し、 
他の Workgroup からの一覧要求に応答する機能です。 

•本イーサネットボードの Master Browser 機能は、 Workgroup 名が 
「 PrintServer 」の場合にのみ起動します。 

•Master Browser 機能は、本イーサネットボード以外の管理はできません。他 
の Workgroup に 「 PrintServer 」の名前をつけると、本イーサネットボード 
がネットワークで見えなくなることがあります。 

•Master Browser 機能で管理できるイーサネットボードは最大8台です。 
•他のユーザ（他のプロトコルを含む）からのジョブの印刷中はエラー メッ 
セージが表示され、印刷できません。 
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4 章 WindowsNT 4.0 から利用するには 

ぬ 
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Macintosh から利用するには 

Macintosh を設定します.. . 50 
プリンタソフトウェアをインストールします.. . 51 




5 章 Macintosh から利用するには_ 

5 Macintosh から利用するには 

Macintosh から EtherTalk ネットワークを利用して印刷するために必要な Macintosh 
の設定を行います。 

I 注•叫 • EtherTalk に対応していないプリンタでは使用できません。 


Macintosh を設定します 


Macintosh の AppleTalk の経由先を Ethernet に変更します。 


以下の説明は、 MacOS9.0 を例にしています。 0S のパージョンやシステム構成によつ 
て、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 


1 アップルメニューの[コント□—ル 
パネル]から [ AppleTalk ] を選択 
します。 


1^1 0S のバージョンによっては、 

[AppleTalk ] ではなく [ネット 
ワーク]があります。 


a _ 

このコンビュータについて 


Apple システム■プロフイ•■ル 


CJ Screen Snapz ► 


^ Sherlock 2 


□ キ'•配列 


si スクラッププック 

ColorSync ~ 


Configuration Manager 


DialAssist 

^ネットワークブラウザ 

File Exchange 

a ょく使ぅ項目 ► 

Snapz Pro 

Eff リモートアクセス状況 

TCP/IP 

i 計宜棵 

Web 共有 

_最近使ったアプリケ'■シヨン ► 

アップルメニューオプション 

鐘最近使ったサ-パ ► 

アピアランス 

Fa 最近使った番親 ► 

インターネツト 




^ [ Ethernet ] を選択し、 

[AppleTalk ] を閉じます。 

[^71 [ネットワーク]の場合は、 

^- [ EtherTalk ] を選択してくださ 

い 0 ゾーンや AppleTalk アドレス 
については、ネットワーク管理者 
にお問い合わせください。 


Ll AppleTalk 



3 ダイアログが表示されたら、[保 
存]をクリックします。 
メッセージの内容は、変更した内 
容により異なります。 


~変更内容を現在の設定に保存しますか？ 

“プリンタポ-卜’’から “ Ethernet ” に変更すると、 
現*使用中の AppleTalk サービスを中断します。 


I 保存しなぃ | | キャンセル 1 


[^ r /| コントロールパネルの 

[AppleTalk ] の設定を 
[Ethernet ] に切り替えると、 
LocalTalk に接続されている他の 
プリンタや Macintosh には接続で 
きなくなります。 LocalTalk に接 
続するには、再度 [ AppleTalk ] 
の設定を[プリンタポート]に変 
更します。 
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5 章 Macintosh から利用するには 


プリンタソフトウェアをインストールレます gH | 


引き続き、プリンタソフトウェアをインストールします。 

以下の説明は、 MacOS 9.0 に MICROLINE 8 c をインス I -- ルすることを例に説明して 
います。 


7 Macintosh にプリンタドライパを 
インストールします。 

プリンタドライバのインス トー ル 
方法はプリンタの ユーザーズ マ 
ニュアルをご覧ください。 

ウ アップルメニューからセレクタを 
選択します。 

B _ 

このコンピュータ(こついて 
^ Apple システム • プロフイール 

Screen Snapz ► 

^ Sherlock 2 
□ キ-配列 

コントロールパネル ► 

スクラッププック 
ステイツキーズ 

ネットワークブラウザ 

呱ょ<使ぅ項目 ► 

リモ'•■トアクセス状況 

国計茸榴 

敦最近使ったアプリヶ—シヨン ► 

^最近使ったサーバ ► 

@最近使った#類 ► 

3プリンタドライパをクリックしま 
す。 


4 プリンタ名をクリックします。 


-セレ 

@ 等 = 

クタ ^—— -——目 

| PostScript プリンタの遥折： 

II ML0I00D2 , I 

AdobePS AppleShare 


J 



作成|| 

- 

AppleTalk 

«棚 

〇不使用 JW.6.2 


EthernetBoard MLETB08 Version 2.0.0 


*** Configuration re 
TCP/IP protocol 


Job timeout 
EtherTalk protocol 
Zone name 
NetBEUI protocol 
Computer name 
Workgroup name 
Comment 

NetWare oort name 
^EtherTalk port name 


F.O.T st - r i na 


BOJ string(euc/s]is) 
EOJ string(euc/s コ is> 


ENABLE 
"ML0100D2" 
"PrintServer" 
"EthernetBoard N 
"ML0100D2-Drnl" 
"ML0100D2") 




















セレクタを閉じます。 


10 ) •複数の論理ゾーンで区切られている EtherTalk 上で、プリンタを他のゾーン 
)_ j に変更したい場合は 、 「Setup Utility ( Macintosh )」 を使います。詳細は、 
「Setup Utility ( Macintosh ) を使います」 （136 ぺージ）をご覧ください 0 

•プリンタ名を変更したい場合も 「Setup Utilitv ( Macintosh )」 を使います 0 

































UNIX から利用するには 

イーサネットボードに IP アドレスを設定します.. . 54 

Sun OS 4. x . x の設定…57 
Sun Solaris 2. x の設定…59 
HP-UX 9. x の設定…61 
AIX 4.1.5 の設定.. . 63 
LPD で印刷します.. • 65 
FTP で印刷します.. • 68 






6 章 UNIX から利用するには 

6 UNIX から利用するには 

UNIX ワークステーションから TCP / IP ネットワークを利用して印刷するために必要な 
イーサネットボードと UNIX ワークステーションの設定を行います。 


イーサネットホードに IP アドレスを設定します 


UNIX やワークステーションに付属の TCP / IP ソフトを使って、イーサネットボードの 
IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスを設定します。 

r ^ Tl •イ—サネットボードの設定を変更する場合は、ューザ名は 「 root 」 でログイ 
ンする必要があります。「 root 」 ューザのパスワードの初期値は「なし」です。 
• IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイの入力を間違えると、ネット 
ワークがダウンするなどの重大な障害が発生する恐れがあります。ネット 
ワーク管理者と十分相談の上、設定してください。 

以下の説明は 、 Sun Solaris 2.4 を例にしています。各コマンドの設定方法などはワー 
ク ステーションにより 異なる ことがあります。 ご使用の UNIX ワークステーションのマ 
ニュアルをご覧ください。 
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プリンタに IP アドレスを設定します 


/ワーク ステー シヨンに ルー トで□グインします。 

[^7] スーパーユーザの 権限を 持っていない 場合、ネット ワーク 管理者に設定を依頼し 
~^てくだ さい。 

2 ARP コマンドを使って、イーサネットボードに一時的な IP アドレスを設定します。 

例： IP アドレスが「192.168.20.127」、 

イーサネットアドレスが「00:80:92:0 hOO : D 2」 の場合 

# arp -s 192.168 .20. 127 00:80:92:01:00: D2 temp 


EthernetBoara 

*** Diagnostic 
ROM Check 
RAM Check 

yiLETB08 Version 2.0.0 

report *** 

Ok stat: 8166 FFFF 0000 0000 

Ok stat : 0000 0000 0000 0000 

(NIC Check 

Ok addr: 00:80:92:01:00:D2) 10BASE-T(TPI) 

DIPSW1 

DIPSW2 

DIPSW3 

DIPSW4 


uk. s し ci し： 884E> 804 B 0000 00D0 

OFF(ON:Test use only) 

OFF(ON:Initialize conriguration) 

OFF(ON:Configuration print) 

OFF(ON:Diagnostic print) 




( mem 6) ■ イ—サネットアドレス (MAC Address ) はイーサネットボードの自己 
診断テストに表示されています。 


3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例： IP アドレスが n 92.168 .20. 127 J 

#ping 192.168 .20. 127 

[^7] 応答がない場合は、手順2の IP アドレスの設定、またはネットワークの状態に問 
題があります。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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Please 


Setup TCP/IP 
Setup SNMP 
Setup NetWare 
Setup EtherTalk 
Setup NetBEUI 
Setup printer port 
Display status 
Setup printer trap 
Reset to factory set 
Quit setup 
Exit setup 
select(1-99)? 


Q riJ を入力し、 Enter キーを押します。次のように設定を行います。 


「 ENABLE 」 にします。 

HP アドレス」を入力します。 
「サブネットマスク」を入力し 
ます。 

「ゲートウェイアドレス」を入 
力します。 

「 DISABLE 」 にします。 


6 イーサネットボードからログアウトします。 

新しい設定を有効にするために、プリンタの電源を〇 FF / ON します。 

[^71 プリンタの電源を off / on しない場合、イーサネットボードは送信前の設定値で 
^一一^動作しています。必ず、プリンタの電源を〇 FF / ON してください。 


Please select(1-99)? _1 


No. 

Message 

Value 

1 

TCP/IP protocol 

ENABLE 

2 

IP address 

192.168.20.127- 

3 

Subnet mask 

255.255.255.0 — 

4 

Gateway address 

192.168.20.254 、 

5 

RARP protocol 

DISABLE'^^ 

6 

DHCP/B 〇〇 TP protocol 

DISABLE^^^^ 

7 

root password 


99 

Back to prior menu 


Please select(1 - 99) ?— 



6章 UNIX から利用するには 

4 TELNET でイーサネットボードに□グインします。 

例： IP アドレスが n 92.168 .20. 127 J のイーサネットボードに□グインした場合 
の例 

telnet 192.168.20.127 

Trying 192.168.20. 127 
Connected to 192.168.20.12/ 

Escape character is ' A ]'. 

EthernetB 〇 ard MLETB08 Ver 2.0.0 TELNET server, 
login : root 

'root' user needs password to login. 
password: 

User 'root'logged in. 

No. Message Value (level.1) 


12345678789 
9 9 9 
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SunOS 4. x.x の設定 


Sun OS 4. x.x の設定 


Sun OS 4. x . x 等の BSD 系 UNIX から印刷するための設定を行います。 

アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
^ J 害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 

以下の説明は、プリンタは MICROLINE 8 c ( PS ) で、 SunOS 4.1.3 を例にしています。 
〇 S のバージョンによって、コマンドの絶対パスや設定方法が異なる場合があります。 
ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 


設定方法 


1 ワークステーシヨンにルートで□グインします。 

[^71 •スーパーユーザの権限を持っていない場合、ネットワーク管理者に設定を依 
— 頼してください。 


2 / etc / hosts ファイルにイーサネットボードの IP アドレスとホスト名を登録します。 
例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

192.168 .20. 127 ML8c 

3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例：ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

# ping ML8c 

[^71 •応答がない場合は、イーサネットボードの IP アドレスの設定、手順2の IP 

- アドレスとホスト名の登録、または、ネットワークの状態に問題がありま 

す。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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6 章 UNIX から 利用す るには 

4 / etc / printcap ファイルにプリンタを登録します。 

例：直接出カポート （ Ip ) に、プリンタ名 「 ML 8 c _ lp 」 を登録する場合 

① ― ML8c_lp : \ 

② 一 : lp= : rm=ML8c : rp=lp : \ 

③ 一 : sd=/usr/spool/ML8c_lp :\ 

④ - ► : lf=/usr/spool/ML8c_lp/ML8c_lp_errs : 

<各変数の意味> 

①プリンタ名を記述します。 

©Ip :プリンタを接続するデバイスファイル名 
指定する必要はありません。 
rm :リモートプリンタのホスト名 

手順2で / etc / hosts ファイルに登録したホスト名を入力します。 
rp :リモートプリンタのプリンタ名 

イーサネットボードの論理プリンタ名で lp ， sjis ， euc の 
いずれかを選択します。 

(論理プリンタ名については53ページを参照してください） 

③ sd :スプールディレクトリ絶対パスで指定します。 

④ If : エラー ログファイル絶対パスで指定します。 


^ 手順4で/ etc / printcap ファイルに登録したスプールディレクトリとエラーログ 
ファイルを作成します。 

例：スプールディレクトリ 「 ML 8 c 」 p 」 及び、 

エラーログファイル 「 ML 8 c 」 p _ errs 」 を作成する場合 

# mkdir /usr/spool/ML8c_lp —スプールディレクトリ作成 

# touch /usr/spool/ML8c_lp/ML8c_lp_errs ーエラー□グファイル作成 

# chown -R daemon /usr/spool/ML8c_lp — TT — ナーを daemon に変更 

# chgrp -R daemon /usr/spool/ML8c_lp ―グループを daemon に変更 

()Ipd (プリンタデーモン）が起動しているかどうかを調べます。 

# PS aux | grep lpd 

Ipd が動作していない場合、スーパーユーザのアカウントで下記のコマンドを実行 
してください。 

# /usr/lib/lpd& 
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Sun Solaris 2 .x の設定 


Sun Solaris 2 .x の設定 


Sun Microsystems 社の Solaris 2. x から印刷するための設定を行います。 

|注 /j •リ モー トプリンタは通常 OpenWindows 上より Admintool を使って登録を行 
いますが、 Admintool を使って登録する方法は、出力先とキューの名称が同 
—になるため利用できません。リ モー トプリンタの登録を行う場合は、以下 
の方法で行ってください。 

•Solaris 2. x はシステムの仕様上、リモートプリンタとの接続が長期間滞った 
場合にエラーとみなし、強制切断するようになっています。従って、印刷中 
に紙切れやオフラインなどのエラーによって待ち時間が発生した場合には印 
刷が打ち切られてしまいます。 

• IP アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 


以下の説明は、プリンタは MICROLINE 8 c ( PS ) で 、 Sun SolarisZ 4 を例にしていま 
す。〇 S のバージョンによって、コマンドの絶対パスや設定方法が異なる場合がありま 
す。ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 


設定方法 


1 ワーク ステー シヨンに ルー トで□グインします。 

•スーパーユーザの権限を持っていない場合、ネットワーク管理者に設定を依 
— 頼してください。 


2 / etc / hosts ファイルにイーサネットボードの IP アドレスとホスト名を登録します。 
例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

192.168 .20. 127 ML8c 

3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例：ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

# ping ML8c 

\^±7] •応答がない場合は、イーサネットボードの IP アドレスの設定、手順2の IP 
^~ アドレスとホスト名の登録、または、ネットワークの状態に問題がありま 

す。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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6 章 UNIX から利用するには 


斗 手順2で登録したホストをプリントサーバとして登録します。 

例：プリントサーパ 「 ML 8 c 」 を登録する場合 

1. プリントスケジューラを停止します 

# /usr/sbin/lpshut 

2. プリント サーバを 登録します 

# /usr/sbin/lpsystem -t bsd ML8c 

プリントキューを設定し有効にします。 

例：プリントキュー 「 ML 8 c 」 p 」、 ホスト 「 ML 8 c 」 で、 

直接出カポート 「 Ip 」 を指定する場合 

1. プリントキューを作成します 

#/usr/sbin/lpadmin -p ML8c_lp -s ML8c!Ip -I any 

csh をご使用の場合は、「!」の代わりに「\!」または「¥!」としてください 

2. プリントスケジューラを起動します 

#/usr/bin/sh /etc/init.d/lp start 

3 . プリントキューを稼働させます 

#/usr/sbin/accept ML8c_lp 

4 . プリントキューを有効にします 

#/usr/bin/enable ML8c_lp 
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HP-UX 9. x の設定 


HP-UX 9. x の設定 


ヒューレットパッカード社の HP - UX から印刷するための設定を行います。 

RiTl * ip アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
— 害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 

以下の説明は、プリンタは MICR 0 LINE 8 c ( PS ) で、 HP - UX 9.03 を例にしています。 
0 S のバージョンによって、コマンドの絶対パスや設定方法が異なる場合があります。 
ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 


設定方法 


1 ワークステーシヨンにルートで□グインします。 

[^71 •スーパーユーザの権限を持っていない場合、ネットワーク管理者に設定を依 
~ 頼してください。 


2 / etc / hosts ファイルにイーサネットボードの IP アドレスとホスト名を登録します。 
例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

192.168 .20. 127 ML8c 


3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例：ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

# ping ML8c 

\^7\ •応答がない場合は、イーサネットボードの IP アドレスの設定、手順2の IP 

- アドレスとホスト名の登録、または、ネットワークの状態に問題がありま 

す。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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6 章 UNIX から利用するには 


4 使用している HP - UX マシンに、リモートスプーラが設定されていない時は以下の 
設定を行ってください。 

1. プリンタ スプーラを 停止します 

#/usr/lib/lpshut 

2. / etc / inetd . conf ファイルに以下の行を追加し、リモートスプーラを登録します 

printer stream tcp nowait root /usr/lib/r 丄 pdaemon -i 

3. inetd を再起動します 

#/etc/inetd -c 

5 リモートプリンタを登録します。 

例：プリントキュー 「 ML 8 c 」 p 」、 ホスト名 「 ML 8 c 」 で， 

直接出カポート rip 」 を指定する場合 

1. リモートプリンタを登録します 

#/usr/lib/lpadmm -pML8c_lp -mrmodel -ormML8c 
-orplp -ocmrcmodel 一 osmrsmode 丄 一 obj — v/dev/nu 丄 1 

2 . プリントキューを稼働します 

#/usr/lib/accept ML8c_lp 

3. プリントキューを有効にします 

#/usr/bin/enable ML8c_lp 

4 . プリンタ スプーラを 起動します 

#/usr/lib/lpsched 
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AIX 4.1.5 の設定^ 


AIX 4.1.5 の設定 


旧 M 社の AIX から印刷するための設定を行います。 

^7] hp アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
— 害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 

以下の説明は、プリンタは MICROLINE 8 c ( PS ) で、 AIX 4.1.5 を例にしています。 0 S 
のパージョンによって、コマンドの絶対パスや設定方法が異なる場合があります。ご 
使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 


設定方法 


7ワークステーションにルートで□グインします。 

[^71 •スーパーユーザの権限を持っていない場合、ネットワーク管理者に設定を依 
1 ~ 1 頼してください。 


2 / etc / hosts ファイルにイーサネットボードの IP アドレスとホスト名を登録します。 
例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

192.168 .20. 127 ML8c 

3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例：ホスト名が 「 ML 8 c 」 の場合 

# ping ML8c 

f ^ Tl •応答がない場合は、イーサネットボードの IP アドレスの設定、手順2の IP 
L ~~ 1 アドレスとホスト名の登録、または、ネットワークの状態に問題がありま 
す。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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6 章 UMX から利用するには 


斗 手順2で登録したホストをプリントサーパとして登録します。 

例：プリントサーバ 「 ML 8 c 」 を登録する場合 

1. プリントサーパを追!]口します 

# ruser -a -p ML8c 

2. リモートプリンタデーモンを起動します 

# startsrc -s lpd 

# mkitab 'lpd : 2 : once : startsrc -s lpd' 

5 smit コマンドを利用してプリントキューの追加を行います。 

1 . smit コマンドを起動し、「印刷待ち行列の追加」の項目へ移行します 

# smit mkrque 

2. 「接続タイプ」から 「 remote 」 （リモートホストに接続されたプリンタ）を 

選択します 

3. 「リモート印刷のタイプ」から「標準処理」を選択します 

4. 「標準リモート印刷待ち行列の追加」で以下の項目を設定します 

(下記以外の設定はご利用環境に応じて変更してください。） 

例：プリントキュー 「 ML 8 c 」 p 」、 プリントサーパ 「 ML 8 c 」 で、 

直接出カポート 「 Ip 」 を指定する場合 

追加する待ち行列 
リモートサーバのホスト名 
リモートサーバ上の待ち行列名 
リモートサーバ上の印刷スプーラのタイプ 
リモートサーバ上のプリンタ名記述 


[ML8c_lp] 

[ML8c] 

[lp] 

[BSD] 

[任意のコメント] 
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LPD で印刷します 


LPD で印刷します 


TCP / IP の LPD プ□トコル ( Ipr ， Ip コマンド）を使用して印刷する方法を説 B 月します。 
Ipr , Ip コマンドの詳細は、ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧 < ださい。 
以下の説明は、印刷ファイル 「 testprn 」 を、プリンタ名 「 ML 8 c 」 p 」 に印刷する場合 
を例にしています。 



LPD (Line Printer Daemon ) は，ネットワーク上のプリンタに印刷するためのプ 
□ トコルです。 


論理プリンタについて 


本イーサネットボードには3つの論理プリンタがあります。 

プリンタドライバを使ったファイルを印刷する場合は rip 」 論理プリンタへ、 

シフト JIS 漢字コードのテキストファイルを印刷する場合は 「 sjis 」 論理プリンタへ、 
EUC 漢字コードのテキストファイルを印刷する場合は reucJ 論理プリンタへ印刷 
する必要があります。 


論理 

プリンタ機能 

Ip 

直接出力用 

sjis 

シフト JIS 漢字変換出力用 

euc 

EUC 漢字変換出力用 


([主 .，"] -rsjisj 「 euc 」 は、ボストスクリプトプリンタのみの機能です。その他のプリ 
ンタでは使用できません。 


印刷ファイルについて 


例： test.prn (PostScript ファイル) 


% ! 

/ Times—Roman fmdront 32 scalefont 
setfont 

150 500 moveto 
(MICR 〇 LINE 8c) show 
showpage 
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6 章 UNIX から利用するには 


BSD 系 UNIX の場合 



npr」 コマンドを使用して、印刷します。 

# lpr -PML8c_lp test.prn 


印刷要求を取り消す 


riprm」 コマンドを使用して、印刷 JOB を取り消します。 
例： 「ML8c」p」 への印刷 JOB、 123番を削除する場合 


# lprm -PML8c_lp 123 


プリンタの状態を確認する 


ripq」 コマンドを使用して、プリンタの状態を確認します。 

,/] • UNIX 側の仕様により正常に表示できない場合があります。 

•Ipq の シヨー ト フォーマツ トは UNIX 互換 フォーマツ トです が、 ロング フォー 
マツ トはプリンタの状態を表示す る 本イーサネ ツ トボード独自の フォーマツ 
卜です。 

例：シヨートフォーマツトの場合 


# lpq -PML8c_lp 

例：ロングフォーマツトの場合 


#lpq -1-PML8c_lp 
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FTP で印刷します 


stemV 系 UNIX の場合 



rip 」 コマンドを使用して印刷します。 


lp -d ML8c_lp test.prn 


印刷要求を取り消す 


「 cancel 」 コマンドを使用して、印刷 JOB を取り消します 0 
例： ML 8 c 」 p への印刷 JOB 、 456番を削除する場合 

# cancel ML8c_lp-456 

「 Ipstat 」 コマンドを使用して、プリンタの状態を確認します。 

,/] • Solaris 2. x 等、 UMX 側の仕様により正常に表示できない場合があります。 

# lpstat -pML8c_lp 
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6 章 UNIX から利用するには 


FTP で印刷します 


TCP / IP の FTP プロトコル （ ftp コマンド）を使用して印刷する方法を説明します 。 ftp 
コマンドの詳細は、ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 
以下の説明は、印刷ファイル 「 test . prn 」 を、ホスト名 「 ML 8 c 」 に印刷する場合を例 
にしています。 



FTP (File Transfer Protocol ) は， TCP / IP でファイルを転送するためのプロトコ 
ルです。本イーサネットポードの論理ディレクトリに対して、印刷データを転送す 
ることで印刷ができます。 


3里 ディ レクトリに つい 1 


本イーサネットボードには3つの論理ディレクトリがあります。 

プリンタドライバを使ったファイルを印刷する場合は rip 」 論理ディレクトリへ、 
シフト JIS 漢字コードのテキストファイルを印刷する場合は rsjisJ 論理ディレクト 
リへ、 EUC 漢字コードのテキストファイルを印刷する場合は reucj 論理ディレク 
トリへ、印刷ファイルを転送します。 

<イーサネットボードの論理ディレクトリ構成> 

/ ルート （印刷は行いません） 

—— Ip 直接出力用 

一 sjis シフト JIS 漢字コード変換出力用 

_ euc EUC 漢字コード変換出力用 

[^7]*「 sjis 」「 euc 」 は、ボストスクリプトプリンタのみの機能です。その他のプリ 
ンタでは使用できません。 


印刷ファイルについて 


例： test.prn (PostScript ファイル) 


% ! 

/ Times-Roman findront 32 scalefont 
setfont 

150 500 moveto 
(MICROLINE 8c) show 
showpage 
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FTP で印刷します 


1 イーサネットボードへ□グインします。 

1注•叫 . ftp で印刷する場合、 「 Name 」 と 「 Password 」 にどのような値を入力をして 

- も印刷可能です。ただし、 「 Name 」 が 「 root 」 の場合は TELNET やユーティ 

リティ （102 ページ）などで設定した「パスワード」が必要となります。 

例：ホスト名 「ML8C」 のイーサネットボード 

(または、 IP アドレス「192. 168.20. 127」）に□グインする場合 

#ftp ML8c (ま/■こは、 ftp 192.168 .20. 127 ) 

Connected to ML8c 

220 EthernetBoad MLETB08 Ver 2.0.0 FTP server 
Name (ML8c : root) : root 
331 Password required. 

Password: 

230 User Logged in. 
ftp> 


2 cd コマンドで、転送先ディレクトリへ移動します。 

[ j ±7] .イーサネットボードは、転送先ディレクトリが階層構造になっています。必 
ず転送先ディレクトリへ移動してください。ルートディレクトリへの印刷 
データの出力はできません。 

例： ip ディレクトリへ移動し、現在のディレクトリを確認する場合 


ftp>cd /lp 

250 Command OK. 
ftp>pwd 

257"/lp n is current directory. 
ftp> 
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6 章 UNIX から利用するには 


3 転送モードを設定します。 

\^ 7 ] •転送モードには、ファイルの内容をそのまま出力する 「 BINARY モード」と 
LF コードを CR + LF コードに変換する 「 ASCII モード」の2種類があります。 
プリンタドライバで変換されたバイナリファイルを転送する場合は、転送 
モードを 「 BINARY モード」に設定します。 

例：転送モードを BINARY モードに変更し、現在のモードを確認する場合 

ftp> type binary 

200 Type set to エ . 
ftp> type 

Using binary mode to transfer riles. 
ftp> 


4 put コマンドで、印刷データをイーサネットボードへ転送します。 
put コマンドによるファイル転送には、2種類の形式があります。 
例：印刷データ 「 testpm 」 を転送する場合 


ftp> put test.prn 

例：印刷データを絶対パス r / users / test / testpm 」 で指定して転送する場合 
ftp> put /users/test/test.prn /lp 


f ^ EM 0 ] -印刷データを絶対パスで指定する場合は、転送先論理ディレクト 
リを指定します。 cd コマンドでディレクトリを移動する必要はあ 
りません。 


〇 quit コマンドで、イーサネットボードからログアウトします。 

ftp> quit 
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FTP で印刷します 


プリンタの状態を確認する 


quote コマンドの 「 stat 」 を使って、 IP アドレス、ログイン ユーザ 名、転送モードの3 
つの状態を確認することができます。 

また、 stat の後にディレクトリ （ lp , sjis , euc ) を指定すると，プリンタの状態を確認す 
ることができます。 

例：イーサネットポードの状態表示 


ftp> quote stat 

211-FTP server status : 

Connected to: 192.9.200.82.128.30 

User logged in: guest 
Transfer type : BINARY 
Data connection : Closed. 

211 End of status. 
ftp> 

例：イーサネットボード（ディレクトリ名： Ip ) の状態表示 

ftp> quote stat /lp 

211-FTP directory status : 

Ready 

211 End of status. 
ftp> 
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6 章 UNIX から利用するには 
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7 章 NetWare から利用するには 


/ NetWare から利用するには 

ノベル社の NetWare4.1J 及び NetWa「e3.12J ネットワーク環境を利用して印刷するた 
めに必要な NetWare サーバとイーサネットボードの設定を行います。 

設定を行うには、ファイルサーパの admin 及び supervisor の権限を持っている必要が 
あります。 NetWare 管理者にイーサネットボードの設定を依頼してください。なお本 
内容は、 NetWare の基本的な知識や操作方法を理解していただいてる NetWare 管理者 
を対象に説明しています。ノベル社の NetWare のマニュアルと併用してご覧くださし、 


NetWare につい" i 


プリンタは、ノベル社の NetWare ネットワーク環境に直接接続して印刷することが可 
能です。 NetWare4.1J (NDS モード、パインダリモード）及び NetWare3.12J を使用 
する場合に、次の2つのモードをサポートしています。 


プリントサーバモード 


プリントサーパモードでは、 ① ファイルサーパ上のプリントキューにジョブが記憶 
されると、 ② プリントサーパとなったプリンタが、直接プリントキューへアクセス 
して、ジョブを取り出し、 ③ 印刷処理を直ちに実行します。 

プリンタがプリントサーパの役目をするため、他のプリントサーバ（ファイルサー 
パ上やプリントサーパ専用のワークステーション）を必要としません。 


< Ethernet > 
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NetWare について 


リモートプリンタモード 


リモートプリンタモードでは、①ファイルサーバ上のプリントキューにジョブが記憶 
されると、②プリントサーパ（ファイルサーバ上、またはプリントサーパ専用ワーク 
ステーション）がジョブを取り出し、③プリントキューに割り当てられたプリンタ 
に、ジョブを転送します。④プリンタは、ジョブを受け取って印刷処理を実行します。 
通常の NetWare のプリント機能 (PSERVER.NLM/EXE) を利用するモードです。既 
存のプリントサーバが利用できます。 


< PSERVER.NLM の場合 > 

ファイルサーバがプリントサーパの機能を持ちます。 

< Ethernet —► 



< PSERVER.EXE の場合〉 

1台のパソコンが専用のプリントサーパになります。 

* Ethernet » 
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7 章 NetWare から利用するには 


NetWare4.1J プリントサーバモー 



NetWare4.1J には NDS ネットワークとパインダリネットワークがあります。 


NDS ネットワーク 


NetWa「e4.1J プリントサーパモードを NDS ネットワークで利用するために必要な 
ファイルサーバとイーサネットボードの設定を行います。 

.NetWarellJ プリントサーバモードをバインダリネットワークで利用する 
- 場合は 82 ページをご覧くださぃ。 

• NetWare4.1J リモートプリンタモードを利用する場合は 93 ページをご覧く 
ださぃ。 

• NetWare3.12J 環境を利用する場合は 100 ぺージをご覧くださぃ。 

以下の説明は、 NetWare4.1J を例にしています。 OS のパージョンやシステム構成に 
よって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

NetWare の NDS ツリー「〇 DCSOFT」、admin ユーザが存在するコンテキスト 「ENG7」 、 
プリントサーパなどを作成するコンテキスト 「SOFT22.ENG7」、 

ファイルサーバ 「SOFT22-NW4」 の璟境にイーサネットボードを接続します。 


NDS で PCONSOLE を起動します 


NetWare サーバへ□グインするためのネットワークドライプ名は F : を例にして 
います。 

7 クライアントで cx コマンドを使って 
admin が存在するコンテキストへ移動 
します。 

ここではコンテキスト「 ENG7 」へ 
移動します。 

F:¥>cx ENG7 

^クライアントからファイルサーバに 
admin の権限で□グインします。 

ここではファイルサーバ「 SOFT22 - 
NW4 」へ□グインします。 

□グイン入力後ソ\°スワードを入力し 
てください。 


F:¥>Login SOFT22-NW4/admin 


3 cx コマンドを使って、プリントサー 
パ、プリンタ、プリントキューを作成 
するディレクトリへ移動します。 
ここでは r SOFT22」 へ移動します。 

F:¥>cx SOFT22 


4 PCONSOLE を起動します。 

F:¥>pconsole 

[利用可能な項目 ] が表示されます。 


利用可能な項目 


フ 。 リントキュ- 
フ 。 リンタ 
フ。リントサーハ'、 

クイックセットアッフ° 

コンテキストの変更 
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プリントサーパ、プリンタ、 
プリントキューを作成します 


7 [クイックセツトアップ]を選択し、 
Enter キーを押します。 


利用可能な項目 


フ。リントキュ- 
フ。リンタ 
フ。リントサ-ハニ 


クイックセットアッフ 。 

コンテキストの変更 


2 プリントサーバ名、プリンタ名、プ 
リントキュー名が自動的に作成され 
ます。必要に応じて変更します。 
ここでは、プリントサーバ名 「8C- 
PSERVER 」、プリンタ名「 P1 」、 
プリントキュー名 「Q1-PS」 と入 
力します。 


PCONSOLE を終了します 


1 [終了しますか？]が表示されるま 
で ESC キーを押し、 [Yes] を選択 
し、 Enter キーを押します。 

^利用可能な項目 
[ 終了しますか？〕 

No 

Yes 


2 ファイルサーパからログアウトしま 
す。 

F:¥> し oaout 


主ノ1バナータイプはプリンタに合わせ 
—^て作成します。 


フ°リント t - ビスクイックセットアツフ。 


フ。リントサ-ハ'、： 

8 C-PSERVER 

新しいフ。リンタ： 

P 1 

新しいフ。リントキュー： 

Q 1 -PS 

フ。リントキュ- r リュ-ム： 

SOFT 22- NW 4 SYS 

ハ'、ナ'■タイフ。： 

ホ°ストスクリフ°卜 

フ。リンタタイフ 。 : 

ハ。ラレル 

位置： 

手動口-ド 

割込み： 

なし（ホ。ーリンク'、 h ド） 

ホ 。 -卜： 

LPT 1 


3 [変更を保存しますが 9] と表示され 
るまで ESC キーを押し、 [Yes] を 
選択し、 Enter キーを押します0 


変更を保存しますか？ 


No 


Yes 
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7 章 NetWare から利用するには 


イーサネットホードを設定します 


Standard Setup Utility (Windows) を使った設定を説明します。 

Setup Utility (Macintosh) 、 TELNET などでも設定できます。以下の説明を参考の上、 
お使いのネツトワーク環境にあったユーティリティをご利用ください。 

• NetWare のファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動している状態 
で、ユーティリティを使用してください0 
•プリンタの電源は、ファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動してい 
る状態で ON にしてください。また、プリンタの電源が〇 FF の場合はイー 
サネツトボードの設定は行えません。 

Standard Setup Utility が起動した状態から説明します。ユーティリティのセツトアツ 
プ方法は「第8章イーサネットボードの管理」をご覧ください。 


7一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 


イーサネットアドレス （MAC Address) は、イーサネットボードの自己診断テ 
〔め J ストに表示されています。 





7?イル (£) ステ-奴 QP 設定©オプション必ヘルプ (Ji) 



NetWare ファ イルサーバが多数あると、 
一覧に表示されないことがあります。こ 
のような場合は[オプション]メニュー 
の[環境設定]を選択し、 [ NetWare ] 夕 
ブをクリックします。 

[検索するネットワークを指定する]を 
選択し、イーサネットボードが存在する 
NetWare ネットワークアドレスを入力 
し、[登録]をクリックします。メイン 
画面で[ファイル]メニューの [OKI 
Device の検索]をクリックすれば、指定 
した NetWare ネットワークアドレス内 
だけが検索されます。 


TCP/IP NetWare | Timeout | 

17 NetWare プロトコルを使用する 
C 検索するネットワ'-クを自動検出する 
検索するネットワ〜クを指定する 




登録⑷ 


削除(江 


キャンセル 
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2 [設定]メニューの [OKI Device の設定]を選択します。 


10 Ad min Manager 

ファイル (£) ステータス凶 

設定⑤オプションがヘルプ (Jd) 

|:= く 1 .ま 

機棰名 

NetWare のキユ'■作成 

NetWare のオブジ I クト則除必 


リセット (R) 


テスト印刷 (D 


IP アドレス設定 


3 [ NetWare ] タブをクリックします0 



4 NetWare 設定画面で、次の項目を入力します。 

/「プリントサーパ名」を入力します。こ 
こでは「 8C-PSERVER 」と入力します。 

[^71 77 ぺージで作成した「プリント 
サーバ名」と必ず一致させてくだ 
さい。 

-[プリントサーパ]を選択します。 

/ r プリンタ名」を入力します。 

ここでは r pi 」と入力します。 

[$±71 77ページで作成した「プリンタ名」 
-と必ず一致させてください。 
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7 章 NetWare から利用するにほ 

〇 NetWare 設定画面の[プリントサーバ詳細...]をクリックし、次の項目を入力 
し、[〇 K] をクリックします。 


ブリントサ-バ詳細設定 


接続するファイルサーバ 



パスワード 

ポーリング間隔 




or 


キャンセル 


ファイルサーバに□グインするための 
「パスワード」を設定します。プリント 
サーバにパスワードを設定した場合に入 
力します。 

サーバに JOB の問い合わせをする間隔を 
秒単位で指定します。通常は4秒（初期設 
定）のままご使用ください。 


£) NetWare 設定画面の [NDS 設定...]をクリックし、次の項目を入力し、[〇 K ] 
をクリックします。 


w バインダリモード 
MDS ツリー 


|0DCS0FT 

MDS コンテキスト 


|S0FT22.ENG7 


0K . 



バインダリモードを許可するかどうか設 
定します。 NetWare 4 .1J の NDS のみで 
使用する時は、チェックを外します。 
チェックを外すと、 NetWare4. 1 J のパイ 
ンダリ及び NetWa「e3. 12 J から使用する 
ことはできません。 

ファイルサーパの存在する「ツリー名」 
を入力します。ここでは「 ODCSOFT 」 
と入力します。 

ログインしたファイルサーバ （76 
^一一 1 ページ）がある「ツリー名」と必 
ず一致させてください。 

プリントサーパを作成した r コンテキス 
卜名」を設定します。ここでは 
「 SOFT22.ENG7 」と入力します。 


プリントサーバを作成した「コン 
テキスト名」 （76 ページ）と必ず 
—致させてください。 
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Y 全ての設定が終了した6、 
NetWare 設定画面で、[設定]を 
クリックします。 



Q 設定に間違いがなければ、 [ はい]を 
クリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信 
されます。 



[^71 ただしこの時点では、イーサネッ 
—トボードは送信前の設定値で動作 
しています。 


^ 設定値を有効にするため、 [ はい] 
をクリックします。 



[^71 ここで[いいえ]を選択した場合、 

-^プリンタの電源を〇 FF/ON すれ 

ば設定値が反映されます。 
プリンタによっては、プリンタの 
電源を〇 FF/ON する必要があり 
ます。 


10 フアイルサーパの [NetWare4. 1 
コンソールモニタ]上に、設定し 
たプリントサーバ名が表示されれ 
ばファイルサーバへの接続は完了 


表 7J^ されない場合は、ファイル 
サーバとイーサ ネット ボー ドの設 
定を最初からやり直してくださ 
い。 


< NetWare4. 1コンソールモニタ> 



「利用可能オフ°シヨン」 
の「接続情報」を 
選択した画面 









7 章 NetWare から利用するには 


NetWare 4.1 J プリントサーバモード（ハ、、イングリ） 


NetWare4.1J には NDS ネットワークとパインダリネットワークがあります0 


バインダリネットワーク 


NetWare4.1J プリントサーパモードをバインダリネットワークで利用するために必要 
なファイルサーバとイーサネットボードの設定を行います。 

(^71 •バインダリサービスを利用するためには、ファイルサーバにバインダリコン 
テキストの指定が行われている必要があります。あらかじめ、サーバコン 
ソールより次の設定を行ってください。 

バインダリコンテキスト「〇 U = S 0 FT 22.0= ENG 7」 の場合 

set Bindery Context = OU=SOFT22.0=ENG7 

• NetWare 4.1 J プリントサーバモードを NDS ネットワークで利用する場合は 
76ページをご覧ください。 

• NetWare 4.1 J リモートプリンタモードを利用する場合は93ぺージをご覧く 
ださい。 

• NetWare 3.12 J 環境を利用する場合は100ページをご覧ください。 


以下の説明は、 NetWare4.1J を例にしています。 OS のパージョンやシステムの構成 
によって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

NetWare の NDS ツリ ー「ODCSOFT」、admin ューザが存在するコンテキスト 「ENG7」 、 
プリントサーバなどを作成するコンテキスト 「SOFT22.ENG7」、 ファイルサーバ 


rSOFT22-NW4J の環境にイーサネットボードを接続します。 


バインダリで PCONSOLE を起動します 


NetWare サーパへ□グインするためのネットワークドライプ名は F : を例にして 


います。 

7 クライアントからパインダリモード 
の スーパ パイザで、ファイル サーバ 
に□グインします。 

ここではファイルサーバ「 SOFT22 - 
NW4」 に□グインします。 

□グイン入力後、パスワードを入力 
してください。 

F:¥>Login SOFT22-NW4/supervisor/B 


2 PCONSOLE を起動します。 

F:¥>pconsole 

[利用可能な項目 ] が表示されます。 


利用可能な項目 
フ°リントキュ- 
フ。リントサ-ハ'、 

クイックセットアッフ° 
NetWare サ- ハ'、 の変更 
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1 [プリントキュー]を選択し 、 Enter 
キーを押します。 


利用可能な項目 


フ°リントキュ- 


フ。リントサーハ'' 

クイックセットアッフ。 

NetWare サ- ハ'、 の変更 


プ「リントサーパを登®します 


1 [プリントサーパ]を選択し 、 Enter 
キーを押します。 


利用可能な項目 


フ 。 リントキュ- 


フ。リントサーハ'、 


クイックセットアッフ 。 

NetWare サ- ハ'、 の変更 


2 Ins キーを押して、新しく作成する 
プリントキュー名を入力し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは 「 Q -8 C 」 と入力します。 


新アリントキュ-名： Q -8 C 


2 次のよラなメッセージが表示されま 
す。 Enter キーを押し続行します。 


NetWare4 トハ*上でベインタ*リエミかシヨンを使用しています。 NDS フ。リント个■ドは, 
ここでなされた環境設定にはア m することができなくなります。 
NetWare41" ィ上で NetWare 4フ°リン Mw, を実行するには， 

NDSt- ドでフ。リン HH ぐを作成し,環境設定をする必要があります. 

続行するには <Entei> を押してください。 


r Q -8 C 」というプリントキューが作 
成されます。 


フ。リントキュ- 





〇 -8 C 






3 Ins キーを押して、新しく作成する 
プリントサーパ名を入力し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは「 8 C - PSERVER 」 と入力 
します。 


新フ。リントサ-ハ、'名： 8 C-PSERVER 


r 8 C - PSERVER 」とし、うプ 1 J ント 
サーバが登録されます。 


フ。リントサーハ'、 


8 C-PSERVER 
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プリントサーバが管理する 
プリンタを作成します 


1 作成したプリントサーバを選択し、 
Enter キーを押します。 

ここでは「 8 C - PSERVER 」を選択 
します。 


フ°リントサ-ハ'' 


8 C-PSERVER 


プリンタにプリントキューを 
割当てます 


1 作成したプリンタを選択し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは「 ML 8 C 」を選択します。 


定義済みのフ°リンタ_番号ステ-タス 

ML 8 C |〇 [ c ] 


2 [プリンタ]を選択し、 Enter キー 
を押します。 


フ。リントサ-ハ、、情報 
フ°リンタ 

情報およびストタス 

ュ -r 

才へ。レ-夕 

サーヒ '、ス NetWare サー ハ'、 

説明 

ハ 。 スワ-ド' 

監視 


2 [ バナータイプ]を選択し 、 Enter 
キーを押します。 

^ [ テキスト]または [ ポストスクリ 
プト]を選択し、 Enter キーを押し 
ます。 


使用可能なハ、、ナ-タイフ。 
テキスト 

ホ°ストスクリフ°卜 


3 Ins キーを押して、新しく作成する 
プリンタ名を入力し、 Enter キーを 
押します。 

ここでは 「 ML 8 C 」 と入力します。 


フ。リンタ： ML 8 C 


f ML 8 C 」が作成されます。 


1定義済みのフ°リンタ 番号ステ-タス1 

ML 8 C 

0 [ c ] 




斗 [プリントキュー割当て]を選択し、 
Enter キーを押します。 

^ Ins キーを押して、[使用可能プリン 
トキュー]から、作成したプリント 
キューを選択し、 Enter キーを押し 
ます。 

ここでは 「 Q -8 C 」 を選択します。 


使用可能フ°リントキュ- 

〇 -8 C 
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Q プリントキューの優先順位を入力し、 
Enter キーを押します。 

ここでは「1」と入力します。 


使用可能デリントキュ- 

Q -8 C 



優先順位：1 



プリントキューが割当てられました。 


NetWare サ-ハ、、¥フ°リントキユ- 優先順位ストタス| 

SOFT 22- NW 4¥ Q -8 C 

1 [ C ] 




NDS モードで 

PCONSOLE を起動し直します 


パインダリモードで作成したキューを、 
NDS モードで他のコンテキストユーザ 
が利用できるよラに設定を行います。 

NDS モードで他のコンテキストユーザ 
が利用する必要がない場合は、以下の設 
定を行ラ必要はありません。「イーサ 
ネットボードを設定します」へ進んでく 
ださい。 

7 [終了しますか？]が表示されるま 
で ESC キーを押し 、 [Yes ] キーを 
選択し 、 Enter キーを押します 0 


利用可能な項目 
終了しますか？ 
No 


Yes 


/ [変更を保存しますか？]と表示さ 
れるまで ESC キーを押し、 [ Yes ] 
を選択し、 Enter キーを押します 0 


F ： ¥ > Logout 


3 cx コマンドを使って、 admin が存在 
するディレクトリへ移動します。 
ここではデイレクトリ「 ENG 7 」へ 
移動します。 


変更を保存しますか？ 
No 
Yes 


2 一旦、ファイルサーバからログアウ 
卜します。 


F ： ¥ > cx ENG7 
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4 ファイルサ _ パに、 admin として 
NDS モードで、□グインし直します。 
ここでは、ファイルサーバ 
r SOFT 22- NW 4 」に□グインし直 
します。 

□グイン入力後、パスワードを入力 
してください。 

F: >¥Loain SOFT22-NW4/admin 


〇 CX コマンドを使って、バインダリコ 
ンテキストで指定したディレクトリ 
へ移動します。 

ここでは r SOFT 22 」へ移動します。 

F:¥>cx SOFT22 


£) PCONS 〇 LE を起動します。 

F:¥>pconsole 

[ 利用可能な項目]が表示されます。 


利用可能な項目 


フ 。 リントキュ- 
フ 。 リンタ 
フ。リントサーハ、、 

クイックセットアッフ° 

コンテキストの変更 


プリンタを作成します 


1 [プリンタ]を選択し、 Enter キー 
を押します。 


利用可能な項目 


フ。リントキユ- 


フ。リンタ 


フ。リントサ-ハ'、 

クイックセットアッフ° 

コンテキストの変更 


2 Ins キーを押して、バインダリモード 
で作成したプリンタ名 (84 ページ)を 
入力し、 Enter キーを押します。 
ここでは「 ML 8 C 」と入力します。 


フ。リンタ： ML8C 


r ML 8 C 」が作成されます。 


フ°リンタ 


ML8C 
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プリンタにプリントキューを割当てます 


1 作成したプリンタを選択し 、 Enter 
キーを 押します。 

ここでは 「 ML 8 C 」 を選択します。 


フ 0 リンタ 


ML8C 


£> [変更を保存しますか？]と表示さ 
れるまで ESC キーを押し、 [ Yes ] 
を選択し、 Enter キーを押します 0 


変更を保存しますか？ 
No 
Yes 


2 [ パナータイプ]を選択し 、 Enter 
キーを押します。 

^ [ テキスト]または[ポストスクリ 
プト]を選択し、 Enter キーを押し 
ます。 


使用可能なハ''ナ-タイ/ 
テキスト 

ホ°ストスクリフ°卜 


斗 [プリントキュー割当て]を選択し、 
Enter キーを押します。 

^ Ins キーを押して、[オブジェクト， 
クラス]の中から、バインダリモー 
ドで作成したプリントキュー （83 
ページ）を選択し、 Enter キーを押し 
ます。ここでは 「 Q -8 C 」 を選択し 
ます。 


オフ''シ''ェクト，クラス 

....* 

( へ。アレント） 

Q -8 C 

( フ。リントキュ-） 


プリントキューが割当てられました。 


フ。リントキュ- i 

憂先順位ストタス 

Q -8 C 

| 1 [ C ][ D ] 
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7 章 NetWare から利用するには 


アリントキュ - の使用を許可するテ '' ィレ外リユ - サ '' 
またはク''趴アを指定します 


7 [ 利用可能な項目]の[プリント 
キュー]を選択し、 Enter キーを押 
します。 


利用可能な項目 


フ。リントキユ- 


フ。リ7夕 
フ。リントサ-ハ'、 

クイックセットアッフ° 

コンテキストの変更 


2 パインダリモードで作成したプリン 
トキュー (83 ページ)を選択し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは 「 Q -8 C 」 を選択します。 


フ。リントキュ- 





Q -8 C 






3 [プリントキュー情報]から[ユー 
ザ]を選択し、 Enter キーを押しま 
す0 


フ°リントキュ-情報 


情報 


ユ-サ、、 


ォへレ-夕 
フ°リントサ-ハ'' 


^ [ プリントキューユーザ]で Ins 
キーを押します。 

[ ォブジェクト，クラス ] の中より、 
ユーザまたはグループを選択し . En ¬ 
ter キーを押します。 


オフ''シ''ェクト，クラス 

+NETWORK G 
+ SOFT 22 

Admin 

* (へ。アレント） 
(カレントコンテキスト） 
(部門） 
(部門） 

(ユ-す） 

miyamoto 

(: HT ) 


ユーザまたはグループが登録され 
ます。 


| フ 0 リント キュー ： HT | 

Admin 

(ユ -r) 

miyamoto 

(ュ-サ、、） 




PCONSOLE を終了します 


1 [終了しますか？]が表示されるま 
で ESC キーを押し、[丫 es ] キーを 
選択し 、 Enter キーを押します。 


利用可能な項目 


終了しますか？ 


No 

Yes 


^ ファイルサーバから□グアウトし 
ます。 

F:¥> し oaout 
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イーサネットホードを設定します 


Standard Setup Utility ( Windows ) を使った設定を説明します。 

Setup Utility ( Macintosh) 、 TELNET などでも設定できます。以下の説明を参考の上、 
お使いのネットワーク璟境にあったユーティリティをご利用ください。 

|注/1 • NetWare のファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動している状態 

-で、ユーティリティを使用してください。 

•プリンタの電源は、ファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動してい 
る状態で ON にしてください。また、プリンタの電源が〇 FF の場合はイー 
サネットボードの設定は行えません。 

Standard Setup Utility が起動した状態から説明します。ユーティリティのセットアッ 
プ方法は「第8章イーサネットボードの管理」をご覧ください。 

7 一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 

巧イーサネットアドレス （MAC Address ) は、イーサネットボードの自己診断テ 
1ぬ J ストに表示されています。 



NetWare ファイルサーバが多数あると、 
一覧に表示されないことがあります。 
このような場合は[オプション]メ 
ニューの[環境設定]を選択し、 
[ NetWare ] タブをクリックします。 
[検索するネットワークを指定する]を 
選択し、イーサネットボードが存在す 
る NetWare ネツトワークアドレスを入 
力し、[登録]をクリックします。メイ 
ン画面で[ファイル]メニューの[〇 KI 
Device の検索]をクリックすれば、指 
定した NetWare ネットワークアドレス 
内だけが検索されます。 



TCP/IP NetWare |liaeout| 

F NetWare プ£3トコルを使用する 
r 検索するネ、ジトワークを自動検出する 
検索するネ y トワ-クを指定する 
| P 1 登録⑷ 

00000002 ■ 

； : L — 肖慕疆 


OK j キャンセル j 


□I 
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7 章 NetWare から 利用す るには 


P [設定]メニューの [ OKI Device の設定]を選びます。 


0 Ad min Manager 


ファイル0ステータス M 「設定⑤オブシヨン (0 ヘルプ妙 



3 [ NetWare ] タブをクリックします 0 
/—、 



4 NetWare 設定画面で、次の項目を設定します。 


TCP/IP NetWare | EtherTalk | SNMP 丨 prnl 
W NetWare プロトコルを使用する 


/「プリントサーバ名」を入力します。こ 
/こでは「 8 C - PSERVER 」と入力します。 

\^ 7 \ NetWare4.1J では 83 ぺージ、 

NetWare3.12J では 101 ページで 
作成した「プリントサーバ名」と 
必ず一致させてください。 


動作モード- 

タプリントサーバ 


j モートプリンタ 

プリント サーバ 詳細 


Net Ware ポート名 



I 設定 ] 


-[プリントサーバ]を選択します。 

, 「プリンタ名」を入力します。 
ここでは 「 ML 8 C 」 と入力します。 

[^7] NetWare4.1J では 84 ぺージ、 

NetWare3.12J では 101 ぺージで 
作成した「プリンタ名」と必ず一 
致させてください。 






NetWare4.1 J 環境 


5 NetWare 設定画面の [ プリントサーバ詳細...]をクリックし、次の項目を入力し、 
[〇 K ] をクリックします。 

/ プリンタを管理する r ファイルサーバ 
〆 名」を入力します。ここでは r SOF 22- 
111,11 11 1 NW 4 J と人力します0 

接続するファイルサーバー / - 

-- / - - fe # /l NetWare 4.1 J では82ぺーン、 

1 I 5 丨 ^- NetWare 3.12 J では100ページで 

2「 6「 ログインした「ファイルサーバ」 

3 |- 7 |- と必ず一致させてください。 

4 r 8 r ファイルサーパに□グインするための 

パスヮード I ノ乙 「パ スワー ド」を設定します。プリント 

. ぃ价， (7 - サーバにパスワードを設定した場合に入 

ポーリ 〆 グ間限 ド \ (秒） , ... 

— 力します。 

キャンセル广サ-パに job の問い合ゎせをする間隔 

_ 卜 . ^__ — 1 を秒単位で指定します。通常は4秒（初 

期設定）のままご使用ください。 


ポーリング間隔 


F \ 


_キャンセル」 
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7 章 NetWare から利用するには 


/設定に間違いがなければ、 [ はい] 
をクリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信 
されます。 


Q ファイル サーバの [ NetWa 「 e 4.1 コ 
ン ソールモニタ] 上に、設定したプ 
リントサーバ名が表示されれば ファ 
イルサーバへの接続は完了です。 




設定内容を OKI Dev ice [こ 送 f 言します。よろしいで■すか？ 


表示されない場合は、ファイルサ_ 
パとイーサネットボードの設定を最 
初からやり直してください。 




[^71 ただしこの時点では、イーサネッ 
~トボードは送信前の設定値で動作 
しています。 

Q 設定値を有効にするため、 [ はい] 
をクリックします。 


、婉を有効 Ct るため(こ OKI Device 扨セ讣します。よろしいで■すか？ 

ff -mw r.ll ぃぃぇ ㈣ | 


< NetWare 4. 1コンソールモニタ> 


NetWare 4.10 コンソ - W ニタ 4.12 

デイレクトリツリ -「ODCSOFT」 の十■ベ名： rSOFT22-NW4j 

トハ ” ぐ - シヨン： NetWare 4.10 -1998 March 31 


_ 一般情報 _ 

トハ、、稼働時間： 30:09:47:40 

利用状況： 0% 


1 アクティア' な接続 1 

4 8 C-PSERVER 

1 SUPERVISOR 

3 MIYAMOTO 







「利用可能オフ°シヨン」 
の「接続情報」を 
選択した画面 


ここで[いいえ]を選択した場合、 
プリンタの電源を〇 FF / ON すれ 
ば設定値が反映されます。 
プリンタによっては、プリンタの 
電源を〇 FF / ON する必要があり 
ます。 
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NetWare4.1 J 環境 


NetWare4.1J リモートプリンタモード 


NetWare 4.1 J リモートプリンタモードを利用するために必要なファイルサーパとイー 
サネットボードの設定を行います。 

[^71 - NetWarellJ プリントサーバモードを NDS ネットワークで利用する場合は 
- 76ページをご覧ください。 

• NetWare 4.1 J プリントサーバモードをバインダリネットワークで利用する場 
合は82ページをご覧ください。 

• NetWare 3.12 J 環境を利用する場合は100ページをご覧ください。 

以下の説明は、 NetWa 「 e 4.1 J を例にしています。〇 S のパージョンやシステム構成に 
よって画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

NetWare の NDS ツリ ー「 ODCS 〇 FT 」 、 admin ユーザが存在するコンテキスト 「 ENG 7」 、 
プリントサーパなどを作成するコンテキスト 「 SOFT 22. ENG 7」、 

ファイルサーパ rSOFT 22- NW 4 J の璟境にイーサネットボードを接続します。 


NDS で PCONSOLE を起動します 


NetWare サーバへ□グインするためのネツトワークドライプ名は F : を例にして 
います。 


7 クライアントで cx コマンドを使つ 
て admin が存在するコンテキストへ 
移動します。 

ここではコンテキスト「 ENG 7 」へ 
移動します。 

F:¥>cx ENG7 

2 ファイルサーバに、 admin の権限で 
□グインします。 

ここではファイルサーバ「 SOFT 22 - 
NW 4 」へ□グインします。 

□グイン入力後、パスワードを入力 
してください。 

F:¥>Login SOFT22-NW4/admin 


3 cx コマンドを使って、プリントサー 
パ、プリンタ、プリントキューを作成 
するディレクトリへ移動します。 
ここでは r SOFT 22 」へ移動しま 
す。 

F:¥>cx SOFT22 

4 PCONSOLE を起動します。 

F:¥>pconsole 

[利用可能な項目 ] が表示されます。 


利用可能な項目 


フ 。 リントキュ- 


フ 。 リンタ 


フ。リントサ-ハ'、 


クイックセットアッフ° 


コンテキストの変更 
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7 章 NetWare から利用するには 


プリントサーパ、プリンタ、 
プリントキューを作成します 


1 [クイックセットアップ]を選択し、 
Enter キーを押します。 


利用可能な項目 


フ。リントキュ- 
フ。リンタ 
フ。リントサー 〆 


クイックセットアッ'7° 


コンテキストの変更 


2 プリントサーバ名、プリンタ名、プリ 
ントキュー名が自動的に作成されま 
す。必要に応じて変更します。 
ここでは、プリントサーバ名 「8 C - 
PSERVER 」、 プリンタ名 「 P 1 」、プ 
リントキュー名「 Q 1- PS 」と入力し 
ます。 

fj ±71 バナータイプはプリンタにあわせ 
て作成します。 


PCONSOLE を終了します 


1 [終了しますか？]が表示されるま 
で ESC キーを押し 、 [Yes ] を選択 
し、 Enter キーを押します。 

^利用可能な項目 
終了しますか？ 

No 

Yes 

2 ファイルサーバからログアウトし 
ます。 

F :¥> し oaout 


フ°リントサ-ビスクイックセットアツフ° 


フ。リントサーハ、、： 

8 C-PSERVER 

新しいフ°リンタ： 

P 1 

新しいフ。リントキュー： 

Q 1 -PS 

フ 。 リントキュ- r リュ-ム： 

SOFT 22- NW 4 SYS 

ハ''ナ-タイフ。： 

ホ°ストスクリフ°卜 

フ。リンタタイフ。: 

レル 

位置： 

手動 口-ド 

割込み： 

なし（ホ。-リンク''モード） 

ホ 0 -卜： 

LPT 1 


3 [変更を保存しますか？]と表示さ 
れるまで ESC キーを押し [Yes ] を 
選択し、 Enter キーを押します。 


変更を保存しますか？ 


No 


Yes 
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NetWare4.1 J 環境 


ファイルサーバ上で 
プリントサーパを起動します 


7 ファイルサーバコンソールで、プリ 
ントサーパを起動します。 

もし、プリントサーパが起動してい 
る場合は、プリントサーパを利用し 
ているユーザがいないことを確認の 
上、プリントサーバを再起動します。 

: LOAD PSERVER 

2 [プリントサーパ名の入力]画面で、 
Enter キーを押し、 [ カレントコンテ 
キスト内容]リストから作成した 
「プリントサーバ名」 （94 ページ）を 
選択し、 Enter キーを押します0 
ここではカレントコンテキスト 
r SOFT22.ENG 7 」から「 8 C- 
PSERVER 」を選択します。 



j プリントサーパが起動します。 

[ 利用可能な項目 ] の[プリンタス 
テータス]を選択し、 Enter キーを 
押します。 


斗 [プリンタリスト]から、作成した r プ 
リンタ名」 （94 ページ）を選択し、 
Enter キーを押します。 

ここでは「 P1.SOFT22.ENG7 」を 
選択します。 


フ°リンタリスト 


Pl . SOFT 22. ENG 7 0 


プリンタの状況が表示されます。 
ここでは、まだ [ カレントステータ 
ス]は [ プリンタ未接続]です。 


フ° リンタ： P 1. SOFT 22. ENG 7 
タイフ。：手動口-ド（リモ-卜)， LPT 1 

カレントステ-タス：フ。リンタ未接続 







プリンタの接続 
状態を確認する 


利用可能な項目 

フ。リンタステータス 
フ°リントサ-ハ''情報 
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7 章 NetWare から利用するには 


イーサネットホードを設定します 


Standard Setup Utility (Windows) を使った設定を説明します。 

Setup Utility (Macintosh) 、 TELNET などでも設定できます。以下の説明を参考の上、 
お使いのネットワーク環境にあったユーティリティをご利用ください。 

匕主/1 • NetWare のファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動している状態 
で、ューティリティを使用してください。 

•プリンタの電源は、ファイルサーバ及びプリントサーバが正常に起動してい 
る状態で ON にしてください。また、プリンタの電源が〇 FF の場合はイー 
サネットボードの設定が行えません。 

Standard Setup Utility が起動した状態から説明します。ユーティリティのセットアッ 
プ方法は「第8章イーサネットボードの管理」をご覧ください。 

7一覧より、イーサネットアドレスを参照して、設定を行うイーサネットボードを選 
択します。 


イーサネットアドレス （MAC Address) は、イーサネットボードの自己診断テ 
L ぬ J ストに表示されています。 


テ-タス凶設定⑤オプション®ヘルブ妙 





NetWare ファ イルサーバが多数あると、 
一覧に表示されないことがあります。こ 
のような場合は[オプション] メニュー 
の[環境設定]を選択し、 [ NetWare ] 夕 
ブをクリックします。 

[検索するネットワークを指定する]を 
選択し、イーサネットボードが存在する 
NetWare ネットワークアドレスを入力 
し、[登録]をクリックします。メイン画 
面で [ファイル]メニューの [OKI Device 
の検索]をクリックすれば、指定した 
NetWare ネットワークアドレス内だけが 
検索されます。 



TCP/IP NetWare | limeout | 

F Metllare プロトコルを使用する 


□I 


「検索するネ'ジトワ'-クを自動検出する 


F 検索するネットワ〜クを指定する 


登録 (4) | 

00000002 

■ 

: i 一—削除 (2) - _ 


li - : ■! - 

キャンセル| 
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NetWare4.1 J 環境 


2 [設定]メニューの [ OKI Device の設定]を選びます。 


〇 Ad min Manager 

ファイル (£) ステ-タス凶 

設定⑤オブシヨン ( Q ) ヘルプ ( ti ) 

、l il 当 I & 



裸種名 

NetWare © オブジェクト則除必 

MLETB 08 


リセット ( R ) 


テスト印刷① 


IP アドレス設定 


3 [ NetWare ] タブをクリックします。 



4 NetWare 設定画面で、次の項目を入力します。 


TCP/IP NetWare | EtherTalk | SNMP | prnl | 


W NetWare プロトコルを使用する 
マシン名 
フレームタイプ 

動作モード 

疒プリントサーバ 


| ke ! rT 


| AUT 0 


(f リモ〜トプリンタ 


リモートプリンタ詳細... 


NetWare ポート名 


]|P1 


初期化 


m 壬意の r マシン名」をつけます。ユーティ 
リティの一覧表示の際のマシン名に使い 
ます。 


一 [リモートプリンタ]を選択します。 

プリンタ名」を入力します。 

ここでは r pi 」と入力します。 

[^7] NetWaresJ では94ぺージ、 

NetWare 3.12 J では101ページで作 
成した「プリンタ名」と必ず一致 
させてください。 
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7 章 NetWare から利用するには 

U NetWare 設定画面の [ リモートプリンタ詳細...]をクリックし、次の項目を入 
力し、[〇 K] をクリックします。 


リモートブリンタ詳細設定 


接続するプリントサ'■パ 1 



プリンタを管理する r プリントサーパ名 
」を入力します。ここでは r 8c- 
PSERVER」 と人力します。 

NetWare 4. 1 J では94ぺージ、 

一一 1 NetWare 3.12 J では 101 ぺージで 
作成した「プリントサーバ名」と 
必ず一致させてください。 

プリンタポートを解放するまでの時間を 
設定します。通常は10秒（初期設定）で 
ご使用ください。 


£) 全ての設定が終了したら、 NetWare 設定画面で、[設定]をクリックします。 
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NetWare4.1 J 環境 


Y 設定に間違いがなければ、 [ はい] 
をクリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信 
されます。 


Ad min Manager 


設定内容を OKI Device [こ送 f 言しまサ。よろしいで•寸か？ 
|[:]私亚.1 〇| ぃぃぇ⑽ | 


^プリント サーバの [ カレント ステー 
タス]が[プリントジョブ待機中] 
となれば、準備完了です。 

[プリントジョブ待機中]にならな 
い場合は、ファイルサーバとイーサ 
ネットボードの設定を最初からやり 
直してください。 

<プリントサーパ ステー タス> 


[[主.，Iただしこの時点では、イーサネット 
ボードは送信前の設定値で動作して 
います。 


Q 設定値を有効にするため、 [ はい] 
をクリックします。 


□I 


令 


Dev ice をリセツトします。よろしいで•すか？ 



W え (N)] 


フ。リンタ： P 1. SOFT 22. ENG 7 
タイフ。:手動口-ド（リモート)， LPT 1 


カレントステータス:フ。リントシ''ョフ''待機中 


プリンタの接続 
状態を確認する 


|注ここで[いいえ]を選択した場合、 

-プリンタの電源を〇 FF/ON すれ 

ば設定値が反映されます。 
プリンタによっては、プリンタの 
電源を〇 FF/ON する必要があり 
ます。 
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NetWare 3.12J 環境 


NetWare 3.12 J 環境にはプリントサーパモードとリモートプリンタモードがあります。 
ファイルサーバの設定は同じですが、イーサネットボードの設定が異なります。 
NetWare 3.12 J 環境を利用するために必要なファイルサーバとイーサネットボードの設 
定を行います。 

. NetWare^lJ プリントサーバモードを NDS ネットワークで利用する場合は 
^ 1 76ぺージをご覧くださぃ。 

• NetWare 4.1 J プリントサーバモードをバインダリネットワークで利用する場 
合は82ページをご覧くださぃ。 

• NetWares 1 J リモートプリンタモードを利用する場合は93ぺージをご覧く 
ださぃ。 

以下の説明は、 NetWare 3.12 J を例にしています。〇 S のパージョンやシステム構成に 
よって、画面表示や選択肢の内容が一部異なる場合があります。 

ファイルザーパ 「 SOFT 22- NW 312」 の環境にイーサネットボードを接続します。 


— PCONSQLE を起動します トキつ 一 を作成します 


NetWare サーパへログインするため 
のネットワークドライプ名は F : _を 
例にしています。 

7 クライアントマシンからスーパーパ 
イザで、ファイルサーバに□グイン 
します。 

ここでは、ファイルサーバ名 
「 SOFT 22- NW 312」 に□グインし 
ます。 

F:¥>LOGIN SOFT 22- NW 312 /supervisor 

2 PCONSOLE を起動します。 

F：¥>pconsole 


[利用可能な項目 ] が表示されます。 


7 [プリントキュー情報]を選択し、 
Enter キーを押します。 

利用可能な項目 
ファイ財-ハ'' の変更 
アリントキュ-情報 
フ。リントサ-ハ、、情報 

P Ins キーを押して、新しく作成する 
プリントキュー名を入力し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは「 Q -8 C 」と入力します。 
f 新フ。リントキュ-名： Q -8 C ] 


r Q -8 C 」というプリントキューが 
作成されます。 


利用可能な項目 
ファイ財-ハ'' の変更 
フ°リントキュ-情報 
フ。リントサーハ、'情報 
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フリントサーパを作成します 


既存のプリントサーバを利用する場 
合は、以下の設定を行ラ必要はあり 
ません。「プリントサーバが管理する 
プリンタを作成します」へ進んでく 
ださい。 

7 [プリントサーバ情報]を選択し、 
Enter キーを押します。 

利用可能な項目 
ファイ财-ハ'' の変更 
フ° リントキュ-情報 

フ。リントサ-ル、情報 


プリントサーバが管理する 
プリンタを作成します 


7 [プリントサーパ情報]を選択し、 
Enter キーを押します。 

利用可能な項目 
ファ イ财- ハ''の 変更 
フ°リントキュ-情報 

フ。リントサ-ハ'情報 

2 作成したプリントサーバを選択し、 
Enter キーを押します。 

ここでは 「8 C - PSERVER 」 を選択 
します。 


2 Ins キーを押して、新しく作成する 
プリントサーバ名を入力し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは「 8 C - PSERVER 」と入力 
します。 


新フ。リントサ-ハ、、名： 8 C-PSERVER 



3 [プリントサーバ構成]を選択し、 
Enter キーを押します。 
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7 章 NetWare から利用するには 


〇 他のプリンタがインストールされて 
いないプリンタ番号を選択し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは[インストールされていま 
せん 0] を選択します。 


構成完了フ°リンタ _ 

インスト-ルされていません 〇 

インスト-ルされていません 1 

インスト-ルされていません 2 

インスト-ルされていません 3 

インスト-ルされていません 4 

インスト-ルされていません 5 


/ [ タイプ]を選択し、 Enter キーを押 
すと、[プリンタタイプ]が表示され 
ます。 

[ リモートパラレル， LPT 1] を選択 
し、 Enter キーを押します。 


_フ°リンタタイフ° _ 

口-カルハ。ラレル， LPT 1 
口-カルハ。ラレル， LPT 2 
口-カルハ。ラレル， LPT 3 
口-カルシリアル’ COM 1 
口-カルシリアル’ COM 2 
口-カルシリアル’ COM 3 
口-カルシリアル， COM 4 
リモ-ト ハ。 ラレル， LPT 1 
リモートハ.ラレル， LPT 2 
リモートハ。ラレル， LPT 3 


£)[ 名前]の欄に、リモートプリンタ 
の名前を入力します。 

ここでは 「 ML 8 C 」 と入力します。 



Q Esc キーを押し、[変更を保存しま 
すか？]と表示されたら、 [ Yes ] 
を選択し、 Enter キーを押します 0 
プリンタ番号 [0] 番に 、 r ML 8 C 
」というプリンタが作成されます。 

構成完了フ°リンタ 

ML 8 C 

インスト-ルされていません 
インスト-ルされていません 
インスト-ルされていません 
インスト-ルされていません 
インスト-ルされていません 


0 

1 

2 

3 

4 

5 


102 



NetWare 3.12 J 環境 


プリンタにプリントキューを 
割り当てます 


1 [プリンタでサービスされている 
キュー]を選択し、 Enter キーを押 
します。 


フ°リントサ-ハ、、構成メ ニ ュー 
使用されているフアイ;14-ハ、、 

フ°リンタ通知リスト 

フ°リンタでサ-ビスされているキュ- 

フ°リンタの構成 


斗 プリントキューの優先順位を入力 
し 、 Ente r キーを押します。 
ここでは「1」を入力します。 


使用可能キュ- 


1 Q-BC 





優先順位：1 


2 [定義済みのプリンタ]から、プリ 
ントキューを割り当てるプリンタを 
選択し、 Enter キーを押します 0 
ここでは「 ML 8 C 」を選択します。 


プリントキューと優先順位が割当て 
られます。 

複数のプリントキューを割り当てる 
場合は、手順3と4を繰り返します。 


定義済みのフ°リンタ 


| ML 8 C 

1 0 


ファイルサ- ハ、、 キュ- 優先順位 

SE22 Q-8C 1 


3 I ns キーを押して、[使用可能 
キュー]からプリンタに割り当てる 
プリントキューを選択し 、 Enter 
キーを押します。 

ここでは 「 Q -8 C 」 を選択します。 


使用可能キュ- 

Q -8 C 
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7 章 NetWare から利用するには 


Pconsole を終了します 


1 [終了しますが？ PConsole ] が表 
示されるまで Esc キーを押し、 
[ Yes ] を選択します。 


利用可能な項目 


終了しますか？ PConsole 


No 

Yes 


プリン トサーバモードを 
利用する場合 


7ユー ティリティを使って、イーサ 
ネットボードの設定を行います。 
NetWare 4.1 J プリントサーバモード 
のパインダリネットワークの「イー 
サネットポードを設定します」 （89 
ページ）の手順にしたがって下さい。 


リモートプリンタモードを 
利用する場合 


1 ファイルサーバコンソールで、プリ 
ントサーバを起動します。 

ここではファイルサ_パ上で r 8 C - 
PSERVER 」 を起動します。 


: LOAD PSERVER 8 C-PSERVER 


もし、プリントサーバが起動してい 
る場合は、プリントサーバを利用し 
ているユーザがいないことを確認の 
上、プリントサーバを再起動します。 

: UNLOAD PSERVER 
: LOAD PSERVER 8 C-PSERVER 


^ユーティ リティを使って、イーサ 
ネットボードの設定を行います。 
NetWare 4.1 J リモートプリンタモー 
ドの「イーサネットボードを設定し 
ます」 （96 ページ）の手順にしたがっ 
て下さい。 
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イーサネットボードの管理 

Web ブラウザを使います .. . 106 
TELNET を使います ...115 
Standard Setup Utility (Windows) を使います … 123 
Quick Setup Utility (Windows) を使います … 134 
Setup Utility ( Macintosh ) を使います ... 136 
JetAdmin を使います ...141 
SNMP を使います ...142 
イーサネットボード設定内容 ...143 





8 章イーサネットボードの管理 


Q イーサネットポードの管理 

イーサネットボードの設定をネットワーク上のコンピュータから行ラことができます。 
その手順について説明します。 


Web ブラウザを使います 


TCP / IP でネットワークに接続している場合 、 Microsoft Internet Explorer や 
Netscape Navigator などの Web ブラウザを利用して、イーサネットボードの設定や 
プリンタのメニュー設定ができます。 


次の条件にあう Web ブラウザをご利用ください。 

• Microsoft Internet Explorer Ver .3.0 以上 

• Netscape Navigator Ver .3.0 以上 

なお、 Web ブラウザの起動方法及び操作については、各 Web ブラウザのマニュアルを 
ご覧ください。 

[^71 •上記 Web ブラウザ以外は動作保証されません。 

^~ 1 •イーサネットボードは TCP / IP でネットワークに接続されている必要があり 
ます。 

•設定を変更するには 「 root 」 ユーザでログインする必要があります。 

• Web ブラウザ利用時の「 root 」 ユーザのパスワードは、「イーサネットア 
ドレスの下6桁」です。このパスワードは変更できません。 


以下の説明は、プリンタは MICR 〇 LINE 8 c ( PS ) で、 Windows 98 、Microsoft Internet 
Explorer Ver .5.0 を例にしています。 


1 イーサネットボードに IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定しま 
す0 

詳細は「イーサネットボードに IP アドレスを設定します」 （14 ページ）をご覧く 
ださい。 

2 Web ブラウザを起動し、[アドレス （Location . 場所）]にイーサネットボー 
ドの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します 〇 


< IP アドレスが192.168 .20. 127の場合〉 

http : //192 .168.20. 127 


about：blank - Microsoft Internet Explorer 


ファイル ( D 編集 (£) 表示秘移勒 


アド石!^ _ 


進む 




I® http ： // 192.168 .20.1 27 



Web ブラウザを使います 


プリンタ ステー タス （Printer Status ) 画面が表示されます。 

j 左のフレームの中がら変更する項目をクリックします。各項目の詳細画面が表示さ 
れます。詳細は「設定項目」 （109 ページ）をご覧ください。 


<左フレームの項目> 


|注 Microsoft Internet Explorer を使用する場合 

- • [プリンタステータス]画面の[ステータス更新]ボタンを有効にするため 

には、 Microsoft Internet Explorer5.0J の [ツール] メニューの [インター 
ネッ トオプション]を選択し、[全般]タブにある[インターネットー時ファ 
イル]の[設定]をクリックし、[保存しているぺージの新しいバージョン 
の確認：]を[ページを表示するごとに確認する]に設定します。お使いの 
Web ブラウザで同様の設定を行ってください。 

Netscape Navigator を使用する場合 

• [プリンタステータス]画面の[ステータス更新]ボタンを有効にするため 
には、 Netscape Communicator 4.04 J の[編集]メニューの[設定]を選択 
し、[詳細]の[キャッシュ]をクリックし、[キャッシュしたドキュメント 
とネットワーク上のドキュメントとの比較]を[セッション毎]に設定しま 
す。お使いの Web ブラウザで同様の設定を行ってください。 

• 設定の変更直後に Web ブラウザの大きさを変更すると、[セキュリティ情 
報]ダイアログが表示されることがあります。その場合は、ダイアログの中 
の[次回もこの警告を表示する]のチェックを外してください。お使いの 
Web ブラウザで同様の設定を行ってください。 


MICROLINE 8c 

プリンタ ステータス 

ネットワークカード 

ネットワークステータス 

ネットワーク接続方法 

TCP/IP 

NetWare 

NetBEUI 

EtherTajk 

SNMP 

プリンタのメニュー 
給紙方法と用紙サイズ 

夕つマーとノノラーム 
エミュレーシヨン 




フ7イル® 編集® 表示⑼お気に入りが 

ッ-ル① 

ヘルブ <u> 



a 

A\\ 


屆歴 メ ー ル识ズ 

アドレス® http：// 192.168.20127/ 




▼」 p 移觔 »j 


MICRO LINE 8c 









ステータス更新1 



_: 


ネットワ'- ットワークステータス.ネットワーク梓筠方; 'fc TCP/lP..NrtWar8.： 
クカード： I NetBEUI EtherTalk. SNMP 

ナノノ_5«^ | 铪紙方法と用紙 サイズ.$イマ ーとアラーム ■ エ5ユしーシ a ン 
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Web ブラウザを使います 



各項目の詳細については、「イーサネットボード設定内容」 （143 ページ）をご覧く 
ださい。 

[^7] プリンタにより使用できる項目が異なります。 


ネットワークステータス 



ネットワーク接続方法 


プロトコルオプション 

% 

各プロトコルの有効/無効を設定しま 

/ wJI Q ネクトヮ-ク 

す。 


フレーム オプション 

ネットワークバージ 3 ン ：2.0.0 

ネットワークのフレームタイプを設定し 

MAC アドレス ： 00 ： 80 ： 92 ： 01 ： 00 ： D2 

ます。 

プロトコルオゴシ 3 ン 

TCP/IP :| 有効 J 

NetWare :| 有効 

NetBEUI :| 有効 J 

EtherTalk:| 有幼▼」 


フレームオゴシ 3 ン 
フレーム5イゴ:| auto 二 J 
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8 章イ ー ir ネマソトボードの管理 


TCP/IP Settings 


RARP 


TCP/IP Settings 

DHCP/BOOTP 仂沁 IP アドレスを取得〉 

RARP 

劝こ！ 

92.168 .20.1 27 

サフネツトマスク:|255.255.255.0一一 
デフォルトゲ-トゥェィ：|〇^0- 

DHCP / BOOTP (サーバから ip アドレスを取得) 

DHCP / BOOTP サーバを利用して 
動的に IP アドレスを取得する場合 
は[有効]にします。直接 IP アド 
レスを入力する場合は[無効]に 
します。 


RARP サーパを利用して動的に IP アド 
レスを取得する場合は [ 有効]にしま 
す。直接 IP アドレスを入力する場合は 
[ 無効]にします。 

IP アドレス，サブネットマスク，デフオル 
トゲートウェイ 

イーサネットボードに割り当てる IP アド 
レス、サブネットマスク、ゲートウェイ 
をそれぞれ1〇進数 r ***.***.***.***」 形 
式で入力します。 DHCP / B 〇〇 TP サーパ、 
RARP サーパを利用する場合は、設定す 
る必要はありません。 
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NetWare Settings 



プリン トサーバモード 


プリンタ名 

ファイルサーバまたはプリントサーバへ 
登録した「プリンタ名」を入力します。ど 
ちらのモードでも利用します。必ず登録 
したプリンタ名と一致させてください。 

NetWare モード 

イーサネットボードの動作モードをプリ 
ントサーパモード ( PSERVER ) にするか、 
リモートプリンタモード （ RPRINTER ) に 
するか設定します。 


ブリントサーバモード 


ゴリントサーパ名 
バスクード 


ジョブ監視間隔： P ¢-25 

最大ファイルサーバ数：8 _ 
パインダリモ-ド|有効二] 


ブリントサーバモードのファイルサーバ： 


フ說は名 


プリン トサーバ 名 
(マシン名） 

プリント サーバモード 時、ファイル 
サーバへ登録した「プリントサーパ 
名」を入力します。必ずファイルサー 
パへ登録したプリントサーパ名と一 
致させてください。設定値は31文字 
以内の英数字です。 

パスワード 

プリントサーバモード時、ファイル 
サーバに□グインするための「パス 
ワード」です。ファイルサーバ上に設 
定したパスワードと一致させてくだ 
さい。設定値は31文字以内の英数字 
です。 


ジョブ監視間隔 

プリントサーパモード時、プリント 
キューの状態を確認に行く間隔を指定し 
ます。値を小さくするとネットワークに 
負荷をかけます。大きくすると印刷のレ 
スポンスが悪くなリます。通常はデフォ 
ルトでご利用ください。設定値は2〜 
255秒です。 

バインダリモード 

プリントサーパモード時、 NW 4.1 J のバイ 
ンダリおよび NW 3.12 J から使用する場合 
は、必ず[有効]にします。 NW 4.1 J の 
NDS のみで使用する場合は無効にします。 
ツ 1 1 — 名 

プリント サーバモード 時、ファイル サー 
パの存在する「ツリー名」を入力します。 
設定値は31文字以内の英数字です。 

コ ンテキスト 

プリントサーバモード時、プリントサー 
パを作成した「コンテキスト名」を入力し 
ます。設定値は77文字以内の英数字です。 

ファイルサーバ名 

プリントサーバモード時，プリンタを管 
理する「ファイルサーバ名」を入力しま 
す。最大8台までのファイルサーバを指 
定できます。設定値は47文字以内の英 
数字です。 
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リモートブリンタモード 


タイムアウト ： ffO (4-255 秒） 


最大ゴリントサーバ数： 8 


如從 


タイムアウト 

リモートプリンタモード時、最後 
の印字パケットを受け取ってから 
ジョブ終了としてイーサネット 
ボードのポートを解放するまでの 
時間です。設定値が短すぎるとパ 
ケットが遅れた場合など、印刷が 
途中で切れたりします。大きすぎ 
ると他のプロトコルのジョブに影 
響を与えます。通常は、デフォル 
卜値でお使いください。設定値は 
4〜255秒です。 

プリントサーバ名 

リモートプリンタモード時、プリンタを 
管理する「プリントサーバ名」を入力し 
ます。最大8台のプリントサーバを指定 
できます。設定値は47文字以内の英数 
字です。 




112 






丁 RAP コニティ名 
TRAP 獅 IP アト■レス 


プリン： S TRAP コミュニティ名 f public" 


送信先アドレス 
TCP# 110.0 .0.0 


|ァ0000000:厂〇000000000 CNetNode. アドレス HEX フォ~マット> 


TRAP 夕 TCP #1 TCP #2 [TCP # 

|trap |trap |trap 


| 「無幼彐『無 54 三]『無幼彐 
:オフライン | f 無幼 d 「無5力_£] i | 無効二]||■無幼 _£] [®5 Jdj £] [無?)]こ Ji 
用济なし|無功二 j ("無効二 j ) 無幼二 j : r 無効 _£] 丨無幼二 j r 無幼二] 
| J 乐ン； | f 無幼 _£] | f 無幼 _£] | f 無幼 _£] 『無効_3 | f ® 幼_3 無効^! 

「無?)]二]「無 i カニ],1無幼二]I無 J 力: £] 丨無5力 jO I無5カニ J 
写ビン 511 「無 5 )]二]「無 5 il 二]I無??]こ] J 無効三]I無 Jilj 丨無幼二 J 

M 旧- II カテゴリ 
認証コミュニティ名 

15文字以内の英数字です。 

TRAP コミュニティ名 

15文字以内の英数字です。 

TRAP 通矢卩 IP アドレス 

トラップ通知アドレスを入力します。 
IP アドレスが0.0.0.0の場合はトラッ 
プを発行しません。 

SysContact 

M 旧- II の SysContact (管理者名）を 
設定します。255文字以内の文字列で 
す0 


^ IP>:TRAP 

I ® 功二 j |»幼：^ 

|無幼：^ 

1無幼』|無効_^| 
I 無効 _ij f " 無幼 
1無効 i |無幼 
|1_幼二1丨無功二] 

: i 無幼こ j |無幼 _ij 


SysName 

MB - N の SysName (製品名）を設定し 
ます。255文字以内の文字列です。 

Sys し ocation 

MIB - II の SysLocation (設置場所）を設 
定します。255文字以内の文字列です。 

DefaltTTL 

IP パケット生存値 （ TTL 値）を設定し 
ます。設定値は〇〜255秒です。 
Enable AuthenTrap 
認証違反トラップを許可するかどうか 
を入力します。 

許可は「有効」、不許可は「無効」を指 
定します。 

プリンタ TRAP カテゴリ 
プリンタ TRAP コミュニティ名 
31文字以内の文字列で設定します。 
送信先アドレス 
TCP#n 

TCP / IP の場合のトラップ通知先アド 
レスを入力します。アドレスは5ヶ所 
まで指定できます。入力値が r o . o . o.oj 
の場合は Trap を発行しません。 

IPX 

IPX の場合のトラップ通知先アドレス 
を HEX で入力します。アドレスの指定 

は 1 ヶ所です 。 r 00000000 : 

000000000000」の場合は Trap を発 
行しません。 

TRAP タイプ 

TRAP 送信，オンライン，オフライン，用 
紙なし，用紙ジャム，カバーオープン， 
プリンタエラーをそれぞれ使用するか 
どラが設定します。 
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8 章イーサネットボードの管理 


プリンタのメニュー設定を変更します。 

[ p 7] プリンタにより以下の内容が表示されなかったり設定できる項目が異なります。 


給紙方法と用紙サイズ 



タイマーとアラーム 


タイムアウト印刷や、パワーセープなど 

义^タィマ-とァラ-ム 

を設定します。 

タイムアウト印刷： ^ l 90 秒後排出 


¢-300秒） r エラ，除オフ(自動排出オフ） 


マニュアルフィ-ド要求時間： 1 60秒 二] 


バワ_乜ープ：|5分 二 J 


ファン動作音低下モード：|オンヨ 


トナーエラー勖作：梡二 J 


PJL 無効ノ^ラメータ表示：|連続讨ンラインスイッチ押下まで表示〉こ] 


ェラ-レポ-卜印刷:|ォフ」 


デバイスにより設定できる項目が異なります。 



エミュレーシヨン 

霜 

プリンタのエミュレーシヨンを設定します。 

エミユレーシヨン 


設定エミュレーン3ン ： |自動） 二 j 


デ) レ r ス 1こより設定できる項目が異なります。 
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Web— ブ UTif 苦！ 1C 、 ます I 


TELNET を使います 


ワークステーションに付属の TELNET を使って、イーサネットボードの設定ができま 
す 〇 


1注/1 • イーサネットボードの設定を変更する場合は、ユーザ名「 root 」 でログイ 
ンする必要があります。 

• 「 root 」 ユーザのパスワードの初期値は「なし」です。 

• IP アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 

以下の説明は、 SunSolaris 2.4 を例にしています。各コマンドの設定方法などはワー 
クステーションにより異なることがあります。ご使用のワークステーションのマ 
ニュアルをご覧ください。 

7 ワーク ステー ションに ルー トで□グインします。 

[^71 スーパ—ユーザの権限を持っていない場合、ネットワーク管理者に設定を依頼し 

' - ' ブ / -V I \ 


P ARP コマンドを使って、イーサネットボードに一時的な IP アドレスを設定します。 
例： IP アドレスが「192.168.20.127」、 

イーサネットアドレスが r 00：80:92:01:00: D 2 J の場合 

# arp -s 192.168 .20. 127 00:80:92:01:00: D2 temp 

イーサネットアドレス (MAC Address ) はイーサネットボードの自己診断テス 
卜に表示されています。イーサネットボードに ip アドレスが既に設定されている 
場合は、 ARP コマンドによる一時的な設定は必要ありません。 


3 Ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例： IP アドレスが「192.168.20.127」の場合 

# ping 192.168 .20. 127 

\^ 7 ] 応答がない場合は、手順2の IP アドレスの設定、またはネットワークの状態に問 
題があります。ネットワーク管理者にご相談ください。 
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8 章イーサネットボードの管理 


4 TELNET でイーサネットボードに□グインします。 

例： IP アドレス「192.16820.127」のイーサネットボードに□グインした場合の例 

telnet 192.168.20.127 

Trying 192.168 .20. 127 ... 

Connected to 192.168.20.127 
Escape character is ' A ]'. 

EthernetBoard MLETB08 Ver 2.0.0 TELNET server, 
login : root 

'root' user needs password to login. 
password: 

User 'root'logged in. 

No. Message Value (level.1) 


1 : 

2 : 

3 : 

4 : 

5 : 

6 : 

7 : 

8 : 

97 : 

98 : 

99 : 
Please 


Setup TCP/IP 
Setup SNMP 
Setup NetWare 
Setup EtherTalk 
Setup NetBEUI 
Setup printer port 
Display status 
Setup printer trap 
Reset to factory set 
Quit setup 
Exit setup 
select(1-99)? 


5 変更する項目の番号を入力します。各項目の詳細画面が表示されます。 

{ j イーサネットボードからログアウトします。 

新しい設定を有効に するために、 プリンタの電源を 〇 FF/ON します。 

[^71 プリンタの電源を〇 FF / ON しない場合、イーサネットボードは送信前の設定値で 
動作しています。必ず、プリンタの電源を〇 FF / ON してください。 
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TELNET を使います 


設定項目 


各項目の詳細については、「イーサネットボード設定内容」 （143 ページ）をご覧く 
ださい。 


メイン画面 


No. Message 


(leve 丄 •1) 


1: Setup TCP/IP 

2 : Setup SNMP 

3 : Setup NetWare 

4 : Setup EtherTalk 

5 : Setup printer port 

6 : Setup NetBEUI 

7 : Display status - 

8 : Setup printer trap 

97 : Reset to factory set 

98 : Quit setup 

99 : Exit setup 
Please select(1 - 99) ? _ 


Display status 
1 : prnl 
2 : system 

Please select(1-2)?_ 


イーサネットボードの設定を初期 
値に戻します。 

イーサネットボードの設定を変更 
せずに、前画面に戻ります。 
イーサネットボードの設定を変更 
して、前画面に戻ります。 



Please select(1 
MLETB08 Version 
TCP/IP status 
IP address : 
Subnet Mask : 
Gateway addr : 
NetWare status 
腿 Print mode : 
EtherTalk status 
Zone Name : 

Type Name : 

Object Name : 
NetBEUI status 
Computer Name 
Workgroup Name 
Master Browser 


192.168 .20.127 
255.255 .255.0 
192.168 .20.254 


LaserWriter 

ML0100D2 


ML0100D2 

PrintServe 

ML0100D2 










TCP/IP 設定画面 


Please select(1-99)? 


Message 


1 : TCP/IP protocol 

2 : IP address 

3 : Subnet mask 

4 : Gateway address 

5 : RARP protocol 

6 : DHCP/BOOTP protocol 

7 : root password 

99 : Back to prior menu 
Please select (1 - 99)? _ 


メイン画面で LI 」 を選択す 
ると表示されます。 TCP/IP 
を使う場合に設定を行ないま 
す0 


ENABLE 

192.168 .20.127 
255.255 .255.0 
192.168 .20. 254 
DISABLE 
DISABLE 


SNMP 設定画面 


Please select(1-99)? 


No. Message 


1 : Authentic community 

2 : Trap community 

3 : Trap address 

4 : SysContact 

5 : SysName 

6 : SysLocation 

7 : DefaultTTL 

8 : EnableAuthenTrap 
99 : Back to prior menu 
Please select(1 - 99) ? _ 


"public" 


メイン画面で [2] を選択す 
ると表示されます。 SNMP を 
使う場合に設定を行ないま 
す。 

[3^7] EnableAuthenTrap で 
-1は Enable 、 2は Dis ¬ 
able です。 


NetWare 設定画面 


Please select(1-99) ? _J 


Message 


1 : NetWare protocol 

2 : Packet type 

3 : NetWare mode 

4 : Setup PSERVER mode 

5 : Setup RPRINTER mode 
99 : Back to prior menu 
Please select (1 - 99)? 


ENABLE 
AUTO 
PSERVER 


メイン画面で [3] を選択す 
ると表示されます 。 NetWare 
を使う場合に設定を行ないま 
す0 














TELNET を便います I 


NetWare プリントサーバモード設定画面 


Please select (1-99) ? 


No. Message 


1 : FSERVER name 1 

2 : FSERVER name 2 

3 : FSERVER name 3 

4 : FSERVER name 4 

5 : FSERVER name 5 

6 : FSERVER name 6 

7 : FSERVER name 7 

8 : FSERVER name 8 

9 : Machine name 
10 : Password 

11 : Job polling interval 

12 : Bindery mode 

13 : NDS tree 

14 : NDS context 

99 : Back to prior menu 
Please select (1 - 99)? _ 


NetWare 設定画面で [4] を 
選択すると表示されます。 
NetWare のプリントサーバ 
モードを使う場合に設定を行 
ないます。 


ML0100D2" 


4 

ENABLE 


NetWare リモートプリンタモード設定画面 


Please select(1-99) ? _5 


Message 



Value 

PSERVER 

name 

1 


" 7 , 7 , 

PSERVER 

name 

2 



PSERVER 

name 

3 



PSERVER 

name 

4 



PSERVER 

name 

5 



PSERVER 

name 

6 



PSERVER 

name 

7 



PSERVER 

name 

8 



Job timeout 



10 


NetWare 設定画面で [5] を 
選択すると表示されます。 
NetWare のリモートプリン 
$モ_ドを使う場合に設定を 
行ないます。 





















Please select (1-99)? —4 


Value 


No. Message 


メイン-面で [4] を選択す 
ると表示されます。 
EtherTalk を使う場合に設定 
を行ないます。 


1: EtherTalk protocol : ENABiiE 
2 : Zone Name : 

99 : Back to prior menu 
Please select (1 - 99)? _ 


NetBEUI の設定画面 


Please select (1-99)? _5 


No. Message 


1 : NetBEUI protocol 

2 : Computer name 

3 : Workgroup name 

4 : Comment 

99 : Back to prior menu 
Please select(1 - 99)? _ 


メイン画面で [5] を選択する 
と表示されます。 NetBEUI を 
Value 使う場合に設定を行ないま 

す0 

ENABLE 
"ML0100D2" 
n PrintServer" 

"EthernetBoard MLETB08" 








プリンタポートの設定画面 


メイン画面で [6] を選択す 
ると表示されます。プリンタ 
ポートの設定を行ないます。 


5〜11番はボストスク 
^~ 1 リブトプリンタのみの 
機能です。その他のプ 
リンタでは使用できま 
せん。 


プリンタ Trap 設定画面 


Please select (1-99) ? _8 

No. Message Value 


1 : Prn-Trap community : "public" 

2 : Setup TCP#1 trap 

3 : Setup TCP#2 trap 

4 : Setup TCP#3 trap 

5 : Setup TCP#4 trap 

6 :Setup TCP#5 trap 

7 : Setup IPX trap 

99 : Back to prior menu 
Please select(1 - 99) ? 


メイン画面で [8] を選択す 
ると表示されま_す。プリンタ 
Trap の設定を行ないます。 











Please select(1-99) ? _Z 


No. Message 

Value 

1 : TCP#1 Trap enable 

DISABLE 

2 : On-line trap 

DISABLE 

3 : Off- line trap 

DISABLE 

4 : Paper Out trap 

DISABLE 

5 : Paper Jam trap 

DISABLE 

6 : Cover Open trap 

DISABLE 

7 : Printer Error trap 

DISABLE 

8 : TCP#1 Trap address 

0.0 .0.0 

99 : Back to prior menu 


Please select(1 - 99) ? 

— 


プリンタ Trap 設定画面で 
[2] 〜 [6] を選択すると表 
示されます。 TCP/IP の場合 
のプリンタ Trap の設定を行 
ないます。 


IPX Trap 設定画面 


Please select(1-99) ? _ ( 
No. Message 

1: IPX Trap enable 

2 : On-line trap 

3 : Off- line trap 

4 : Paper Out trap 

5 : Paper Jam trap 

6 : Cover Open trap 

7 : Printer Error trap 

8 : IPX Trap address 

9 : IPX Trap net 

99 : Back to prior menu 
Please select(1 — 99) ? 


DISABLE 

DISABLE 

DISABLE 

DISABLE 

DISABLE 

DISABLE 

DISABLE 

"000000000000，， 

" 00000000 " 


プリンタ Trap 設定画面で 
[7] を選択すると表示され 
ます。 IPX の場合のプリンタ 
Trap の設定を行ないます。 

| 注 .，| IPX Trap address,IPX 
- Trap net は HEX で入力 

してください。 









Standard Setup Utility ( Windows ) を便います I 


Standard Setup Utility (Windows ) を使います 


イーサネットボード付属の Standard Setup Utility (Windows) は、 TCP/IP、IPX/ 
SPX のいずれかが動作しているコンピュータからイーサネットボードの設定を行うこ 
とができます。 


動作環境 


Windows98/95 日本語版（以後 Windows98/95) 、 Windows 2000 Advanced 
Server/Professional 日本語版（以後 Windows 200 0) 、 

WindowsNT Server4.0/Workstation4.0 日本語版（以後 WindowsNT 4 .0) で、 
TCP/IP か IPX/SPX (NetWare) が動作しているコンピュータ 

•上記以外の System では動作保証できません。 

^~~ 1 ，丁〇卩/旧または IPX / SPX でネットワークに接続できないコンピュータでは、 
本ューティリティは使えません。 

•ューティリティを使用するコンピュータは、イーサネットボードと同ーセグ 
メント上に存在している必要があります。 



以下の説明は、 Windows98 を例にしています。 

イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウエア CD-ROM」 を用意してくだ 
さい。 


y イ _ サネットボード付属「のネット 
ワークソフトウェア CD-ROM」 をコ 
ンピュータへセットします。 

Setup Utility が自動的に起動します。 

^ 7 ] 自動的に起動しない場合は、 

CD - ROM の [ Windows ] フォルダ 
の中の [ Autorun.exe ] をダブルク 
リックしてください。 


^ [日本語]をクリックします。 

1注•叫他言語を選択した場合、 System に 
^影響を与える場合があります。 

ここでは必ず[日本語]を選択して 
ください。 











Oki Data Corporation 


^ [ OKI Device Standard Setup ] を 
クリックします。 


切 __ 

m 〇：じめにお読みください 



Oki Data Corporation 


[インストールしてから起動する] 
を選択した場合、画面の指示にし 
たがってセットアップを続けてく 
ださい。 

[スタート]-[プログラム]-[〇 KI 
Setup Utility ] - [ AdminManager] 
を選択します。 

削除するには[アンインストー 
ル]を選択します。 

こ）一覧より、イーサネットアドレスを 
参照して、設定を行ライーサネット 
ボードを選択し、[設定]メニュー 
の [ OKI Device の設定]を選択し 
ます。 


斗 [インストールせずに、直接 CD- 
ROM から起動する]か、[インス 
Iルしてから起動する]のどちら 
かを選択します。 


「MEMO) イーサネットアドレス （MAC 
[J Address) は、イーサネットボー 
ドの自己診断テストに表示されて 
います。 



124 
















Standard Setup Utility ( Windows ) を使います 


医フ] TCP / IP プロトコルの場合、イーサ 

^-ネットボードに IP アドレスを一度 

も設定していないと一覧に表不さ 
れないことがあります。 

このような場合は[設定]メニュー 
の [ IP アドレス設定]を選択し 、 IP 
アドレスをつけてから、再度検索 
を行ってください。 



[^71 ipx / spx プロトコルの場合、 
NetWare ファイルサーバが多数あ 
ると一覧に表示されないことがあ 
ります。 

このような場合は[オプション] 
メニューの[環境設定]を選択し、 
[ NeWare ] タブ内でイーサネッ 
トボードが存在する IPX ネット 
ワークアドレスを登録し、再度検 
索を行ってください。 


£>必要な項目を入力し、[設定]をク 
リックします。 



/設定に間違いがなければ， [ はい] 
をクリックします。 

新しい設定値がイーサネットボード 
に送信されます。 



ただしこの時点では、イーサネッ 
^~ J トボードは送信前の設定値で動作 
しています。 



Q 新しい設定値を有効にするため、 
[ はい]をクリツクします。 



ここで[いいえ]を選択した場合、プ 
リンタの電源を〇 FF / ON すれば新 
しし、設定値が反映されます0 

イーサネットボードによっては、プ 
リンタの電源を〇 FF / ON する必要 
があります。 
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各項目の詳細については、「イーサネットボード設定内容」 （143 ページ）をご覧く 
ださい。 


TCP / IP 設定画面 


① TCP/IP を利用するかどうか設定します。 

② IP アドレスを入力します。 

©RARP や DHCP/B 〇〇 TP からアドレスを 
取得する場合は、チェックします。 

④ サプネットマスクを入力します。ルータ 
やゲートウェイを使用しない場合は 
ro.ao.o」 と指定してください。 

⑤ ゲートウェイを入力します。ルータや 
ゲートウェイを使用しない場合は 
「0.0.0.0」と指定してください。 

©ROOT のパスワードを入力します。 


NetWare 設定画面 




126 



Standard Setup Utility ( Windows ) を便います I 


EtherTalk 設定画面 



① EtherTalk を利用するかどうか設定しま 
す。 


② セレクタで見えるプリンタ名を変更する 
場合、新しいプリンタ名を入力します。 

③ プリンタを他の論理ゾーンに変更したい 
場合、ゾーン名を入力します。 


SNMP 設定画面 



① 認証コミュニティ名、トラップコミュニ 
ティ名を設定します。 

② トラップ通知先の IP アドレスを入力しま 
す。トラップを使用しない場合は 
ro . ao . o 」 と入力してください。 

©SysContactx SysName、SysLocation 
を設定します。 

④ IP パケットの TTL 値です。通常は変更 
しないでください。 

⑤ 認証エラーの時にトラップを発生させる 


場合はチェックをつけます。 
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8 章イーサネットボードの管理 


プリンタポート設定画面 


r 

印字終了時文字列 



■ バナーぺージの出力 


初期化 


① 直接出カポート （ ip ) へ印字データを送る 
前と後にプリンタに送出する文字列です。 

② 漢字フィルタ経由出カポート （ sjis 、 euc ) 
へ印字データを送る前と後にプリンタに 
送出する文字列です。 

③ PS 固定です。 

④ 漢字フィルタ経由出カポート （ sjis 、 euc ) 
のタブサイズ、ページ幅、ページ長を指定 
します。 

、⑤バナーを出力するがどラかを設定します。 
この項目は TCP/IP プロトコルのみ有効で 
す0 


[漢字変換出力設定]は、ポストスク 
リプトプリンタのみの機能です。その 
他のプリンタでは使用できません。 
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Standard Setup Utility ( Windows ) を使います 


プリンタ ステー タス 


テータス]メニューの[プリンタステータス]を選択します。 


表示幼オフ％ン ◎ ヘル: r ( ti ) 


現在のプリンタの状態を表示します。 


J [ 終彻 1 

孕 3 □ □ S 

PRINTING PAPE ROUT SELECT ERROR 



[ステータス]メニューの[システムステータス]を選択します。 


7?イル<£>オブシ3ンヘルプ ( H ) 

里 ] Hi»J ><J _ 



MLETB08 Version 2.0.0 
TCP/IP status 

IP address :192.168.0-! 

Subnet Mask : 255.255 .25! 

Gateway addr : 0.0.0.0 

MetWare status 

MllPrint node： Failed 
EtherTalk status 
Zone Mane : x 

Type Nane : LaserWriter 

Object Nane : UL0100D2 
NetBEUI status 

Computer Name : ML0100D2 
Workgroup Name : PrintServer 
Master Browser : HL0100D2 

54:07 prnl Ready 


308 [ E/d:D0:80:92:Dl:0D:d21 


現在のイーサネットボードの設定内容を 
表示し、ログファイルとして保存するこ 
ともできます。 


不ットメー' 


[ステータス]メニューの[ネットメータ]を選択します。 





ネットワークの利用状況がリアルタイム 
で表示されます。 

設定方法など詳細項目については、ネッ 
トメータの各画面の 「 Help 」を参考にし 
てください。 

CD - ROM から起動させた場合の 「 Help 」 
は英文です。 

[^71 ネットメータはフリーソフトウェアで 
—す。動作保証されません。 
















8 章イーサネットボードの管理 


NetWare のキュー作成 


NetWare サーバ上にプリントキューを作成することができます。 

Ty ] • Standard Setup Utility を起動するコンピュータに、 NetWare Clients 32 また 
1 ~~ は IntranetWare Client が追加されていて、 NetWare の NDS ネットワークや 
バインダリネットワークへログインできる必要があります。 

•各サーバには、オブジェクトを作成できる権限を持つューザでログインする 
必要があります。 

• NetWare 4.1 J リモートプリンタのプリントキューは、 NDS モードで作成する 
必要があります。バインダリモードでは作成できません。 


1 イーサネットボードを選択してから、 ^ネットワーク環境にあわせて、 

[設定]メニューの [ NetWare の [ NDS モード]か[パインダリモー 

キュー作成]を選択します。 ド]を選択します。 









6 


[完了]をクリックします。 


Standard Setup Utility ( Windows ) を使います 

7引き続き[〇 Kl Device の設定]を 
選択し、イーサネットボードの設定 
を行ってください。 


NetWare サーバ上に作成しているプリントサーバ、プリントキュ- 
除することができます。 


-、プリンタを削 


[^71 - Standard Setup Utility を起動するコンピュータに、 NetWare Client 32また 
は IntranetWare Client が追加されていて、 NetWare の NDS ネットワークや 
バインダリネットワークへログインできる必要があります。 

•各サーバには、オブジェクトの削除ができる権限を持つユーザでログインす 
る必要があります。 


イーサネットボードを選択してから、 
[設定]メニューの [ NetWare の 
オブジェクト削除]を選択します。 


0 [ NDS モード]か[バインダリモー 
ド]を選択し、削除するオブジェク 
卜を選択します。 

削除してよければ、 [ 削除]をク 
リックします。 

^7) [削除]は取り消すことができませ 
ん。+分気をつけてオブジェクト 
を選んでください。 


※一度行った刖除悚作は取*す事は出 I . 。.也 ......... 

来ません。 |.__:时除-- 

オプジ * クトの縱行?には、コンピュー itKNrtWMe 
Client 32 または IntranetW«ie CKent がインストールされてい 


j [終了]をクリックします。 


ファイル<£〉ステータス@ 

r \\ .a[a Ip 


設定⑤オブシヨン ( Q ) ヘルブ ( id ) 
OKI Device の設定⑤ 

NetWare のキュー作成 ( C ) _ 

リセット ( B ) 

テスト印刷 0) 

IP アトレス設定 



Ad min Manager 


NetWare のオブジェクト削除 
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IP アドレスの設定 


Standard Setup Utility を起動するコンピュータが TCP / IP プロトコルのみで動作 
していると、イーサネットボードに IP アドレスを設定していない場合に一覧にイー 
サネットボードが表示されないことがあります。次の操作を行つて IP アドレスを設 
定します。 

設定を行う前に、イーサネットボードのイーサネットアドレスを確認してく 
ださい 0 イーサネットアドレス （MAC Address ) は、イーサネットボード 
の自己診断テストに表示されています。 


1 [設定]メニューの [ IP アドレス 
設定]を選択します。 



^ イーサネットボードの「イーサネッ 
トアドレス」と HP アドレス」を入 
力し、[〇 K ] をクリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信 
されます。 


3 ip アドレスを有効にするため、 
t はい]をクリツクします。 



[^71 ここで[いいえ]を選択した場合で 
^~ 1 も、プリンタの電源を〇 FF / ON すれ 
ば IP アドレスが反映されます。 

イーサネットボードによっては、プ 
リンタの電源を〇 FF / ON する必要が 
あります。 
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Standard Setup Utility ( Windows ) を使います 


環境設定 


[オプション]メニューの[環境設定]を選択します。 

TCP/IP 

TCP / IP でイーサネットボードを検索す 
るときのプロードキヤストアドレスを設 
定します。 

[^7] [ TCP/IP プロトコルを使用する]の 
チェックを外すと、 TCP/IP では検索し 
ません。 


NetWare 

NetWare でイーサネットボードを検索す 
るときの NetWare ネットワーク番号を 
設定します。 

NetWare ファイルサーノヽ 4 が多数ある場合 
は、イーサネットボードが存在するネッ 
トワーク番号を設定してください。 

[^7] [NetWare プロトコルを使用する]の 

-チェックを外すと、 NetWare では検索 

しません。 

[検索するネットワークを自動検出す 
る]を選択した場合は、検索時に取得で 
きたネットワークだけを検索します。 


Timeout 

ポーリングタイム 

イーサネツトボードからの応答待ち時間 
を秒単位で設定します。 

タイムアウト 

AdminManager とイーサネツトボードの 
間のタイムアウト時間を秒単位で設定し 
ます。 

リトライ回数 

AdminManager とイーサネツトボードの 
間のリトライ回数を設定します。 




















8 章イーサネットボードの管理 


Quick Setup Utility (Windows ) を使います 


イーサネットボード付属の Quick Setup Utility ( Windows ) は、 TCP / IP 、 IPX/SPX 
のいずれがが動作しているコンピュータがらイーサネットボードの簡易設定を行うこ 
とができます。 


動作環境 


Windows 98/95 日本語版（以後 Windows 98/95) 、 Windows 2000 Advanced 
Server/Professional 日本語版（以後 Windows 200 0) 、 

WindowsNT Server 4.0/ Wo 「 kstation 4.0 日本語版（以後 WindowsNT 4.0) で、 
TCP / IP か IPX/SPX ( NetWare ) が動作しているコンピュータ 

P +71 •上記以外の System では動作保証できません。 

^ 1 - TCP / IP または IPX / SPX でネットワークに接続できないコンピュータでは、 
本ユーティリティは使えません。 

•ユーティリティを使用するコンピュータは、イーサネットボードと同ーセグ 
メント上に存在している必要があります。 


•ー テイリテイのセツトアツフと‘ 


以下の説明は、 Windows 98 を例にしています。 

イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウェア CD - ROM 」 を用意してくだ 
さい。 


7イ _ サネットボード付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD - ROM 」 をコ 
ンピュータへセットします。 

Setup Utility が自動的に起動します。 

&7]自動的に起動しない場合は、 

- CD - ROM の [Windows ] フォルダ 

の中の [ Autorun.exe ] をダブルク 
リックしてください。 


2 t 日本語]をクリックします。 

1注 ./ j 他言語を選択した場合、 System に 

-影響を与える場合があります。 

ここでは必ず[日本語]を選択して 
ください。 
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Quick Setup Utility ( Windows ) を使います 


Setup Utility 画面が表示されます。 



5 設定内容を確認します。 

設定内容に間違いがなければ、 

[実行]をクリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信さ 
れます。 



イーサネットボードによっては、プ 
リンタの電源を OFF / ON する必要 
があります。 


國 















イーサネットボード付属の Setup Utility ( Macintosh ) は、 TCP / IP が動作してい 
る Macintosh から、イーサネットボードの設定を行うことができます。 


動作環境 


漢字 Talk 7.1.2 以上で、 TCP / IP が動作している Macintosh 

ヒ主/1 • 漢字 Talk 7.1.2 未満の Macintosh では動作しません 0 

• Macintosh にも TCP/IP の設定が必要です。コントロールパネルの [ TCP / 
IP ] を選択し、各アドレスを設定します。 0 S のバージョンによっては、コ 
ントロールパネルに [ TCP / IP ] ではなく、 [ MacTCP ] があります。詳 
細は、 Macintosh のマニュアルをご覧ください。 
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Setup Utility ( Macintosh ) を使います 


ユーティリティのセットアップと使い方 


イーサネットボード付属の「ネットワークソフトウェア CD-ROM」 を用意してくださ 
い。 

以下の説明は、 MacOS9.0 を例にしています。 


7イ _ サネットボ _ ド付属の「ネット 
ワークソフトウェア CD-ROM」 を 
Macintosh へセツトし、 

[Mac ] - [ JAPANESE ] フオル 
ダの中の [Setup Utility ] をダブル 
クリックします。 

「 memo 〕Macintosh のハードデイスクへコ 
ピーしても使用できます。 


斗 [設定]メニューの[プリントサー 
パ設定]を選択します。 




Setup Utility 


^ [OK] をクリックします。 



イーサネットボードの検索がはじま 
り、一覧が表示されます。 


3 一覧より、イーサネットアドレスを 

参照して、設定を行うイーサネット 
ボードを選択します。 

イーサネットアドレス （MAC 
Address) はイーサネットボード 
の自己診断テストに表示されてい 
ます。 


[[主/1イーサネットボードに IP アドレス 
を一度も設定していないと、次の 
画面が表示されます。一時的な IP 
アドレスをつけてから、プリント 
サーバの設定を行います。 

ここで、設定する IP アドレスは、プ 
リンタの電源を切ると消えます。 



^ [ROOT] のパスワードを入力し、 
[〇 K ] をクリックします。 















q 必要な項目を入力し、 [ 設定終了] y 設定に間違いがなければ [ ok ] を 

をクリックします。 クリックします。 



Q 新しい設定値を有効にするため、 
[〇 K ] をクリックし、プリンタの 
電源を〇 FF/ON します。 



各項目の詳細については、「イーサネットボード設定内容」 （143 ページ）をご覧く 
ださい。 


TCP / IP 設定画面 


① TCP/IP を利用するかどうか設定します。 

.② IP アトレスを — J の开；式 
で設定します。 

③ RARP や DHCP/B 〇〇 TP がら IP アドレ 
スを取得する場合は、チェックします。 
DHCP から IP アドレスを取得する場合は 
「B 〇〇 TP によるアドレス取得」にチェッ 
クします。 

I I ^ I I / f I 山山山山山山 sL * 山山山 I 

M)^ 'V S x 个个个个个个 I (]) 

形式で入力します。ルータやゲートウェ 
イを使用しない場合は 「0.0.0.0」 と指定 
してください。 

\ 

/ r ^\ /_、、 I I ノ / 「、レ山山山、レ山山山、レ、レ山山 | TT ノ — |X 

⑤ ケートウェイをの开;式 
で入力します。ゲートウェイを使用しな 

\ い場合は ro.ao.o」 と指定してください。 

⑥ root のパスワードを入力します。 
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Betup Utility C^iacintosh ) を便いま T 1 


SNMP 設定画面 


XD 認証コミュニティ名、トラップコミュニ 
ティ名を設定します。 

•②トラップ通知先の IP アドレスを 

P 山山山山山山山山山山山 I II ノ IX - t. 二！-！. I * I I I I — 

.一*」の开ジ式で設定します。 
トラップを使用しない場合は「0.0.0.0」 
と入力してください。 

'(DSysContact , SysName - SysLocation 
を設定します。 

'④ IP パケットの TTL 値です。通常は変更し 
ないでください。 

XE) 認証エラーの時にトラップを発生させる 
場合はチェックをつけます。 


NetWare 設定画面 


マシン名、パケット形式、動作モード、 
NetWare ポート名などを入力します0 


EtherTalk 設定画面 


① EtherTalk を利用するかどうか設定しま 
す。 

② プリンタを他の論理ゾーンに変更した 
い場合、ゾーン名を入力します。 

③ セレクタで見えるプリンタ名を変更する 
場合、新しいプリンタ名を入力します。 
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8 章イこ▼ネットボードの管理 


プリンタポート設定画面 


£rj 

snmp as 

tiVtrt SS 


1 MLETB08(192.1 68.20 .127 ML0100D2)= 


プリンタポ'•卜： 


「prnl |T] 


印宇文 r?ii 

漢字*:典出 ” m 1 _ 

印字明始呤文芊刊 i'+ 
印雜了I寺文宇列卜 X04- 
プリンタ 


4 




タフイス —18 |ベ-ジ》8 1781ベ-ジ R 166 ] J 


□パナ•■ベ'•ジを出力 


き定終了]) 


① 直接出カポート （Ip) へ印字データを送 
/る前と後にプリンタに送出する文字列 

です。 

② 漢字フィルタ経由出カポート （sjis、 
/ euc) へ印字データを送る前と後にプ 

リンタに送出する文字列です。 

•③ PS 固定です。 

、④漢字フィルタ経由出カポート （sjis、 
euc) のタブサイズ、ページ幅、ページ 
長を指定します。 

'⑤バナーを出力するかどうがを設定しま 
す。この項目は TCP/IP プロトコルのみ 
有効です。 


(171 [漢字変換出力設定]は、ボストスクリ 
プトプリンタのみの機能です。その他の 
プリンタでは使用できません。 
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]etAa?nm を便 います I 


JetAdmin を使います 


JetAdmin ユーティリティの一部の機能に対応しています。 
< JetAdmin バージョン 3.3 起動画面> 



JetAdmin に対応している機能 


• メイン画面の一覧表示では、[名前]にプリンタ名を、[ハードウエアアドレス] 
にイーサネットアドレスを、 [ TCP / IP アドレス]に IP アドレスを表示します。 
•[デバイス]メニューの[新規]では、 NetWare サーパへ□グインできる環境で 
あれば、新規デバイスとしてイーサネットボードを取得できます。 

•[デパイス]メニューの[編集]では次の設定が可能です。 

[基本情報]では[プリントサーバ名]が設定できます。 

[ NetWare ] の[オペレーティングモード]では[キューサーバモード]を選 
択できます。[リモートプリンタモード]では30文字以内のプリントサーバ 
名であれば選択できます。 

[ NetWare ] の[キュー]では、ファイルサーバ名が30文字以内の場合に限 
り、バインダリモードのキュー登録ができます。 

[ TCP / IP ] では [ DHCP サーバがら TCP / IP 設定を自動的に取得する]と 
[ TCP / IP 設定を手動で設定する]が設定できます。 

[オプション]の [ AppleTalk ] では [ AppleTalk 名]が変更できます。 
•[デバイス]メニューの[プロパティ]では次の設定が可能です。 

[デパイス]タブではプリンタのステータスを表示します。 

[ JetDirect ] タブ 

[ JetDirect カードのリセット]では[再初期化][カードを出荷時の設定 
にリセット]が利用できます。 

[フレームタイプ]では、 [ AUTO ] v [ Ethernet 802 .3 ] 、 [Ethernet 旧、 
[ Ethernet 802 .2] 、 [ EthemetSNAP ] のいずれかを選択できます。 
[プロトコルスタック]では、 [ Windows / NT 、 HPUX 、 SunOS ] と 
[ EtherTalk ] が選択できます。 

[間隔]では、[ジョブポーリングレート]が設定できます。 
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8 章イーサネットボードの管理 


SNMP を使います 


イ — サネットボ — ドは、 SNMP エージェン トを実装しています 。 SNMP マネージャで 
プリンタを管理することができます。 

MIB - II 及び沖データプライべ一卜 MIB に対応しています。沖データプライべ一卜 MIB に 
ついては、イーサネットボード付属の「プリンタソフトウェア CD - R 〇 M 」 の [ Mib ] フォ 
ルダの中の 「 Readme - j . txt 」 を参考にお使いのプリンタにあったファイルをご利用く 
ださい。 

SNMP の各設定項目には以下のデフォルト値が設定されています。 


項目 

値 

認証コミュニティ名 

public 

トラップコミュニティ名 

public 

トラップ IP アドレス 

0.0.0.0 

SysContact 

なし 

SysName 

なし 

SysLocation 

なし 

TTL 値 （ IP パケット生存値） 

255 

認証エラ_トラップの許可 

2 (不許可） 


プリンタ Trap の各設定項目には以下のデフオルト値が設定されています。 


項目 

値 

TCP #n trap enable 

DISABLE (使用しない） 

Online trap 

DISABLE (使用しない） 

Offline trap 

DISABLE (使用しない） 

Paper Out trap 

DISABLE (使用しない） 

Paper Jam trap 

DISABLE (使用しない） 

Cover Open trap 

DISABLE (使用しない） 

Printer Error trap 

DISABLE (使用しない） 

TCP #n trap Trap address 

0.0.0.0 

IPX Trap address 

00000000:000000000000 


gTl •プリンタ Trap アドレスは、 TCP / IP で5ヶ所、 IPX で1ケ所指定できます。 
• プリンタ Trap の設定は、 TELNET と Web ブラウザから行うことができま 
す。 





イーサネットポード設定内容 


イーサネットホード設定内容 


イーサネットボードに設定できる項目および設定値を説明します。 
_プリンタによって使用できる機能が異なります。 


網かけ部はイーサネットボードの初期値です 


項目 

機能 

設定値 

TCP/IP 

TCP/IP protocol 
TCP / IP プロトコル 

イーサネットボードで TCP / IP プロトコルを使 
用するかどうか設定します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

IP address 

IP アドレス 

イーサネットボードの IP アドレスを設定しま 
す。設定値は、10進数「***•**”**.*叫形 
式で入力します。ただし、 RARP や 
DHCP / BOOTP を利用する場合は、動的に IP ア 
ドレスが設定されますので、 IP アドレスを設 
定する必要はありません。 

デフオルト 

0.0.0.0 

Subnet mask 
サブネットマスク 

イーサネットボードのサブネットマスクを設 
定します。設定値は、10進数「 

***.***.***.***] 形式で入力します。 

デフオルト 

0.0.0.0 

Uateway address 
ゲートウェイ 
アドレス 

イーサネットボードのゲートウエイアドレス 
を設定します。設定値は、10進数「 
***.***.***.***] 形式で入力します。 

デフオルト 

0.0.0.0 

RARP protocol 

RARP 要求発行 

起動時に、 RARP の要求（動的な IP アドレスの 
取得）を行うかどうか設定します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

DHCP/BOOTP 

C 二_要求 
発行 

起動時に、 DHCP または BOOTP の要求（動的 
な IP アドレスの取得）を行うかどうか設定し 
ます。 IP アドレスを設定した場合は、自動的 
に 「 DISABLE 」 に変わります。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

ROOT password 
ROOT パスワード 

TELNET やユーティリティなどでイーサネット 
ボードの設定を変更できるユーザ （ root ユー 
ザ）のパスワードを設定できます。7桁の英 
数字です。 

デフオルト 
なし 

SNMP 

Authentic community 

認証コミュニテイ 

認証コミュニティ名を入力します。15文字以 
内の英数字です。設定内容は「********」で 
表示されます。 

デフオルト 

public 

TraD community 
トラップコミュニテ 
イ 

トラップコミュニティ名を入力します。15文 
字以内の英数字です。 

デフオルト 

public 

Trao address 
トラップアドレス 

トラップ通知アドレスを入力します。 IP アド 
レスが、0.0.0.0の場合は無効です。 

デフオルト 

0.0.0.0 

SysContact 

MIB - II の SysContact を設定します。255文字以 
内の文字列です。 

デフオルト 
なし 

SysName 

MIB - II の SysName を設定します。255文字以内 
の文字列です。 

デフオルト 
なし 
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項目 

機能 

設定値 

SysLocation 

MIB - II の SysLocation (設置場所）を設定しま 
す。255文字以内の文字列です。 

デフオルト 
なし 

DefaultTTL 

IP パケット生存値 （ TTL 値）を設定します。通 
常はデフォルト値でお使いください。設定値 
は、〇〜255秒です。 

デフオルト 

255秒 

EnableAuthenTrap 

認証エラートラップを許可するかどうか入力 
します。 

1:許可 

2:不許可 

NetWare 

NetWare protocal 
NetWare プロトコル 

NetWare ( IPX / SPX プロトコル）を使用するか 
どうか設定します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Packet type 
パケットタイプ 

NetWare で使用するバケツトの優先フレームタ 
イプを指定します。初期設定では自動でパヶ 
ツトタイプを切り替えます。接続できない場 
合は、サーバと同じフレームタイプを指定し 
て下さい。 

AUTO :自動 

ETHER-II : 

ETHERNET-II 

802.2 : IEEE 802.2 

802.3 : IEEE 802.3 

SNAP : SNAP 

NetWare mode 
NetWare 動作モード 

NetWare 使用時にイーサネツトボードの動作モ 
ードを、プリントサーバモードかリモートプ 
リンタモードか設定します。 NetWare サーバ上 
の設定と一致させる必要があります。 

RPRINTER : 

| R - トフ。リンタを•ド 
PSERVER : 

フ。リントサーハ'、モード 

プリント サーバ 

FSERVER name 1-8 
フアイルサーバ名 

プリントサーバモード時、プリンタを管理す 
るファイルサーバの名前を入力します。最大8 
台のファイルサーバを指定できます。設定値 
は、47文字以内の英数字です。 

デフオルト 
全てなし 

Machine name 

マシン名 

プリントサーバモード 時、 ファイルサーバに 
設定した「プリントサーバ名」となります0 
必ず、ファイルサーバに設定した「プリント 
サーバ名」と一致させてください。 

リモートプリンタモード時は、 NetWare 内での 
利用はありません。どちらのモードでも、ユ 
ーテイリテイで表示されるマシン名になりま 
す。設定値は、31文字以内の英数字です。 

デフオルト 

「 ML 」 + 「 MAC アドレ 
ス下6桁」 

Password 

パスワード 

プリントサーバモード 時、 ファイルサーバに 
ログインするためのパスワードです。ファイ 
ルサーバ上に設定したパスワードと一致させ 
てください。設定値は、31文字以内の英数字 
です。 

デフオルト 
ヌル 

(パスワードなし） 

Job polling interval 

ジョブポーリング間 
隔 

プリントサーバモード時、 Job の状態を調べる 
間隔を指定します。設定値が小さすぎるとネ 
ットワークに負荷をかけます。大きすぎると 
印刷のレスポンスが悪くなります。通常はデ 
フォルト値でお使いください。設定値は、2〜 
255秒です。 

デフオルト 

4秒 


















イーサネットボード設定内容 


項目 

機能 

設定値 

Binaery mode 
バインダリモード 

プリントサーバモード時、バインダリモード 
を使用するかどうか設定します。 NW 4.1 J バイ 
ンダリモードおよび NW 3.12 J で接続する場合は 
、必ず ENABLE にします。 NW 4.1 J の NDS モー 
ドのみで管理する場合は、 DISABLE に設定し 
ます。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

NDS tree 

NDS ツリー 

プリントサーバモード時、 NDS のツリー名を 
入力します。 NetWare のプリントサーバを登録 
したファイルサーバが属する NDS ツリー名で 
す。設定値は、31文字以内の英数字です。 

デフオルト 
なし 

NDS context 

NDS コンテキスト 

プリントサーバモード時、 NDS のコンテキス 
卜名を入力します。 NetWare のプリントサーバ 
を作成したコンテキスト名です。設定値は、 

77文字以内の英数字です。 

デフオルト 
なし 


リ モー トプリン^ 


PSERVER name 1-8 
プリントサーバ名 

リモートプリンタモード時、接続するプリン 
トサーバの名前を入力します。最大8台のプリ 
ントサーバを指定できます。設定値は、47文 
字以内の英数字です。 

デフオルト 
全てなし 

JOB timeout 

JOB タイムアウト時 
間 

リモートプリンタモード時、最後の印字パケ 
ットを受け取ってからジョブ終了としてイー 
サネットボードのポートを解放するまでの時 
間です。設定値が小さすぎると、パケットが 
遅れた場合など、印刷が途中で切れたりしま 
す。大きすぎると、他のプロトコルのジョブ 
に影響を与えます。通常は、デフォルト値で 
お使いください。設定値は、4〜255秒です。 

デフオルト 

10秒 

EtherTalk 

Ether Talk protocol 
EtherTalk プロ トコ 
ル 

EtherTalk プロトコルを使用するかどうか設定 
します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Zone name 
ゾーン名 

EtherTalk プロトコル上で、イーサネットボー 
ドが属する EtherTalk ゾーン名を入力します。 

32文字以内の英数字です。 

デフオルト 
”（なし） 

NetBEUI 

NetBEUIprotocol 
NetBEUI プロトコル 

NetBEUI プロトコルを使用するかどうか設定し 
ます。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Computer name 
コンピュータ名 

イーサネットボードのコンピュータ名を入力 
します。設定値は15文字以内の英数字です。 

デフオルト 

「 ML 」 + 「 MAC アドレ 
ス下6桁」 

Workgroup name 
ワークグループ 

ワークグループ名を入力します。設定値は15 
文字以内の英数字です。 

デフオルト 

PrintServer 

Comment 

コメント 

コメントです。設定値は48文字以内の英数字 
です。 

デフオルト 
なし 























プリンタポート 


機能 


設定値 


NetWare oort name 
NetWare 來ート名 

NetWare 4.1 J の場合、 PCONSOLE の「新しい 
フ。リンタ」または「フ。リントサ-ハ、'情報」の「フ。リンタ 
」の名前です 

NetWare 3.12 J の場合、 PCONSOLE の「フ。リント 
サ-ハ'、情報」の「フ。リントサ-ハ''構成メ ニ ュ-」の「フ。 
リンタの構成」の名前です。必ず登録したプリ 
ンタ名と一致させてください。設定値は、 

31文字以内の英数字です。 

デフオルト 
「 ML 」 + 「 MAC アド 
レス下6桁」+ 「一 pm 
1」 

Etherl alk oort name 
EtherTalk 尜ート名 

EtherTalk プロトコルで使用されるプリンタ 

デフオルト 

の名前です。 EtherTalk のみで使います。 

設定値は、32文字の英数字です。 

「 ML 」 + 「 MAC アド 
レス下6桁」 

BOJ string 

BOJ 文字列 

直接出カポート （ lp ポート）に出力する前 
に、プリンタに送出する文字列を指定しま 
す。印刷前に制御コード等を送信する必要 
がある場合など、文字列を指定します。設 
定値は、31文字以内の文字列です。また、 
文字列以外に次の特殊コードも指定できま 
す。 

¥b ASCII バックスペース、コード 0 x 08 
¥t ASCII タブ、コード 0 x 09 
¥n ASCII 改行、コード 0 x 0 a 
¥v ASCII 垂直タブ、コード 0 x 0 b 
¥f ASCII 改頁、コード 0 x 0 c 
¥r ASCII 復帰、コード OxOd 
¥xnn nn で表現される16進コード 
¥'，"コード 0 x 22 
¥¥ ¥ コード 0 x 5 c 

デフオルト 

"”（なし） 

EOJ string 

EOJ 文字列 

直接出カポート （ lp ポート）に出力した後 
に、プリンタに送出する文字列を指定しま 
す。印字後に制御コード等を送信する必要 
がある場合など、文字列を指定します。設 
定値は、31文字以内の文字列です。また、 
文字列以外に特殊コードも指定できます。 
特殊コードは 、 BOJ string と同じです。 

デフオルト 

”"（なし） 

BOJ string ( KANJI ) 

漢字フィルタ経由出カポート （ euc , sjis ポー 

デフオルト 

BOJ 文字列(漢字） 

卜）に出力する前に、プリンタに送出する 
文字列を指定します。印刷前に制御コード 
等を送信する必要がある場合など、文字列 
を指定します。設定値は、31文字以内の文 
字列です。また、文字列以外に特殊コード 
も指定できます。特殊コードは 、 BOJ string 
と同じです。 1 

"" (なし） 

EOJ string ( KANJI ) 

漢字フィルタ経由出カポート （ euc , sjis ポー 

デフオルト 

EOJ 文字列(漢字） 

卜）に出力する後に、プリンタに送出する 
文字列を指定します。印刷後に制御コード 
等を送信する必要がある場合など、文字列 
を指定します。設定値は、31文字以内の文 
字列です。また、文字列以外に特殊コード 
も指定できます。特殊コードは 、 BOJ string 
と同じです。 

¥ x 04 










イーサネットポード設定内容 


項目 

機能 

設定値 

Printer tvpe 

プリン乡選択 

漢字フイルタのプリンタ Type を設定します。 

PS (PostScript) 固定 

TAB size 
タブサイズ 

漢字フィルタ経由で出力する時のタブコー 
ド (0x09) を半角スペース (0x20) に変換する文 
字幅を指定します。この文字幅を0にすると、 
タブ変換処理は行われません。設定値は、 
〇〜16です。 

デフオルト 

8 

Paee width 
用紙幅 （1 行の文字 
数） 

漢字フィルタ経由で出力する時のページ幅 
を設定します。 

設定値は、〇〜255です。 

デフオルト 

78 

Page length 
用紙長 （1 頁の行 
数） 

漢字フィルタ経由で出力する時のページ長 
を設定します。 

設定値は、〇〜255です。 

デフオルト 

66 

lpr/ftp banner 
バナー出力 

LPR や FTP で印字する場合にバナーページ 
をつけるかどうか指定します。この設定は、 
TCP/IP プロトコルのみに有効です。 

YES :ハ''ナ -a°- シ'、つける 
NO :ハ''ナ -a°- シ''つけな 

い 

プリンタ Trap 

Pm-irap community 

プリンタトラッブ 
コミュニティ 

プリンタのトラップのコミュニティ名を入 
力します。設定値は，31文字以内の英数字 
です。 

デフオルト 

DUDiic 

TCP #n Trap enable 

TCP #n でプリンタ Trap を使用するかどうか 
設定します。 

ENABLE :使用する^ 
DISABLE :使用しない 

On-line trap 

オンライン Trap を使用するかどうか設定し 
ます。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Off-line trap 

オフライン Trap を使用するかどうか設定し 
ます。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Paper Out trap 

ペーパーアウト Trap を使用するかどうか設 
定します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Paper Jam trap 

ペーパージャム Trap を使用するかどうか設 
定します。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Cover Open trap 

カバーオープン Trap を使用するかどうか設 
定しま'？'。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

Printer Error trap 

プリンタエラー Trap を使用するかどうか設 
定こます。 

ENABLE :使用する 
DISABLE :使用しない 

TCP #n Trap address 

TCP/IP の場合の Trap 通知アドレスを入力し 
ます。設定値は、10進数「***.***.***.***_| 
形式で入力します 0 IP アドレスが0.0.0.0の 
場合はトラップを発行しません。 TCP/IP の 
場合、アドレスは5ヶ所まで指定できます 0 

デフオルト 

0.0.0.0 

IPX Trap address 

IPX の場合の Tmp 通知アドレスを入力します。 
設定値は、「ネットワークアドレス （8 桁） 

+ ノードアドレス （12 桁）」形式で入力し 

ます。入力値が00000000 

:〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇の場合はトラップを発行しま 

せん。 IPX の場合、アドレスの指定は1ヶ所 

のみです。 

デフオルト 

00000000: 

000000000000 
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サネ ッ トボードの管理 


項目 

機能 

設定 

ステータス 


対策 

Ready 

オンライン状態です。 

印刷データを受信できる状態です。 


Offline 

オフライン状態です。 


Printer Error 

プリンタエラーです。 

ただし、「 warming up」 は、プリンタが印 
刷するために準備 L ているので、問題で 
はありません。しばらくお待ちください。 

プリンタの表示パネル 
に表示されているメツ 
セージを確認してくだ 
さい。 

Printing 

データを印刷中です。 
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9 章トラブルシューティング 

9トラブルシューティング 

イーサネットボードを利用している場合に起こり得る代表的なトラブルとその解決のヒ 
ントを記載しています。 


自己診断テストと設定内容のトラブル 


參プリンタのエミュレーシヨンを 「 PCL 」 または「自動」にしてください。 


己診断テストに N G が 印刷され てし、 


ROM Check、RAMCheck が N G の場合 


參イーサネットボードの取り付けを確認の上、プリンタの電源を OFF / ON してく 
ださい。 


EEPROMCheck が N G の場合 

參イーサネットポードの取り付けを確認の上、プリンタの電源を OFF / ON してく 
ださい。 

參イーサネットポードを初期化してください。 

NIC Check が N G の場合 

參イーサネットポードの取り付けを確認の上、プリンタの電源を OFF / ON して< 
ださい。 

•ネットワークケープルが正し<接続されているか確認して<ださい。可能であれ 
は'，別のセグメントのネットワークに接続してみてください。 

接続してぃるネットワーク形式と違う 
ネットワーク形式が印刷される 

• ネットワークケープルの取り付けを確認の上、プリンタの電源を OFF ' ON して 
ください。 

• ネ、ソトワークケープルを取り替えて、プリンタの電源を OFF / ON してくださ 
い0 
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トラブルシューティグ 


TCP / IP 利用時のトラブル 

イーサネツトボードが認識されない 


•プリンタの電源を〇 FF / ON してください。 

• ping に応答するか確認してください。 

• ネットワークケープルが、正しく接続されているか確認してください。場合に 
よっては、ケープルを取り替えてみてください。 

• イーサネットボードの自己診断テストを行って 、 「IP Address 」「 Subnet Mask J 
r Gateway Address 」の値が正しいか確認してください。正しくない場合は、それ 
ぞれの値を再設定してください。 

• イーサネットボードの [ TCP / IP プロトコル]が 、 [DISABLE ] になってい 
る可能性があります。 [ DISABLE ] の場合は、イーサネットボード付属のュー 
ティリティで [ ENABLE ] にしてください。 

• イーサネットボードを初期化した後、 IP アドレスを再設定してください。 

# DHCP 、 BOOTP 、 RARP を使用しないときは、イーサネットボードの [ DHCP / 
BOOTP ] または [ RARP ] を [DISABLE ] にしてください。 


Ipr や ftp で印字できない 


• プリンタの電源を〇 FF / ON してください。 

• ping に応答するか確認してください。 

•ネットワークケープルが、正しく接続されているが確認してください。場合に 
よっては、ケープルを取り替えてみてください。 

• ワークステーションでイーサネットボードのホスト名や IP アドレスが設定されて 
いるか確認してください。 

• ワークステーションでイーサネットボードのプリンタポート名が設定されている 
か確認してください。 

ポート名は rip 、 euc 、 sjis 」の3つです。「 euc 、 sjis 」はポストスクリプト 
プリンタ専用です。また、プリンタドライバを経由する場合は 「 Ip 」 にしてく 
ださい。 



• LPD で印刷を行った場合 、 User name は「 unknown 」、 File name は「スプー 
ルファイル名」 が印刷されます。 

• FTP で印刷を行った場合 、 User name は 「 FTP □グイン時に入力したユーザ名丄 
File name は「転送したファイル名」が印刷されます。 put コマンドで、印字先ディ 
レクトリ名を指定した場合は 、 File name は印刷されません。 Printer は「論理ディ 
レクトリ名」が印刷されます。 
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9 章トラブルシューティング 


NetWare 利用時のトラブル 

イーサネツトボードが認識されない 


• プリンタの電源を〇 FF / ON してください。 

• ネットワークケーブルが、正しく接続されているか確認してください。場合に 
よっては、ケープルを取り替えてみてください。 

• イーサネットボード付属のユーティリティを利用している場合、環境設定の 
NetWare ネットワーク番号が有効な値か確認してください。正しい値を入力して 
いないと認識できません。また、大規模なネットワーク璟境の場合も、イーサ 
ネットボードが存在する NetWare ネットワーク番号を入力してください 0 

• イーサネットボードの [ NetWare プロトコル]が 、 [DISABLE ] になっている 
可能性があります。イーサネットボード付属のユーティリティで [ENABLE ] に 
してください。 

• イーサネットボードを初期化した後、 NetWare ポート名などを再設定してくださ 
い0 


ユーティリティでは認識されるが 
NetWare サーバにつながらない 


參 NetWare サーバを先に立ち上げてから、イーサネットボードの設定を行なってく 
ださい。 

參 NetWare サーパで NSAP バケットに対する応答を無効に設定していないか確認 
してください。 

<リモートプリンタモードの場合> 

• ファイルサーバ上にイーサネットボードを登録したプリントサーパが起動してい 
るか確認してください。 

• ファイルサーバ上で起動している「プリントサーバ名」と、イーサネットボー 
ドに設定した「プリントサーパ名」が一致しているか確認してください。 

• ファイルサーバのプリントサーバモニタに表示されている「プリンタ名」と、イー 
サネットボードに設定した r NetWare ポート名」が一致しているか確認してく 
ださい。また、イーサネットボードが複数存在する場合は、イーサネットボード同 
士の 「 NetWare ポート名」が同じにならないように設定してください。 

<プリントサーパモードの場合> 

•利用している「ファイルサーバ名」と、イーサネットボードに設定した「ファ 
イルサーバ名」が一致しているか確認してください。 

• ファイルサーバに設定した「プリンタ名」と、イーサネットボードに設定した 
「 NetWare ポート名」が一致しているか確認してください。また、イーサネット 
ボードが複数存在する場合は、イーサネットボード同士「 NetWare ポート名」が 
同じにならないように設定してください。 

參 NetWare の□グインパスワードが一致しているか確認してください。 

• イーサネットボードの「マシン名」が、ファイルサ_パに設定した「プリン 
トサーバ名」と一致しているか確認してください。 
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トラブルシューティグ 


印刷されない 


• ネットワークケープルが、正しく接続されているが確認してください。場合に 
よっては、ケープルを取り替えてみてください。 

• プリンタの電源が〇 N になっている場合は、プリンタの電源を〇 FF / ON してく 
ださい。 


バナーページ 印字を行うとポストスクリプト エラー になる 


争 NetWare 3.12 J のリモートプリントモードでは， PostScript バナーページを出力 
できません。そのため、ポストスクリプトプリンタを利用している場合にバナー 
ページ印字を行ラと、「ポストスクリプトエラー」になります。クライアント 
の印刷設定で、必ずバナー出力を 「 OFF 」 にして<ださい。 
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9 章トラブルシューティング 


EtherTalk 利用時のトラブル 

セレクタや付属のユーテイリテイで認識されない 


參プリンタの電源を〇 FF/ON してください。 

•ネットワークケープルが、正しく接続されているか確認してください。場合に 
よっては、ケープルを取り替えてみてください。 

• ゾーンが存在するネットワークの場合、セレクタで正しいゾーン名（プリンタの 
接続されているゾーン）が選択されているか確認します。また、イーサネット 
ボード付属の ユーティリティ でイーサネットボードに設定したゾーン名と同じに 
なっているか確認します。 

• セレクタの右下に表示される [ AppleTalk ] が [ 使用する]になってるか確 
認してください。 

• コント□—ルパネルの [ AppleTalk ] で、 [ Ethernet ] が選択されているか確 
認してください。〇 S のパージョンによっては、 [ AppleTalk ] ではなく、[ネッ 
トワーク]があります。その場合は、 [ EtherTalk ] が選択されているか確認 
してください。 

• セレクタで、イーサネットボード取り付けられたプリンタに対応したプリンタド 
ライパが選択されているか確認してください。 

• イーサネットボードの EtherTalk プロトコルが、 [ DISABLE ] になっている可 
能性があります。イーサネットボード付属のユーティリティで [ ENABLE ] に 
してください。 

• イーサネットボードの設定内容を印刷して、 [ EtherTalk port name ] が空白 
になっていないことを確認します。 

• イーサネットボードを初期化した後、プリンタドライバを再設定してください。 
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トラブルシューティグ 


NetBEUI 利用時のトラブル 

イーサネツトボードが認識されない 


争プリンタの電源を OFF / ON してください。 

參ネットワークケープルが正し<接続されているが確認して<ださい。場合によっ 
ては、ケープルを取り替えてみてください。 

争コントロールパネルのネットワークに [ Microsoft ネットワーククライアント] 
と [NetBEUI ] が追加されているか確認して<ださい。 

參ワークグループ名の初期値は [PrintServer ] ,コンピュータ名は [ML + Mac 
アドレス下6桁]です。 

争イーサネットボードのコンピュータ名をネットワーク上に存在するコンピュータ 
名と同じ名前へ変更した可能性があります。イーサネットボードの初期化を行っ 
てください。重複しないコンピュータ名にして<ださい。 

争イーサネットポードの [ NetBEUI プロトコル]が [DISABLE ] になっている 
可能性があります。イーサネットボード付属のユーティリティで [ENABLE ] に 
してください。 

争イーサネットポードを初期化した後、プリンタドライバを再設定してください。 


prnl への 書き込み エラー がでる 


争プリンタがオフラインになっている可能性があります。オンラインにしてくださ 
い。 

争用紙が切れているなどのエラーになっている可能性があります。エラーを解除し 
てください。 

争他のユーザ（他のプロトコルを含む）が印刷している可能性があります。他の 
ユーザの印刷が終了してから印刷して<ださい。 


その他 HMIMW 

漢字コードが化け、正常に印字できない 


争印刷データに使われている漢字コードを確認して < ださい。イーサネットボード 
はシフト JIS と EUC のポストスクリプト漢字フィルタに対応しています。 
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9 章トラブルシューティング 

名〇 
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主な仕様... 158 

DHCP，B 〇〇 TP，RARP をイ吏用した 

IP アドレスの設定...159 



付録 


主な仕様 


項目 

内容 

CPU 

Falcon 33 MHz 

ネットワークインタフェース 

100 BASE-TX 

10 BASE-T 

ネットワークプロトコル 

IPX/SPX ( NetWare ) 

リモートプリンタモード 
プリントサーバモード 
フレームタイプ： IEEE 802.2、 IEEE 802.3 
Ethernet - ll , SNAP 


EtherTalk 

DDP 、 NBP 、 AEP 、 RTMP 、 ATP 、 PAP 、 
ZIP、AppleTalk phase 2 対応 

TCP/IP 

FTP 、 LPD 、 TELNET 、 ARP 、 DHCP 、 
BOOTP 、 RARP 、 ICMP 、 SNMP、HTTP 

NetBEUI 

SMB、NetBIOS 

コネクタ 

100 BASE - TX /10 BASE-T 
(自動切替、同時使用不可） 

ケープル 

RJ -45 コネクタ付き非シールド 
ツイストペアケープル（カテゴリ ー5) 

機能 

自己診断印刷機能および設定内容印刷機能 
バナー印字機能 （ FTP 、 LPD ) 

漢字フィルタ機能 （ FTP 、 LPD ) 


158 









付録 


DHCP，BOOTP，RARP を使用した IP 
アドレスの設定 

DHCP it - A \ BOOTP サーパ、 RARP サーバを利用しているネットワーク環境では、 
プリンタ起動時に各サーバから IP アドレスを取得することができます。 


設定の前に 


DHCP サーバ、 B 〇〇 TP サーバ、 RARP サーバを設定するためには、スーパーユーザ 
になる必要があります。スーパ_ユ_ザの権限を持っていない場合は、ネットワーク 
管理者に設定を依頼してください。 

(] i 71 -ネットワーク上に DHCP サーバ、 BOOTP サーバおよび RARP サーバがな 
- い場合は利用できません。 

• IP アドレスの入力を間違えると、ネットワークがダウンするなどの重大な障 
害が発生する恐れがあります。ネットワーク管理者と十分相談の上、設定し 
てください。 
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イーサネットポードの設定 


DHCP 、 BOOTP 、 RARP を使うためには、イーサネットボードの「 DHCP / B 〇〇 TP 」 
または 「 RARP 」 を 「 ENABLE 」 にする必要があります。 

- イーサネットボードの初期設定では、「 DHCP / B 〇〇 TP protocol 」 が「 EN - 
- ABLE」、 「 RARP protocol 」が「 DISABLE 」 に設定されています。 

次のいずれかの方法でイーサネットボードの設定を行ってください。 


寸属のユーテイリテイから設定する 


Standard Setup Utility ( Windows ) を使った設定を説明します。 

Setup Utility ( Macintosh ) でも設定できます。以下の説明を参考の上、お使いのネツ 
トワーク環境にあったユーティリティをご利用ください。 

Standard Setup Utility が起動した状態から説明します。ユーティリティのセツトアツ 
プ方法は「第8章イーサネットボードの管理」をご覧ください。 


7 一覧より、イーサネットアドレスを 
参照して、設定を行うイーサネット 
ボードを選択します。 

イーサネットアドレス （MAC 
L ^ JAddress ) は、イーサネットボード 
の自己診断テストに表示されてい 
ます。 


ファイル©ステー 5. 


_ J.T-W00 設定® _オプション©ヘルブ W _ 

、丄铡夕峰— I は T 7 _ 


00:80:32:01:00：ea 192.188 .0.22 


| Z 台の OKI Devices が見つかりました, 


_ |E/i [ 00:80:92:01:00:1)2 1 |IP[ D. D. D. D ] 


2 [設定]メニューの [ OKI Device の 
設定]を選びます。 


ファイル (£) ステータス凶設定⑤オブシヨン (Q ) ヘルブ ㈣ 

对 s I 缺 




機棰名 


NetWare のキュー1 


- T - I 1 -1. I 

L NetWare のオブジ:[クト則除必 


ZL- 作成 (Q〆 
ブジ:[クト則除必 


リセ，卜® 

テスト印刷 0) 

ip アドレス設定 


3 TCP / IP 設定画面の [ RARP を使用 
する]または [ DHCP / B 〇〇 TP を 
使用する]をチェックし、[設定] 
をクリックします。 


war •观讯_ 


TCP/IP | NetWare | EtherTalk| SNMP | prnl | 
17 TCP/IP プ a トコルを使用する 


wa\ 


I p ア Jf レス 


づ i 〇 rn ド irn 


RARP を使用する 
17 DHCP/BOOTP を使用する 

サブネットマスク ij" ， o" r~o ~~ I 〇 Toj 

ゲートウェイアドレス |~〇~|~〇~|~〇~|~〇~ 

ROOT パスワ—ド f 


初期化 


j ^；； K：l > ザン^•レ 


4 設定に間違いがなければ. [ はい] 
をクリックします。 

設定値がイーサネットボードに送信 
されます。 

C?) 設定内容を OKI Device に送 f 言しまサ。よろしいで•寸か？ 

I [:]私亚 ム1 ぃぃぇ⑽ | 


|注 〆 |ただしこの時点では、イーサネッ 
トボードは送信前の設定値で動作 
しています。 












付録 


5 設定値を有効にするため、[はい]をクリックします。 

ここで[いいえ]を選択した場合、プ 
リンタの電源を〇 FF/QN すれば設定 
値が反映されます。 

イーサネットボードによっては、プ 
リンタの電源を〇 FF/QN する必要が 
あります。 


TELNET から設定する 


ワークステーションに付属の TELNET を使った設定を説明します。 

以下の説明は 、 Sun Solaris 2.4 を例にしています。各コマンドの設定方法などは異 
なることがあります。ご使用のワークステーションのマニュアルをご覧ください。 

7 ARP コマンドを使って、イーサネットボードに一時的な IP アドレスを設定します。 

例： IP アドレスが「192.168.20.127」、 

イーサネットアドレスが「00:80:92幻 1:00: D 2」 の場合 

# arp -s 192.168 .20. 127 00:80:92:01:00: D2 temp 

イーサネットアドレス （MAC Address ) は、イーサネットボードの自己診断テ 
ストに表示されています。 

P ping コマンドを使って、イーサネットボードとの接続を確認します。 

例： IP アドレスが「192.168.20.127」の場合 

# ping 192.168 .20. 127 

[^71 応答がない場合は、手順1の ip アドレスの設定、またはネットワークの状態に問 
—^題があります。ネットワーク管理者にご相談ください。 

3 TELNET でイーサネットボードに□グインします。 

詳細は、 「 TELNET を使います」 （115 ページ）をご覧ください。 

4 TCP / IP 設定画面で [ DHCP / B 〇〇 TP protocol ] または [RARP protocol ] を 
[ENABLE ] にします。 

こ）イーサネットボードからログアウトします。 

設定値を有効にするため、プリンタの電源を〇 FF /0 N します。 

^ 7 \プリンタの電源を〇 FF/ON しない場合、イーサネットボードは送信前の設定値で 
動作しています。必ず、プリンタの電源を〇 FF/ON してください。 
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DHCP とは、 TCP/IP ネットワーク上の各ホストに動的に IP アドレスを割当てるため 
のプロトコルです。 IP アドレスの他に、サブネットマスクを設定することもできます。 


&71•ネットワーク上に DHCP サーバがない場合は利用できません。 

-•イーサネットボードの [ DHCP / B 〇〇 TP protocol ] が [ ENABLE ] になつ 

ている必要があります。 [ DISABLE ] の場合は「イーサネットボードの設 
定」 （160 ページ）をご覧になり [ ENABLE ] にしてください0 
•イーサネットボードには、固定の IP アドレスが割り当てられるように、 
DHCP サーバを設定してください。ランダムに IP アドレスを割り当てると、 
ネットワーク経由で印刷ができません。固定の IP アドレスを害! J り当てる方 
法については、各 DHCP サーバのマニュアルをご覧ください。 

次の DHCP サーパでの動作を確認しております。 

WindowsNT Server 4.0 日本語版 DHCP サーバ 
WindowsNT Serve r 4.0 日本語版 DHCP リレー エージ エト 
Sun OS 4.1 .3 +WIDE 版 DHCP バージョン 1.3.6 

• 上記以外の DHCP サーバでは正しく動作しない可能性があります。 


以下の説明は、 WindowsNT Server4.0 日本語版 DHCP サーパを例にしています。 


7 [ コントロールパネル]の[ネッ 

トワーク]を起動します。 

2 [ サービス]タブを開き、 

[Microsoft DHCP サ_ パー]が表 
示されていることを確認します。 

表示されていない場合は、[追加] 
をクリックし、 [Microsoft DHCP 
サーバー]を選択します。 
WindowsNT4.0 を再起動します。 


■ ?|x|| 


葫別泳|ア灼 n |バずノト?| 
ネ务りトピ雕 

^ Microsoft TCP/IP 印刷 
3 NetBIOS イかフ I イス 
gRPC 楢成 
.^Services for Macintosh 
JgSNMP サ-ビス 
B コンビュ r ' ラウサ'' 

励〇松 . 


一則除 ( B ) 


「 I 兑明一 


ネットワ-クアりセスの鹏 ( Q )... 


3 [スタート]ボタンをクリックし、 

[ プログラム]の [ 管理ツール（共 
通)]から [DHCP マネージャ]を 
起動します。 


4 [DHCP サーパー ]一覧から スコー 
ブを作成するサーバをクリ ックしま 
す0 


D- バ H5) 73-7*© dhcp 表示を） W(H) 

DWCPTf-lV'- 

の砸 



準 a 充了 

/f. 









5[ スコープ]メニューの [ 作成]を 
選択し、 [ IP アドレスプール]の 
設定を行い、 [0 K ] をクリックしま 
す0 


aassmm 




柳ス®: 


除外す sni/ ス沙 



7P レス 192.16820.188 - 1 

轱 了 

|19S .168 .20 

190 | 

サ你卜7ス！ )(19: 

1255 .255 .255 



除外!® 




師讲'1/ス CD： 


1 頊晒 :- >.| 


了アト *1/ 麟 


] く-則除 QO | 

J 

r 無期限 4) 

期 WP. 

|3 ~ @B(A) 

1〇〇"1 iWbKr ) | oo "1«( u ) 

名前 (M): JKERI 

3»Kj2 )： [S5fl6 


| 0» 1 

私地 1 

M-m | 


£> [ スコープ]メニューの [ 予約の追 
加]を選択し、プリンタに割 L J 当て 
る [ IP アドレス]と [ 一意の ID ] 
と [ クライアント名]を入力し、 

[ 追加]をクリックします。 

[ 閉じる]をクリックして元の画面 
にちどります。 



IP アドレス (!)： [192 .168 .20 .165 ] 


—意の ID(U> [*00809201 00d2 

劳イ广ノト名 (UP: |8C-KEIRI 

クラィ 7" ノトコ；!ン|経理部 

f 适加⑷ I _ じる_ヘル： r ( u)_J 


付録 


/ [ スコープ]メニューの [ アクティ 
プ化]を選択し、作成したスコープ 
をアクティブにします。 

[ スコープ]メニューの [ アクティ 
プリソース]を選択すると、プリン 
夕の状況が確認できます。 


Ell 



Q プリンタの電源を ON にします。 


&〇'| DHCP サーパで割り当てられた IP 
J アドレスはイーサネットポードの 
設定内容の印刷で確認できます。 


S 71 •必ず[予約の追加]で ip アドレス 
— を割り当てて下さい。 

「 memo 〕•[ 一意の D ] には、イーサネット 
L ^ J ボードのイーサネットアドレスを 
入力し、 [ クライアント名]には 
任意の名前を入力します。 

• イーサネットアドレス （MAC 
Address ) は、イーサネットボー 
ドの自己診断テストに表示されて 
います。 
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「付録 


BOOTP サーバの設定 


BOOTP とは、 TCP / IP ネットワーク上の各ホストに、 BOOTP サーパに登録した IP ア 
ドレスを割り当てるプロトコルです。プリンタの電源を ON にすることで IP アドレス 
を取得することができます。 

•ネットワーク上に BOOTP サーバがない場合は利用できません。 

•イーサネットボードの [ DHCP / B 〇〇 TP protocol ] が [ ENABLE ] になっ 
ている必要があります。 [ DISABLE ] の場合は「イーサネットボードの設 
定」 （160 ぺージ）をご覧になり [ ENABLE ] にしてください。 

以下の説明は、 HP-UX 9. x の BOOTP サーバを使う場合を例にしています。他の〇 S 
をご使用の場合には、ワークステーションのマニュアルにしたがって同様の設定を行っ 
てください。 

1 / etc / hosts ファイルに、イーサネットボードの IP アドレスとホスト名を登録しま 
す。 

例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名 「 ML 8 C 」 の場合 


192.168 .20. 127 ML8C 


^ / etc / bootptab ファイルに次の設定を追加します。 

例：イーサネットボードのイーサネットアドレスが「00:80:92:0 1:00: D 2」 の場合 


/ etc / hosts に登録したホスト名 
ハードウエアタイプを [ ether ] にします 
イーサネツトアドレス 
IP アドレス 
サブネツトマスク 
ゲートウェイ 


2 / etc / inetd . conf ファイルに次の設定を追力 Cl します。 

bootps dgram udp wait root /etc/bootpd bootpd 


4 inetd を再起動します。 

# kill-11 


5 プリンタの電源を〇 N にします。 


ML8C:\ —— 

ht=ether:\ —— 

ha=0080920100d2:\ — 
ip=192.168.20.127:\" 
sm=255.255.255.0:\- 
gw=192.168.20.254:\ 
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RARP サーバの設定 


RARP とは、 TCP / IP ネットワーク上の各ホストに、 RARP サーバに登録した IP アド 
レスを割り当てるプロトコルです。プリンタの電源を〇 N にすることで IP アドレスを 
取得することができます。 

[^ 7 ] •ネットワーク上に RARP サーバがない場合は利用できません。 

•イーサネットボードの [RARP protoco 门が [ ENABLE ] になっている 
必要があります。 [ DISABLE ] の場合は「イーサネットボードの設定」 (160 
ページ）をご覧になり [ ENABLE ] にしてください。 

以下の説明は、 SunOS 4.1. x の RARP サーパを使う場合を例にしています 。 SystemV 
系等の他の OS をご使用の場合には、ワークステーションのマニュアルにしたがって同 
様の設定を行ってください。 

1 / etc / hosts ファイルに、イーサネツトボードの IP アドレスとホスト名を登録しま 
す。 


例： IP アドレスが「192.168.20.127」、ホスト名 「 ML 8 C 」 の場合 

192.168 .20. 127 ML8C 


^ / etc / ethers ファイルにイーサネットアドレスとホスト名の組み合わせを追加しま 
す。ホスト名は、 / etc / hosts ファイルに登録したホスト名と同じにします。 

例：イーサネットボードのイーサネットアドレスが「00:80:92:01:00£)2」の場合 

00:80:92:01:00: D2 ML8C 


3 RARPD を起動します。 

#rarpd -a 

[pTl . rarpd の起動方法については、ワークステーシヨンのマニュアルをご覧くだ 
さい。 

• rarpd はワークステーシヨンを起動するたびに必要になりますので、 / etc/rc 
などのファイルから起動するようにしておくと便利です。 


4 プリンタの電源を ON にします。 
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